
第
一
章
 
高
圧
的
経
済
政
策
の
展
開
 
 
 

第
一
節
 
戦
後
ア
メ
リ
カ
資
本
主
菜
の
構
造
 
 

第
二
節
 
I
M
F
体
制
と
フ
ロ
ー
ト
制
 
 

第
三
節
 
フ
ロ
ー
ト
制
下
の
内
需
主
導
型
経
済
発
展
 
（
以
上
第
三
十
二
号
）
 
 
 

第
二
章
 
ア
メ
リ
カ
産
業
の
空
洞
化
 
 

第
一
節
 
フ
ロ
ー
ト
制
の
機
能
 
 

第
二
節
 
ア
メ
リ
カ
産
業
の
衰
退
 
 

1
 
蓄
積
停
滞
体
質
－
I
M
E
化
投
資
の
遅
滞
－
 
 

2
 
国
内
産
業
空
洞
化
の
進
展
 
 

外
国
産
菜
に
よ
る
圧
迫
 
（
以
上
第
三
十
四
号
）
 
 

多
国
籍
企
業
化
の
進
展
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
 
（
Ⅳ
）
 
 

－
 
フ
ロ
ー
ト
制
下
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
経
済
 
－
 
 

小
 
桧
 
 
 
聴
 
 
 



3
 
国
内
産
業
の
供
給
力
低
下
 
（
以
上
第
三
十
五
号
）
 
 
 

第
三
寮
 
内
需
主
導
型
経
済
魂
展
の
限
界
 
 

第
一
節
 
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
対
外
的
側
面
 
 

1
 
フ
ロ
ー
ト
制
と
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
 
 

七
〇
年
代
の
 
「
ビ
ナ
イ
ン
‥
ネ
グ
レ
ク
ト
」
政
策
 
 

八
〇
年
代
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
為
替
政
策
 
 

2
 
国
際
金
融
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 
 

五
〇
－
六
〇
年
代
 
 

七
〇
年
代
 
 

八
〇
年
代
 
 

3
 
国
際
金
融
と
ア
メ
リ
カ
経
済
 
 
 

第
二
節
 
ア
メ
リ
カ
の
純
債
務
国
化
 
 

1
 
対
外
債
務
の
累
増
 
 

2
 
国
際
収
支
構
造
の
実
質
的
破
綻
 
 
 

第
三
節
 
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
政
策
の
限
界
（
以
上
本
号
）
 
 

節
四
章
 
経
済
政
策
の
転
換
－
蓄
積
構
造
の
変
化
－
 
 
 

結
び
－
ポ
ス
ト
・
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
時
代
 
 
 

ノ■＼   



第
三
章
 
内
需
主
導
型
経
済
発
展
の
限
界
 
 

第
l
節
 
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
対
外
的
側
面
 
 

－
国
際
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー
 
 
 

前
述
の
よ
う
に
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
・
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
国
内
産
業
の
生
産
力
な
い
し
供
給
力
欠
如
の
条
件
の
な
か
に
お
け
 
 

る
フ
ロ
ー
ト
制
下
で
の
梯
梅
的
有
効
需
要
拡
大
＝
経
済
成
長
政
策
で
あ
っ
た
。
総
需
要
管
理
政
策
を
基
軸
と
す
る
内
需
主
導
型
経
済
と
し
 
 

て
は
、
五
〇
－
六
〇
年
代
の
ば
あ
い
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
に
し
て
も
八
〇
年
代
に
は
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
拡
大
に
対
応
す
る
国
内
生
産
 
 

力
基
盤
が
欠
如
し
て
い
た
点
で
、
前
者
の
そ
れ
と
は
決
定
的
に
性
格
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
八
〇
年
代
の
レ
ー
ガ
ノ
 
 

ミ
ッ
ク
ス
は
、
い
わ
ば
無
理
押
し
の
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
強
行
策
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
。
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
が
、
た
ん
な
る
赤
字
財
政
 
 

手
段
に
よ
る
有
効
需
要
管
理
政
策
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
「
緊
縮
的
」
金
融
政
策
と
拡
大
的
財
政
政
策
と
い
う
、
伝
統
的
な
ポ
リ
シ
ィ
 
 

ミ
ッ
ク
ス
と
は
異
な
る
異
常
な
組
合
せ
か
ら
な
り
、
独
特
な
供
給
増
加
・
低
物
価
政
策
を
相
伴
い
、
さ
ら
に
フ
ロ
ー
ト
制
に
も
と
づ
く
外
 
 

部
生
産
力
と
外
国
資
本
の
動
員
・
利
用
と
い
う
対
外
的
安
国
に
よ
っ
て
支
、
え
ら
れ
た
特
異
な
内
需
主
導
型
経
清
で
あ
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
 
 
 

前
述
の
よ
う
に
七
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
内
需
主
導
型
経
済
は
、
フ
ロ
ー
ト
制
を
前
提
に
し
、
フ
ロ
ー
ト
制
を
対
外
的
枠
組
と
し
 
 

て
運
営
さ
れ
、
展
開
し
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
後
五
〇
－
六
〇
年
代
に
は
I
M
F
体
制
が
、
七
〇
年
代
以
降
に
は
フ
ロ
ー
ト
制
が
、
ア
メ
 
 

リ
カ
の
高
圧
的
経
済
政
策
お
よ
び
内
需
主
導
型
経
済
に
と
っ
て
適
合
的
な
国
際
通
貨
体
制
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
同
国
の
内
需
型
経
済
体
 
 

制
を
成
立
せ
る
対
外
的
機
構
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
七
〇
年
代
以
降
の
フ
ロ
ー
ト
制
の
機
能
と
ア
メ
リ
カ
経
済
の
関
係
に
つ
い
て
改
 
 

め
て
立
入
っ
て
み
ょ
う
。
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 
 



讐
 
 

－
 
フ
ロ
ー
ト
制
と
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
 
 

フ
ロ
ー
ト
制
は
、
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
の
メ
カ
ニ
ズ
と
し
て
、
エ
に
機
能
し
た
の
に
た
い
L
て
、
 
 
 

八
〇
年
代
の
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
時
期
に
は
、
む
し
ろ
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
メ
カ
ニ
ズ
と
し
て
作
勤
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
 
 
 

同
制
度
を
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
柔
軟
な
金
融
操
作
手
段
と
し
て
ー
フ
ロ
ー
ト
制
は
金
融
政
策
操
作
の
余
地
を
大
幅
に
拡
人
す
る
 
 
 

（
後
述
）
 
－
政
策
的
に
フ
ル
利
用
し
た
。
 
 

七
〇
年
代
の
 
「
ビ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」
政
策
 
 

ま
ず
、
一
九
七
一
年
八
月
の
ド
ル
・
金
党
換
停
止
の
断
行
以
降
ヒ
○
年
代
末
に
い
た
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
政
肘
は
〓
督
し
て
い
わ
ゆ
る
 
 

｛
Ⅰ
）
 
 

「
ビ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」
 
（
B
e
n
i
望
N
e
g
l
e
c
t
薩
稚
な
る
無
視
）
政
策
を
と
り
、
同
国
国
際
収
支
の
慢
性
的
赤
字
に
起
因
す
る
ド
ル
の
 
 

フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
を
自
由
放
任
し
て
、
ド
ル
低
†
傾
向
を
追
認
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
七
三
年
以
降
、
「
驚
く
べ
き
こ
と
だ
が
、
総
フ
ロ
ー
 
 
 

ト
下
に
お
い
て
…
…
米
国
の
経
済
政
策
か
ら
基
本
的
に
国
際
収
支
政
策
が
な
く
な
っ
て
し
ま
」
っ
た
。
「
為
替
相
場
の
変
動
が
国
際
収
支
の
 
 
 

不
均
衡
を
解
消
 す
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
と
は
別
に
国
際
収
支
政
策
を
実
施
す
る
必
要
は
な
く
な
る
」
 
㌫
簡
塚
文
太
郎
『
ド
ル
体
制
の
矛
盾
と
 
 
 

帰
結
』
、
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
〇
年
、
“
八
〇
－
八
一
京
）
、
国
際
収
支
が
赤
字
の
暗
も
、
対
外
的
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
フ
p
－
ト
 
 

制
固
有
の
対
外
・
対
内
分
離
の
「
隔
離
効
果
」
に
よ
っ
て
、
村
外
関
係
を
何
ら
顧
慮
す
る
こ
と
な
し
に
国
内
均
衡
優
先
の
マ
ク
ロ
的
総
需
 
 

要
管
理
政
策
が
実
施
さ
れ
う
る
と
し
て
、
「
国
際
収
支
が
赤
字
の
時
の
も
っ
と
も
正
統
的
な
政
策
、
す
な
わ
ち
財
政
政
策
や
金
融
政
策
…
…
 
 
 

に
よ
っ
て
行
う
緊
縮
政
策
－
引
締
め
政
策
ま
た
は
需
要
抑
制
政
策
 
－
 
は
、
実
施
す
る
必
要
は
な
い
し
、
ま
た
望
ま
し
く
も
な
い
」
 
（
同
、
 
 

一
入
一
頁
）
 
と
す
る
政
策
的
立
場
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 

m
 
「
ビ
ナ
イ
ン
‥
不
グ
レ
ク
ト
」
と
は
、
「
諸
外
国
が
米
国
の
国
際
収
支
赤
字
、
ド
ル
の
減
価
…
…
に
対
し
て
、
米
国
政
府
に
事
態
改
 
 
 



善
の
措
置
を
と
る
よ
う
に
求
め
た
と
き
、
米
国
が
 
『
優
し
く
耳
を
傾
け
、
し
か
し
事
実
上
そ
れ
を
無
視
す
る
態
度
』
を
と
っ
て
き
た
こ
 
 
 

と
を
指
す
。
『
い
ん
ぎ
ん
無
礼
』
 
の
政
策
と
で
も
訳
」
し
う
る
 
（
頃
日
美
矢
子
他
『
現
代
凶
際
金
融
論
』
、
‖
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
 
 

三
年
、
三
一
四
頁
）
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
の
外
部
に
、
ア
メ
リ
カ
並
み
か
な
い
し
そ
れ
を
上
回
る
高
水
準
の
量
産
型
重
化
学
工
業
生
産
力
が
形
成
さ
れ
た
結
果
、
ベ
ト
 
 

ナ
ム
戦
争
末
期
の
七
〇
年
代
初
頭
時
点
で
、
I
M
F
固
定
相
場
制
の
下
に
お
い
て
、
国
際
収
支
悪
化
に
と
も
な
う
金
の
大
量
流
出
に
よ
る
 
 

対
外
制
約
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
財
政
・
金
融
政
策
は
き
つ
く
制
限
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
I
M
F
体
制
は
放
棄
さ
れ
、
 
 

七
一
年
八
月
に
ド
ル
の
金
党
換
停
止
が
断
行
さ
れ
、
七
三
年
三
月
に
は
総
フ
ロ
ー
ト
制
へ
移
行
し
た
。
総
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
は
、
ア
メ
 
 
 

リ
カ
の
国
内
産
莫
の
国
際
競
争
力
の
弱
さ
と
国
際
収
支
の
不
均
衡
は
、
ド
ル
の
伸
縮
的
変
動
を
通
し
て
自
釦
的
・
制
度
的
に
調
整
さ
れ
う
 
 

る
。
そ
こ
で
は
国
際
収
支
赤
字
↓
為
替
レ
ー
ト
の
下
落
1
対
外
的
価
格
変
動
羽
生
1
国
際
収
支
の
自
動
的
均
衡
化
と
い
う
為
替
フ
ロ
ー
ト
 
 

制
の
調
整
作
用
が
あ
り
、
さ
ら
に
フ
ロ
ー
ト
制
－
国
際
資
金
移
動
の
拡
大
量
薗
際
収
支
不
均
衡
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
途
も
閃
か
れ
て
い
る
。
 
 

そ
れ
ゆ
え
フ
ロ
ー
ト
制
下
で
は
、
国
際
収
支
赤
字
の
ば
あ
い
も
、
対
外
的
制
約
の
桂
根
か
ら
解
放
さ
れ
、
国
際
収
支
動
向
を
何
ら
顧
慮
す
 
 

る
こ
と
な
く
、
ア
メ
リ
カ
は
自
国
本
位
の
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
拡
大
＝
経
済
成
長
政
策
を
追
求
し
う
る
の
で
あ
る
。
も
し
仮
に
フ
ロ
ー
ト
制
 
 

と
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
変
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
七
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
産
業
競
争
力
の
低
下
＝
貿
易
 
 

赤
字
、
し
か
も
そ
の
上
に
政
府
の
対
外
資
金
散
布
や
民
間
資
本
流
出
の
国
際
収
支
負
担
が
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
条
件
の
卜
で
、
ア
メ
リ
 
 

カ
の
内
需
主
導
型
経
済
発
展
は
と
う
て
い
成
立
ち
が
た
か
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
フ
ロ
ー
ト
制
と
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
を
白
山
放
作
 
 

す
る
「
ビ
ナ
イ
ン
‥
不
グ
レ
ク
ト
」
政
策
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
不
均
衡
と
同
国
の
総
需
要
拡
大
政
策
を
両
立
さ
せ
、
保
障
す
る
 
 

対
外
的
機
構
と
し
て
機
能
し
、
国
内
総
需
要
管
理
政
策
と
相
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
じ
じ
つ
七
〇
年
代
の
フ
ォ
ー
ド
・
カ
ー
タ
ー
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 

四   
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政
権
に
よ
る
拡
張
的
財
政
・
金
融
政
策
及
び
内
需
、
王
導
聖
経
済
の
展
開
と
同
時
平
行
し
て
、
ド
ル
の
為
替
相
場
は
ヒ
二
－
七
七
年
末
聞
に
 
 

対
円
レ
ー
ト
で
一
ド
ル
三
〇
二
・
〇
円
か
ら
二
四
〇
・
〇
円
へ
二
五
・
八
％
、
対
マ
ル
ク
レ
ー
ト
も
同
じ
く
三
二
一
〇
マ
ル
ク
か
ら
二
・
 
 

〓
マ
ル
ク
へ
五
㌻
七
％
、
実
効
為
替
相
場
で
七
三
－
七
七
年
間
に
六
・
一
％
（
実
質
値
、
多
角
的
貿
易
加
重
平
均
、
ヒ
三
年
三
H
＝
 
 

一
〇
〇
）
、
傾
向
的
に
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
 
（
I
M
F
方
式
で
算
出
、
後
摘
第
2
4
表
参
照
喜
 
 

一
九
五
〇
－
六
〇
年
代
に
は
、
I
M
F
・
固
定
相
場
制
が
、
ア
メ
リ
カ
の
内
需
主
導
型
経
済
と
ア
メ
リ
カ
中
心
に
組
織
さ
れ
た
世
界
経
 
 

清
成
長
に
過
A
‖
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
・
西
独
等
非
米
先
進
諸
国
の
生
成
力
水
準
が
措
抗
す
 
 

る
か
な
い
し
は
後
者
の
住
産
力
水
準
が
前
者
の
そ
れ
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
七
〇
年
代
以
降
に
は
、
む
し
ろ
フ
ロ
ー
ト
制
が
、
ア
メ
リ
 
 

カ
の
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
経
済
体
制
お
よ
び
同
国
中
心
に
主
導
さ
れ
る
世
界
経
済
発
展
に
と
っ
て
適
合
的
な
国
際
通
貨
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
 
 

と
い
い
う
る
。
外
部
に
お
け
る
優
勢
な
生
産
力
に
た
い
し
て
、
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
切
下
げ
で
対
抗
し
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
枠
組
み
で
国
内
産
 
 

菜
の
弱
体
化
を
カ
バ
ー
し
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
は
内
翠
玉
導
型
経
済
成
長
を
推
進
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
七
〇
年
代
末
に
は
早
く
も
、
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
容
認
の
「
ビ
ナ
イ
ン
‥
不
グ
レ
ク
ト
」
政
 
 

策
は
行
詰
っ
て
し
ま
い
、
従
前
の
「
国
際
収
支
無
視
の
政
策
」
は
「
否
応
無
し
の
修
正
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
（
富
塚
文
太
郎
、
前
 
 

掲
、
一
八
〇
頁
）
 
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

節
一
に
、
ド
ル
相
場
の
下
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
収
支
の
赤
字
は
な
か
な
か
減
少
せ
ず
、
却
っ
て
七
七
年
後
半
以
降
 
 

に
は
逆
に
、
貿
易
赤
字
が
大
幅
に
拡
大
し
、
ド
ル
の
加
速
的
低
落
が
起
っ
て
し
ま
っ
た
。
ド
ル
の
対
円
 

レ
ー
ト
は
、
七
六
年
末
に
一
ド
ル
＝
 
 

二
九
二
・
八
円
で
あ
っ
た
の
が
七
七
年
末
に
は
二
四
〇
・
〇
円
へ
、
七
八
年
一
〇
日
米
に
は
一
七
六
・
〇
円
へ
こ
の
間
じ
つ
に
六
六
・
閤
 
 

％
も
〓
刈
に
急
落
し
た
。
対
マ
ル
ク
相
場
も
、
七
七
牛
山
O
日
本
の
山
マ
ル
ク
＝
四
囲
∵
七
セ
ン
ト
か
ら
七
八
年
∴
○
‖
未
に
は
一
マ
ル
 
 
 



ク
＝
五
八
・
一
九
セ
ン
ト
へ
二
三
・
四
％
も
下
落
し
、
ド
ル
は
惨
落
状
態
に
陥
入
っ
た
。
 
 

第
二
に
、
ド
ル
の
急
落
に
と
も
な
い
ア
メ
リ
カ
の
国
内
物
価
水
準
は
一
挙
に
上
昇
し
た
。
ド
ル
下
落
は
輸
入
品
価
格
の
騰
貴
と
国
内
製
 
 

品
価
格
の
引
上
げ
を
必
然
的
に
誘
発
し
、
物
価
イ
ン
フ
レ
を
加
速
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
国
内
イ
ン
フ
レ
が
ド
ル
下
落
を
促
進
し
、
 
 

ド
ル
低
落
と
物
価
イ
ン
フ
レ
が
相
乗
す
る
と
い
う
深
刻
な
事
態
が
生
じ
た
。
七
八
年
の
消
雪
者
物
価
水
準
は
対
前
年
比
九
・
〇
％
、
七
九
 
 

年
に
は
同
じ
く
一
二
・
一
％
も
上
昇
し
て
い
る
。
二
桁
の
物
価
上
昇
は
政
治
的
に
耐
え
が
た
い
イ
ン
フ
レ
率
水
準
と
み
ら
れ
て
い
た
。
 
 

第
三
に
、
し
か
も
ド
ル
の
減
価
は
、
世
界
的
な
ド
ル
離
れ
 
（
ド
ル
売
り
に
よ
る
金
や
円
・
マ
ル
ク
等
他
資
産
へ
の
乗
り
替
え
）
 
を
ひ
き
 
 

起
し
、
ド
ル
減
価
－
ド
ル
売
り
－
ド
ル
減
価
の
悪
循
環
か
ら
ド
ル
暴
落
の
危
険
性
が
よ
り
一
層
高
ま
っ
た
。
ド
ル
の
崩
落
＝
ド
ル
の
国
際
 
 

通
貸
か
ら
の
転
落
が
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
金
融
上
の
特
権
的
利
益
の
喪
失
と
世
界
経
済
の
破
滅
的
混
乱
を
意
味
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
 
 

1
 
0
 
 

し
 
 

か
く
て
ア
メ
リ
カ
が
ド
ル
相
場
の
下
落
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
っ
づ
け
る
こ
と
は
、
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
と
う
て
い
許
さ
れ
が
た
く
 
 

な
っ
た
。
一
ド
ル
＝
一
七
六
・
〇
円
と
い
う
史
上
最
低
値
レ
ー
ト
を
つ
け
、
取
引
き
が
事
実
上
成
立
た
な
い
ほ
ど
に
為
替
市
場
が
混
乱
状
 
 

態
に
陥
入
っ
た
七
八
年
一
〇
月
三
一
口
の
翌
二
日
二
日
に
、
カ
ー
タ
ー
政
権
は
つ
い
に
強
力
な
「
総
合
ド
ル
防
衛
」
措
置
を
打
出
し
、
 
 

さ
ら
に
翌
七
九
年
七
・
八
・
九
月
の
公
定
歩
合
の
連
続
的
引
上
げ
に
ひ
き
つ
づ
き
、
七
九
年
一
〇
月
六
日
に
は
、
P
・
A
・
ポ
ル
カ
ー
F
 
 

R
B
議
長
指
揮
下
で
「
新
金
融
調
整
政
策
」
が
断
行
さ
れ
た
。
同
時
に
合
わ
せ
て
七
八
年
一
〇
月
二
四
日
に
「
新
イ
ン
フ
レ
対
策
」
も
実
 
 

施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
諸
政
策
は
、
ド
ル
下
落
歯
止
め
の
た
め
の
ド
ル
防
衛
と
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
直
接
的
目
的
に
し
、
ア
メ
リ
カ
自
身
 
 

に
よ
る
為
替
市
場
へ
の
直
接
的
介
入
 
（
三
〇
〇
億
ド
ル
規
模
の
ド
ル
買
い
）
及
び
金
融
引
締
め
 
（
公
定
歩
合
の
引
上
げ
、
マ
ネ
ー
・
サ
ブ
 
 

（
．
I
ニ
 
 

ラ
イ
の
直
接
統
制
強
化
な
ど
）
、
そ
の
他
財
政
引
締
め
や
貸
金
・
物
価
規
制
も
含
ま
れ
て
い
た
。
明
ら
か
に
従
来
の
 
「
ビ
ナ
イ
ン
‥
不
グ
レ
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
 
（
Ⅳ
）
 
 
 



四
四
 
 
 

ク
ト
」
政
策
の
放
棄
＝
為
替
政
策
の
転
換
と
金
融
・
財
政
引
締
め
方
針
へ
の
政
策
転
向
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

㈲
 
く
わ
し
く
は
E
c
O
．
R
e
p
．
O
f
t
h
e
P
r
e
s
こ
笥
¢
一
C
h
a
p
．
N
海
域
文
太
郎
、
前
掲
、
第
3
費
、
佐
瀬
隆
夫
『
ア
メ
リ
カ
の
国
際
通
貨
政
策
』
 
 
 

（
千
倉
菩
房
、
一
九
九
五
年
）
、
第
8
章
な
ど
参
照
。
 
 
 

こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
の
七
〇
年
代
に
お
け
る
フ
ロ
ー
ト
制
を
前
提
に
し
、
利
用
し
た
、
積
極
的
な
需
要
拡
大
策
と
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
 
 

ウ
ン
容
認
策
の
組
合
わ
せ
政
策
は
、
結
局
ド
ル
の
急
激
な
下
落
と
イ
ン
フ
レ
の
加
速
化
に
帰
結
し
、
ド
ル
暴
落
の
危
機
と
い
う
対
外
為
鱒
 
 

関
係
を
直
接
的
制
約
要
因
に
し
て
、
総
需
要
引
締
め
政
策
へ
の
転
向
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
七
八
－
七
九
中
に
は
、
 
 

「
自
由
な
フ
ロ
ー
ト
制
に
つ
い
て
の
当
局
の
信
仰
が
終
わ
り
を
告
げ
」
た
。
「
フ
ロ
ー
ト
体
制
下
で
も
、
ド
ル
は
国
内
目
的
と
対
外
的
要
諦
 
 

と
の
矛
盾
か
ら
免
れ
え
な
い
こ
と
を
示
し
」
、
「
通
貨
の
急
速
な
下
落
の
間
に
も
、
国
内
経
済
成
長
路
線
を
並
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
 
 

い
う
信
念
に
…
…
終
止
符
が
打
た
れ
」
 
（
M
．
G
i
詳
e
r
t
b
u
e
s
t
O
f
W
O
ユ
d
M
O
ロ
e
t
a
r
y
O
r
d
e
ユ
浣
〇
一
緒
ガ
四
十
郎
訳
『
国
際
通
貸
体
制
の
 
 

軌
跡
』
、
東
洋
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
l
一
年
、
二
七
八
－
八
三
頁
）
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
優
先
の
需
要
拡
張
政
策
が
破
綻
し
て
し
ま
っ
た
の
 
 

で
あ
っ
た
。
 
 
 

右
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
政
策
の
行
詰
り
は
、
「
フ
ロ
ー
ト
下
で
は
、
経
常
収
支
の
不
均
衡
は
も
っ
ば
ら
為
替
 
 

相
場
の
変
軌
に
よ
っ
て
桐
生
さ
れ
る
…
…
こ
れ
は
神
話
に
す
ぎ
」
ず
、
間
違
い
で
あ
る
（
竹
内
一
郎
『
「
外
国
為
替
」
の
す
べ
て
が
わ
か
る
 
 

本
』
、
P
H
P
、
一
九
八
二
年
、
二
〇
〇
京
）
と
か
、
「
1
カ
ー
ブ
効
果
」
等
タ
イ
ム
・
ラ
グ
が
あ
っ
た
た
め
に
、
為
替
フ
ロ
ー
ト
の
調
整
 
 

効
果
が
発
揮
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
も
な
い
。
為
替
レ
ー
ト
変
動
に
よ
る
国
際
収
支
不
均
衡
調
整
効
果
は
、
七
〇
年
代
に
も
そ
 
 

れ
な
り
に
作
用
し
て
い
た
の
に
違
い
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
貿
易
・
経
常
収
支
の
赤
字
不
均
衡
が
よ
り
い
っ
そ
う
早
く
巨
大
化
し
、
ア
 
 

メ
リ
カ
政
府
が
よ
り
早
く
「
ビ
ナ
イ
ン
‥
不
グ
レ
ク
ト
」
政
策
の
放
棄
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
む
 
 
 



し
ろ
問
題
は
、
フ
ロ
ー
ト
制
と
ド
ル
安
＝
日
高
・
マ
ル
ク
高
な
ど
の
為
悸
レ
ー
ト
の
変
化
が
、
米
・
非
米
諸
国
産
業
間
の
生
産
力
水
準
の
 
 
 

変
化
を
も
た
ら
し
た
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
ド
ル
安
＝
円
高
と
石
油
価
格
の
高
騰
で
、
先
進
国
中
最
大
の
打
撃
を
蒙
っ
た
＝
本
 
 
 

の
産
業
・
企
業
は
、
産
官
民
一
体
的
体
制
で
死
に
物
狂
い
に
な
っ
て
モ
ノ
・
カ
ネ
・
ヒ
ト
の
 
「
減
量
経
営
」
を
推
進
し
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
・
 
 

自
軌
挿
入
機
械
の
導
入
・
I
C
化
の
促
進
等
M
E
化
技
術
革
新
を
断
行
し
、
生
産
力
水
準
を
い
ち
じ
る
し
く
高
め
た
。
円
の
フ
ロ
ー
ト
ア
 
 

ッ
プ
と
石
油
価
格
高
騰
に
と
も
な
う
合
理
化
強
制
の
側
圧
と
 
「
‖
本
型
経
営
」
な
い
し
「
口
本
的
労
使
関
係
」
と
い
う
日
本
企
業
に
特
有
 
 

な
「
適
応
力
」
を
武
器
に
し
て
、
＝
本
の
主
賓
産
業
は
 
「
減
量
経
営
」
と
 
「
M
E
化
」
を
テ
コ
に
し
て
省
エ
ネ
・
省
資
源
・
省
力
化
を
押
 
 

し
進
め
、
国
際
競
争
力
を
よ
り
強
化
し
た
。
し
か
る
に
他
方
、
ア
メ
リ
カ
産
業
は
、
ド
ル
安
の
為
替
プ
レ
ミ
ア
ム
に
よ
り
価
格
競
争
上
有
 
 

利
な
保
讃
が
与
え
ら
れ
て
、
日
本
産
菜
の
ば
あ
い
の
よ
う
な
合
理
化
強
制
圧
力
が
加
え
ら
れ
ず
、
そ
の
他
「
ア
メ
リ
カ
的
労
使
関
係
」
 
の
 
 

阻
寄
的
要
因
な
ど
も
あ
っ
て
、
却
っ
て
M
E
化
技
術
導
入
に
立
ち
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
フ
ロ
ー
ト
制
と
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
 
（
＝
円
 
 

高
）
 
は
、
日
本
産
業
の
生
産
力
上
昇
を
促
進
し
、
ア
メ
リ
カ
産
業
の
守
旧
的
企
業
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
を
肋
長
し
て
、
却
っ
て
日
米
産
業
生
産
力
 
 

格
差
を
開
く
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ド
ル
安
＝
円
高
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
＝
本
産
業
・
企
業
が
生
産
合
現
化
の
進
展
＝
年
 
 

産
力
水
準
の
引
上
げ
・
コ
ス
ト
削
減
に
成
功
し
て
、
円
埴
輪
出
価
格
を
切
下
げ
う
る
な
ら
ば
 

、
ド
ル
建
て
輸
出
価
格
が
上
ら
ず
輸
出
数
量
 
 

は
減
少
し
な
い
。
た
と
え
ば
仮
り
に
、
一
ド
ル
＝
二
八
〇
円
か
ら
一
八
〇
円
へ
三
六
％
の
円
高
に
な
る
ま
で
の
間
に
、
日
本
産
業
が
〓
建
 
 

て
生
産
コ
ス
ト
を
同
じ
く
三
六
％
削
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
す
る
と
、
日
本
製
品
の
ド
ル
建
て
輸
出
価
格
は
以
前
の
ま
ま
に
抑
え
お
 
 

か
れ
て
引
上
げ
ら
れ
ず
に
す
む
。
こ
の
ば
あ
い
、
日
本
側
の
輸
出
数
量
は
減
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
側
の
輸
入
数
量
の
減
少
や
経
常
収
支
赤
字
 
 

削
減
が
生
ぜ
ず
、
レ
ー
ト
変
動
に
よ
る
国
際
収
支
不
均
衡
調
整
効
果
は
発
揮
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

自
由
フ
ロ
ー
ト
制
を
採
倒
す
れ
ば
、
国
際
収
支
の
不
均
衡
は
為
替
レ
ー
ト
の
自
由
変
動
に
よ
り
自
動
詞
整
さ
れ
う
る
、
「
為
替
相
場
を
自
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 
 



四
六
 
 
 

由
市
場
で
民
間
取
引
に
よ
っ
て
も
っ
ぱ
ら
決
定
す
る
に
ま
か
せ
る
」
な
ら
ば
、
「
国
際
収
支
問
題
は
完
全
に
解
消
さ
れ
る
…
…
政
府
は
舞
台
 
 

か
ら
退
場
す
る
だ
け
で
よ
い
」
と
い
う
フ
リ
ー
ド
マ
ン
説
の
主
要
難
点
は
、
そ
こ
で
は
た
ん
に
「
1
カ
ー
ブ
効
果
」
や
「
履
歴
効
果
」
と
 
 

い
っ
た
タ
イ
ム
・
ラ
グ
要
因
が
無
視
さ
れ
て
い
る
と
か
、
資
本
勘
定
項
目
＝
国
際
資
本
輸
出
入
移
軌
が
脱
落
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
 
 

の
で
は
な
い
。
後
者
に
関
し
て
、
富
壌
文
太
郎
氏
は
、
「
ド
ル
相
場
の
変
動
が
、
経
常
収
支
の
変
化
を
通
し
て
不
均
衡
解
消
を
も
た
ら
す
た
 
 

め
に
は
、
資
本
収
支
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
。
だ
が
、
「
現
実
に
は
そ
う
し
た
条
件
が
満
た
さ
れ
る
の
は
極
め
て
限
ら
れ
 
 

た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
だ
け
で
あ
り
」
、
「
国
際
取
引
が
、
経
常
収
支
だ
け
で
あ
る
ば
あ
い
を
想
定
し
」
、
「
国
際
収
支
の
調
整
が
経
常
収
支
の
 
 

調
整
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
と
想
定
し
た
こ
と
」
に
誤
謬
が
あ
る
 
（
富
塚
文
太
郎
、
前
掲
、
一
八
八
、
一
八
開
頁
）
 
と
フ
リ
ー
ド
マ
ン
説
の
 
 

問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
フ
リ
ー
ド
マ
ン
説
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
に
伴
い
、
「
円
高
対
抗
」
な
ど
に
よ
っ
て
産
業
生
産
力
の
水
準
 
 

が
変
化
し
う
る
こ
と
、
そ
し
て
各
国
産
業
間
の
生
産
力
水
準
の
変
化
が
あ
れ
ば
、
レ
ー
ト
変
動
に
よ
る
国
際
収
支
是
正
効
果
が
相
殺
さ
れ
 
 

て
し
ま
う
こ
と
、
そ
の
他
為
替
切
上
げ
国
で
国
内
イ
ン
フ
レ
促
進
要
因
が
あ
れ
ば
、
為
替
レ
ー
ト
切
下
げ
の
輸
入
抑
制
・
輸
出
促
進
効
果
 
 

が
減
殺
さ
れ
る
な
ど
と
い
っ
た
現
実
的
に
、
随
伴
し
て
起
り
う
べ
き
具
体
的
緒
要
由
を
全
く
捨
象
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
む
し
 
 

（
3
）
 
ろ
基
本
的
難
点
が
あ
る
の
で
あ
る
。
 
 

㈱
 
辻
村
江
太
郎
氏
は
、
国
際
収
支
「
不
均
衡
を
解
消
す
る
た
め
の
為
替
調
整
が
進
め
ら
れ
た
と
き
、
∵
定
の
適
正
な
均
衡
為
替
レ
ー
 
 

ト
に
収
束
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
に
は
、
次
に
よ
う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
「
H
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
各
 
 
 

製
品
の
生
産
コ
ス
ト
は
、
為
替
調
整
開
始
時
点
に
固
定
さ
れ
る
」
、
「
0
円
・
ド
ル
の
レ
ー
ト
の
変
化
は
一
〇
〇
％
輸
出
価
格
に
転
化
さ
 
 
 

れ
る
こ
と
」
、
「
日
米
国
メ
ー
カ
ー
製
品
の
米
国
内
販
売
価
格
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
に
影
響
き
れ
」
ず
に
、
以
前
の
ま
ま
の
 
「
水
準
 
 

に
固
定
さ
れ
る
こ
と
」
。
「
佃
し
た
が
っ
て
、
円
高
ド
ル
安
が
進
め
ば
…
…
米
国
内
で
は
日
本
製
品
の
シ
ェ
ア
は
減
り
、
米
製
品
の
シ
ェ
 
 
 



ア
が
増
え
る
こ
と
」
 
（
辻
村
江
太
郎
『
円
高
・
ド
ル
安
の
経
済
学
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
L
隼
、
六
閃
∵
－
六
五
貫
）
 
の
諸
点
を
あ
げ
、
 
 
 

フ
リ
ー
ド
マ
ン
に
よ
っ
て
は
全
く
捨
象
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
実
的
具
体
的
諸
要
園
の
意
義
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
 
 

八
〇
年
代
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
為
替
政
策
 
 
 

総
需
要
管
理
政
策
が
挫
折
し
、
政
策
的
に
全
く
の
手
詰
り
状
態
に
な
り
、
八
〇
年
秋
の
大
統
領
選
挙
戦
で
敗
北
し
て
退
陣
し
た
カ
ー
タ
 
 

ー
政
権
に
代
っ
て
、
一
九
八
一
年
一
月
に
登
場
し
た
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
対
外
為
替
政
策
は
、
当
然
な
が
ら
七
〇
年
代
の
前
政
権
の
そ
れ
ら
 
 

と
は
大
幅
に
興
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
第
一
益
は
積
極
的
需
要
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長
政
策
で
 
 

あ
っ
た
が
、
そ
の
対
外
的
枠
組
み
は
七
〇
年
代
の
よ
う
な
フ
ロ
ー
ト
制
と
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
逆
に
フ
ロ
ー
 
 

ト
制
に
も
と
づ
く
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
所
得
減
税
等
の
拡
張
的
赤
字
財
政
政
策
と
 
 

の
組
み
合
せ
で
、
厳
格
な
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
抑
制
＝
金
融
引
締
め
政
策
を
断
行
し
た
が
、
そ
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
抑
制
は
、
ア
メ
リ
カ
 
 

の
金
利
高
と
内
外
金
利
差
拡
大
に
よ
る
外
国
民
間
資
本
の
対
米
流
入
＝
外
国
民
間
の
ド
ル
建
て
資
産
の
需
要
増
大
を
引
起
し
て
、
異
常
に
 
 

高
い
水
準
の
ド
ル
高
を
も
た
ら
し
た
。
ド
ル
の
実
効
為
替
レ
ー
ト
は
、
七
川
T
－
七
九
年
間
に
一
三
・
一
％
傾
向
的
に
低
落
し
た
の
に
た
い
 
 

し
て
、
八
〇
－
八
五
年
間
に
は
逆
に
六
三
・
八
％
も
上
昇
し
 
（
消
智
者
物
佃
指
数
で
調
整
し
た
実
質
値
で
は
、
五
五
・
七
％
上
昇
）
、
八
一
 
 

年
以
降
に
は
、
総
フ
ロ
ー
ト
制
移
行
時
の
七
三
年
三
月
の
水
準
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
最
高
値
を
記
録
し
て
い
る
（
第
2
4
表
参
照
）
。
八
〇
 
 

年
末
の
一
ド
ル
＝
二
〇
三
・
〇
円
、
一
ド
ル
＝
一
・
九
六
マ
ル
ク
が
、
八
四
年
末
に
は
一
ド
ル
＝
二
五
一
一
円
、
一
ド
ル
＝
三
・
一
五
 
 

マ
ル
ク
へ
そ
れ
ぞ
れ
一
九
・
二
％
、
三
七
・
八
％
も
騰
貴
し
、
こ
の
間
「
ド
ル
は
驚
異
的
か
つ
持
続
的
に
強
く
な
っ
た
」
 
（
E
c
〇
．
R
e
p
．
〇
f
t
h
e
 
 

P
r
e
s
i
．
岳
∞
∽
ウ
〕
空
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
持
続
的
で
異
常
に
高
い
水
準
の
ド
ル
レ
ー
ト
が
、
対
米
商
品
流
入
の
激
増
と
輸
入
品
物
価
 
 

の
引
下
げ
を
促
進
し
、
結
果
的
に
輸
入
供
給
力
の
増
加
（
＝
国
内
供
給
力
の
追
加
）
 
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
物
価
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 
 



第24表 ドルの為替レート（19川－85年）  

「1本（H）  ドイツ（マルク）   米ドル、多剛勺貿易平  

（1ドル当り）  （1ドル当り）  均ベース（1冊73年3日＝100）  

年末   年平均   年末   i・ト平均   名臼   実質（2）   

1970  357．65  358．07  3．6480  3．6465  121．1  

1971  314．80  347．86  3．2685  3．4820  117．8  

1972  302．00  303．17  3．2015  3．1886  109．1  

1973  280．00  271．70  2．7（）30  2．6726   99．1   98．8   

1974  300．95  ．292．08  2．4095  2．5878  101．4   99．2   

1975  305．15  296．79  2．6223  2．4603   98．5   93．9   

1976  292．80  296．55  2．3625  2．518〔I  105．6   97．3   

1977  240．00  268．51  2．1050  2．3222  103．3   93．1   

1978  194．60  210．44  1．8280  2．0086   92．4   84．2   

1979  239．70  219．14  1．7315  1．8329   88．1   83．2   

1980  203．00  226．74  1．9590  1．8177   87．4   84．8   

1981  219．90  220．54  2．2548  2．2600  102．9   100．8   

1982  235．00  249．08  2．3765  2．4266  116．6   111．7   

1983  232．20  237．51  2．7238  2．5533  125．3   117．3   

1984  251．10  237．52  3．1480  2．8459  138．3   128．5   

1985  200．50  238．54  2．4613  2．9440  143．2   132．n   

偏0  145．00  1．6166   89，1   86．（：）   

貯995  93．96  1．4321   84．2   82．5   

（1）年平均。  

（2）消饗着物仰で調整。  

（Il！，所）IMF，InternationalFinallCialStatistics  

Yearboolく，1988，P．134，158。  

Eco．Rep．ofthePresi．，1989，P．431．  

1990，1995年は、Eco，Rep．ofthe Presi．，1996．p．4O（L   



爪
－
－
 
 

た
め
の
決
定
的
要
因
と
し
て
作
用
し
た
の
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

㈱
 
ド
ル
高
に
と
も
な
う
輸
入
増
大
と
 
「
巨
顆
の
貿
易
赤
字
、
こ
れ
が
国
内
賃
金
…
…
お
よ
び
物
価
を
低
く
抑
え
る
の
に
役
立
っ
て
い
 
 
 

る
の
だ
。
物
価
水
準
は
、
直
接
的
に
は
強
い
ド
ル
に
よ
っ
て
安
く
な
っ
て
い
る
外
国
製
品
で
抑
、
え
ら
れ
て
い
る
し
、
間
接
的
に
は
、
こ
 
 
 

れ
ら
の
輸
入
製
品
と
競
合
す
る
国
内
製
品
の
年
産
者
に
与
え
る
圧
力
で
抑
え
ら
れ
て
い
る
」
。
こ
う
し
て
「
現
在
の
米
国
は
、
拡
張
的
な
 
 
 

財
政
政
策
に
よ
っ
て
成
長
を
謳
歌
し
、
他
の
国
々
か
ら
イ
ン
フ
レ
抑
制
的
な
利
益
を
輸
入
し
て
い
る
の
だ
」
 
（
「
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
報
告
 
 

（
小
）
」
 
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
 
一
九
八
五
年
二
日
二
六
日
号
、
六
三
頁
）
。
 
 

「
ド
ル
高
は
、
実
質
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
。
ド
ル
高
は
、
直
接
的
に
は
輸
入
物
仰
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
は
外
国
製
品
 
 
 

と
競
A
〓
す
る
国
内
製
‖
m
価
格
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
、
一
般
物
仰
水
準
を
鎖
静
化
す
る
」
 
（
E
c
〇
．
R
e
p
．
〇
竹
t
h
e
P
r
e
s
i
．
一
－
慧
声
p
．
誤
）
。
 
 
 

七
〇
年
代
に
は
国
内
需
要
の
拡
張
と
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
の
組
合
せ
政
策
が
実
施
さ
れ
た
の
に
た
い
し
て
、
こ
こ
で
は
需
要
拡
張
 
 

政
策
に
ド
ル
高
政
策
が
対
応
し
、
ド
ル
高
の
国
内
イ
ン
フ
レ
抑
制
効
果
か
ら
、
イ
ン
フ
レ
な
き
高
圧
経
済
政
策
に
よ
る
経
済
成
長
が
追
求
 
 

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
前
者
の
ば
あ
い
は
、
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
が
イ
ン
フ
レ
加
速
化
に
帰
結
し
、
政
策
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
た
の
 
 
 

に
た
い
し
て
、
後
者
で
は
反
対
に
、
ド
ル
を
フ
ロ
ー
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
、
そ
れ
が
イ
ン
フ
レ
抑
圧
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
と
い
え
る
。
結
局
 
 

レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
本
質
は
、
ド
ル
高
に
と
も
な
う
輸
入
供
給
力
の
追
加
に
よ
っ
て
補
完
・
補
強
さ
れ
た
需
要
拡
張
政
策
に
あ
り
、
そ
 
 

の
特
殊
な
紙
需
要
管
埋
政
策
に
よ
っ
て
、
八
〇
年
代
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
期
に
は
イ
ン
フ
レ
な
き
好
況
が
現
出
さ
れ
え
た
と
い
う
こ
と
が
 
 

で
き
る
。
い
ま
改
め
て
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
期
の
統
計
数
値
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
連
邦
財
政
赤
字
高
は
、
八
〇
－
八
五
年
間
に
六
一
 
 

三
倍
ド
ル
か
ら
一
九
六
〇
億
ド
ル
へ
三
・
二
倍
増
大
し
、
財
政
赤
字
の
対
G
N
P
比
率
も
同
じ
く
二
・
二
％
か
ら
四
・
九
％
へ
上
昇
し
、
 
 

財
政
赤
字
対
G
N
P
比
率
の
八
一
－
八
五
年
間
の
年
平
均
は
四
二
二
％
に
の
ば
っ
て
い
る
（
第
2
5
表
参
照
）
。
国
家
財
政
面
か
ら
そ
れ
だ
け
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 
 



第25表 アメリカの主要経済指標（1980～85年）  

実質GNP  連邦財政  連邦財政  貿易収支  貿妄訓ぇ支  消蛍着物価  失業率  

上昇率（％）  収支（10憶ドル）  収支／GNP惰）  （10億ドル）  ／GNP（％）  上昇率（％）  （％）   

1980  －0．2  －61．3  2．2   －25．5  0．9   13．5   7．0   

1981  1．9  －63．8  2．1・  －28．0  0．9   10．4   7．5   

1982  －2．5  －145．9  4．6   －36．4  1．1   6．1   9．5   

1983  3．6  －176．0  5．2   －67．1  2，0   3．2   9．5   

1984  6．8  －169．6  4．5  －112．5  3．0   4．3   7．4   

1985  3．0  －196．0  4．9  －122．1  3．0   3．6   7．1   

（出所）Eco，Rep．ofthePresi．，1988「P．251，341，364，318，284．  

吾
 
 

の
大
規
模
需
要
が
追
加
創
出
さ
れ
て
、
経
済
過
程
に
投
入
さ
れ
、
経
済
拡
大
の
推
進
 
 

軸
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
同
追
加
需
要
の
投
入
に
対
応
・
追
随
し
て
ア
メ
リ
カ
の
 
 

商
品
輸
入
が
激
増
し
、
貿
易
収
支
の
赤
字
幅
は
、
八
〇
－
八
五
年
間
に
二
五
五
億
ド
 
 

ル
か
ら
一
二
ニ
ー
億
ド
ル
へ
甲
八
倍
、
貿
易
赤
字
の
対
G
N
P
比
率
も
同
じ
く
〇
・
 
 

九
％
か
ら
三
・
〇
％
へ
急
上
昇
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
巨
額
な
財
政
収
支
と
貿
鼠
収
 
 

支
の
「
双
子
の
赤
字
」
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
実
質
G
N
P
成
長
率
 
 

は
八
三
－
八
五
年
に
三
・
〇
～
六
・
八
％
、
年
平
均
四
・
五
％
に
達
し
、
サ
ー
ビ
ス
 
 

部
門
中
心
に
七
八
五
万
八
の
民
間
雇
用
が
創
出
さ
れ
（
八
〇
－
八
五
年
間
の
民
間
雇
 
 

用
増
加
数
）
か
つ
輸
入
供
給
増
加
に
よ
る
供
給
下
支
え
が
あ
っ
て
摘
薯
者
物
価
上
昇
 
 

年
率
は
八
三
－
八
五
年
間
に
三
・
二
～
四
・
三
％
の
範
囲
内
に
抑
え
込
ま
れ
て
い
る
。
 
 

巨
額
な
財
政
と
貿
易
の
「
双
子
の
赤
字
」
は
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
イ
ン
フ
レ
な
 
 

き
経
済
成
長
実
現
の
テ
コ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
「
双
子
の
赤
字
」
 
 

が
通
常
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
致
命
的
な
「
大
失
政
」
で
 
 

1
ア
メ
リ
カ
経
済
に
回
復
不
能
な
重
傷
を
負
わ
せ
た
」
も
の
（
飯
田
経
未
他
『
経
済
学
 
 

入
門
』
、
有
斐
閣
新
書
、
一
九
七
人
年
、
四
囲
、
四
三
重
と
か
、
あ
る
い
は
「
レ
ー
 
 

ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
功
罪
」
の
う
ち
の
「
罪
」
の
部
分
（
土
志
田
統
一
）
 
に
あ
た
る
と
 
 

い
う
の
も
過
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 



く
り
返
し
に
な
る
が
、
右
の
よ
う
な
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
と
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
イ
ン
フ
レ
な
き
好
況
が
、
フ
ロ
ー
ト
制
と
ド
ル
の
フ
ロ
 
 

ー
ト
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
対
外
的
に
支
、
そ
ゎ
れ
て
い
た
こ
と
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
ま
と
め
て
再
論
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

第
一
に
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
フ
ロ
ー
ト
制
に
も
と
づ
き
ド
ル
を
フ
ロ
ー
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
、
ド
ル
高
を
作
り
だ
し
た
が
、
そ
の
ド
 
 

ル
高
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
商
品
輸
入
の
急
増
＝
輸
入
供
給
の
拡
大
と
輸
入
物
価
の
引
下
げ
を
導
い
た
。
ド
ル
高
が
な
け
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
輸
 
 

（
【
‖
－
 
 

入
の
急
増
と
国
内
物
価
引
下
げ
が
あ
り
え
な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
ア
メ
リ
カ
外
部
の
生
産
力
を
、
 
 

ア
メ
リ
カ
国
内
供
給
力
の
補
強
・
補
完
物
と
し
て
動
員
・
利
用
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
り
、
国
内
物
価
引
下
げ
の
決
定
的
手
段
と
し
て
機
 
 

能
し
た
の
で
あ
っ
た
。
七
〇
年
代
の
石
油
危
機
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
外
部
に
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
を
上
回
る
日
本
の
M
E
生
産
力
や
N
I
E
 
 

S
工
業
力
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
優
越
し
た
生
産
力
に
よ
っ
て
直
接
・
間
接
圧
迫
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
の
国
内
産
業
は
空
洞
化
・
衰
退
し
、
 
 

相
対
的
な
国
内
生
産
力
・
供
給
力
不
足
状
況
が
生
じ
た
。
そ
う
し
た
国
内
外
の
生
産
力
的
条
件
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
外
部
の
生
産
力
を
 
 

取
込
み
利
用
し
て
、
自
国
の
内
需
主
導
型
経
済
成
長
と
雇
用
拡
大
を
成
立
さ
せ
る
方
法
が
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
フ
ロ
ー
ト
制
利
用
の
ド
 
 

ル
高
政
策
で
あ
り
、
そ
れ
が
七
〇
年
末
に
逢
着
し
た
総
需
要
管
理
政
策
の
行
詰
り
を
打
破
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
拡
大
に
 
 

よ
る
経
済
成
長
政
策
を
続
行
し
う
る
方
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
七
〇
年
代
に
は
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
り
、
有
勢
な
外
部
生
産
 
 

力
か
ら
の
国
内
市
場
の
遮
断
・
保
護
が
図
ら
れ
た
の
が
、
こ
こ
で
は
一
転
し
て
外
部
生
産
力
の
動
員
・
取
込
み
に
向
い
、
そ
の
た
め
に
為
 
 

替
政
策
が
切
替
え
ら
れ
て
い
る
と
い
い
う
る
。
七
〇
年
代
の
ド
ル
安
傾
向
放
任
と
は
反
対
に
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
、
八
五
年
央
ま
で
ド
ル
 
 

高
傾
向
を
〓
貰
し
て
維
持
し
、
E
C
諸
国
等
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
高
金
利
・
ド
ル
高
が
国
際
的
不
況
圧
力
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
す
る
強
 
 

い
国
際
非
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
強
い
ド
ル
」
は
「
強
い
ア
メ
リ
カ
」
の
印
で
あ
る
（
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
）
と
強
弁
し
て
、
ド
ル
高
の
「
金
 
 

利
相
場
」
を
放
任
・
維
持
し
っ
づ
け
た
理
由
で
あ
る
。
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
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至
 
 
 

㈲
 
も
ち
ろ
ん
ド
ル
高
即
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
急
増
で
は
な
い
。
ま
た
財
政
赤
字
を
通
ず
る
需
要
拡
大
が
直
ち
に
輸
入
拡
大
・
貿
易
赤
字
 
 

の
膨
張
に
つ
な
が
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
の
外
部
に
、
同
国
産
業
の
そ
れ
を
上
回
る
水
準
の
日
本
の
M
E
生
産
力
や
 
 

ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
の
在
外
上
場
及
び
N
I
E
S
エ
業
力
が
あ
り
、
か
つ
ア
メ
リ
カ
国
内
産
其
の
相
対
的
な
供
給
力
不
払
化
と
い
う
 
 

生
産
力
的
条
件
が
あ
っ
た
ー
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
国
内
産
業
の
絶
対
的
な
生
産
能
力
の
欠
乏
で
は
な
く
て
、
国
内
産
業
が
固
際
抗
争
力
 
 

を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
－
。
そ
の
と
き
に
、
ド
ル
高
条
件
や
追
加
的
大
規
模
需
要
投
入
が
与
え
ら
れ
た
か
ら
、
 
 

ド
ル
高
等
の
安
岡
が
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
急
増
や
貿
易
赤
字
の
巨
大
化
に
結
び
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
商
務
省
は
、
積
極
的
な
「
マ
ク
ロ
経
済
政
策
」
に
も
と
づ
く
同
国
の
「
他
諸
国
よ
り
急
速
な
経
済
成
長
」
に
よ
る
輸
入
急
 
 

増
お
よ
び
「
過
度
な
ド
ル
高
」
、
そ
の
他
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
等
重
累
積
債
務
途
上
国
の
抽
入
削
減
措
置
を
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
増
加
・
 
 

貿
易
赤
字
膨
張
の
主
因
と
し
て
あ
げ
（
U
．
S
一
D
e
早
O
f
C
O
ヨ
m
．
ヒ
．
S
．
T
r
a
d
e
P
e
r
f
O
r
m
a
n
C
e
i
n
－
諾
∽
a
n
d
O
邑
0
0
k
態
芦
p
p
・
霊
・
 
 

呈
、
G
・
F
・
バ
ー
グ
ス
テ
ン
、
1
■
サ
ッ
ク
ス
、
S
・
マ
リ
ス
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
モ
デ
ル
・
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
き
、
 
 

同
様
に
米
ロ
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
相
違
に
よ
る
経
済
成
長
率
格
差
、
ド
ル
の
為
替
レ
ー
ト
の
過
大
評
価
、
日
本
誓
明
白
な
保
護
」
・
「
目
 
 

に
見
え
な
い
保
磯
」
と
い
っ
た
輸
入
障
壁
に
、
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
拡
大
の
主
要
閣
を
求
め
て
い
る
（
C
・
F
・
B
e
r
g
s
t
2
n
a
n
d
W
・
R
・
 
 

C
－
i
n
e
一
T
h
e
U
．
S
J
a
p
a
n
E
c
O
n
O
m
i
c
P
r
O
b
－
e
m
怒
声
S
．
M
a
r
r
i
s
b
e
許
i
t
s
a
ロ
d
D
O
亡
a
ユ
岳
節
な
ど
参
照
）
。
そ
れ
ら
諸
説
で
は
、
 
 

マ
ク
ロ
経
済
政
策
等
以
外
の
、
そ
の
背
景
に
あ
る
八
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
国
内
外
の
生
産
力
的
条
件
と
い
っ
た
肝
心
の
要
因
が
 
 

全
く
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

じ
じ
っ
五
〇
－
六
〇
年
代
の
ば
あ
い
の
ア
メ
リ
カ
は
、
同
国
産
業
が
二
足
の
生
産
力
的
余
裕
と
強
い
国
際
競
争
力
を
も
っ
て
い
た
か
 
 

ず
、
年
間
鵬
○
億
ド
ル
か
ら
六
八
ド
 

ら
、
恒
常
的
な
財
政
赤
字
＝
需
要
 の
追
加
投
入
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
億
ル
に
の
ぼ
る
恒
常
的
 
 
 



な
貿
易
収
支
の
黒
字
を
記
録
し
て
い
た
。
ま
た
、
七
〇
年
代
お
よ
び
八
〇
年
代
後
半
期
の
‖
本
の
ば
あ
い
に
は
、
円
レ
ー
ト
の
急
激
な
 
 

上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
却
っ
て
貿
易
黒
字
幅
の
拡
大
傾
向
が
み
ら
れ
、
円
高
と
貿
易
黒
字
増
加
傾
向
が
併
存
し
て
い
た
。
い
つ
の
ば
 
 

あ
い
も
為
替
レ
ー
ト
の
上
昇
が
た
だ
ち
に
当
該
国
の
輸
入
急
増
・
貿
易
赤
字
拡
大
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
 
 

そ
の
ほ
か
竹
中
平
蔵
、
原
田
和
明
氏
な
ど
は
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
急
増
・
貿
易
赤
字
膨
張
の
要
因
と
し
て
、
「
財
政
赤
字
拡
大
」
「
ド
 
 

ル
・
レ
ー
ト
の
上
昇
」
要
因
以
外
に
、
た
し
か
に
 
「
日
米
両
国
間
に
お
け
る
産
業
競
争
力
の
格
差
」
、
「
ア
メ
リ
カ
輸
入
の
所
得
弾
性
値
」
 
 
 

の
高
さ
（
竹
中
平
蔵
『
日
米
摩
擦
の
経
済
学
』
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
、
三
三
－
三
九
頁
）
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
工
業
の
「
産
 
 
 

業
空
洞
化
と
輸
入
依
存
体
質
定
着
」
、
「
国
際
競
争
力
…
…
低
下
」
、
ア
メ
リ
カ
農
業
の
 
「
競
争
力
低
下
」
 
（
原
田
和
明
 
『
ブ
ッ
シ
ュ
の
米
 
 
 

国
経
済
』
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
、
一
一
二
－
一
五
頁
）
、
ア
メ
リ
カ
大
企
業
の
「
海
外
調
達
政
策
」
の
強
化
、
「
日
本
の
産
 
 
 

業
の
競
争
力
」
の
強
さ
（
橋
本
輝
彦
他
『
8
0
年
代
日
本
の
危
機
の
構
造
上
』
、
法
律
文
化
社
、
一
九
八
八
年
、
一
六
二
1
六
三
、
一
五
八
 
 

貫
）
 
な
ど
の
諸
条
件
を
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
 
「
国
際
競
争
力
低
下
L
等
の
要
因
が
、
た
ん
に
 
「
ド
ル
・
レ
ー
 
 
 

ト
の
上
昇
」
等
と
並
列
・
羅
列
さ
れ
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
か
、
な
い
し
は
せ
い
ぜ
い
 
「
ア
メ
リ
カ
貿
易
収
支
赤
字
の
五
 
 
 

七
・
〇
％
は
、
ア
メ
リ
カ
自
身
の
財
政
赤
字
拡
大
に
よ
っ
て
説
明
で
き
…
…
こ
れ
に
日
本
の
財
政
赤
字
削
減
を
考
慮
」
す
れ
ば
「
六
〇
・
 
 
 

一
％
」
、
残
余
の
 
「
貿
易
の
赤
字
の
三
二
・
〇
％
」
は
 
「
ア
メ
リ
カ
輸
入
の
所
得
弾
性
値
が
高
く
、
日
本
の
そ
れ
が
低
い
こ
と
に
よ
っ
て
 
 

…
…
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
」
 
（
竹
中
平
蔵
、
前
掲
、
三
八
－
⊥
ニ
九
頁
）
な
ど
と
い
う
よ
う
に
重
要
度
の
ウ
ェ
イ
ト
付
け
さ
れ
る
程
度
に
と
 
 
 

ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

第
二
に
、
フ
ロ
ー
ト
制
と
ド
ル
高
は
、
同
時
に
外
国
民
間
資
本
の
対
米
流
入
＝
ア
メ
リ
カ
資
本
収
支
勘
定
の
黒
字
を
保
障
す
る
枠
組
み
 
 

と
し
て
機
能
し
た
。
ま
ず
、
①
I
M
F
固
定
レ
ー
ト
制
下
で
は
国
際
資
本
移
動
が
事
実
上
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い
た
の
と
は
異
り
、
フ
ロ
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
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喜
 
 

一
パ
ニ
 
 

ー
ト
制
は
国
際
的
資
本
取
引
こ
草
本
移
動
の
自
由
化
を
可
能
に
し
か
つ
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
先
進
各
国
に
要
請
し
た
。
紙
フ
ロ
ー
 
 
 

ト
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
七
四
年
一
月
の
銀
行
対
外
投
資
規
制
・
金
利
平
衡
税
・
対
外
直
接
投
資
規
制
の
撤
廃
を
 
 
 

皮
切
り
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
移
動
制
限
緩
和
 
（
七
七
、
七
八
年
）
・
為
替
管
理
全
廃
 
（
七
九
年
）
、
日
本
の
外
為
法
改
正
 
（
＝
対
外
資
本
 
 

取
引
の
原
則
自
由
化
、
八
〇
年
）
な
ど
次
々
と
資
本
取
引
の
自
由
化
措
置
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
八
〇
年
代
初
め
に
は
世
界
的
規
模
の
国
 
 

際
資
本
移
動
の
自
由
化
体
制
が
実
現
し
て
い
る
（
く
わ
し
く
は
経
企
庁
『
世
界
経
済
白
書
昭
和
六
三
年
版
』
、
二
九
一
－
九
三
頁
、
須
田
菜
 
 
 

矢
子
他
『
現
代
国
際
金
融
論
』
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
三
午
、
三
四
三
賞
参
照
）
。
②
フ
ロ
ー
ト
制
は
、
固
定
レ
ー
ト
制
下
に
お
け
 
 
 

る
固
定
レ
ー
ト
維
持
の
た
め
の
金
融
政
策
に
た
い
す
る
き
つ
い
絢
東
－
団
際
収
支
が
黒
字
の
と
き
に
は
ド
ル
外
貨
の
無
制
限
買
上
げ
＝
国
 
 
 

内
通
貨
増
発
 
（
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
増
加
）
 
が
、
赤
字
の
と
き
に
は
景
気
や
物
価
の
 
「
国
内
調
盤
」
 
の
た
め
に
金
融
引
締
め
が
制
度
的
に
 
 
 

強
制
さ
れ
る
ー
を
解
除
し
、
か
つ
国
際
収
支
の
調
婁
を
為
替
レ
ー
ト
の
変
軌
へ
任
ね
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
比
較
的
 

自
由
な
 
 

金
融
・
金
利
操
作
政
策
を
制
度
的
に
可
能
に
す
る
。
「
変
動
相
場
制
と
国
際
資
本
移
軌
が
自
由
な
経
済
の
下
で
…
…
金
融
政
策
の
有
効
性
は
 
 

増
大
す
る
」
、
「
固
定
相
場
制
で
国
際
資
本
移
軌
が
制
約
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
…
…
金
融
政
策
は
経
常
収
支
か
ら
独
立
に
運
営
す
る
こ
と
 
 
 

が
で
き
」
な
い
 
（
川
石
田
規
久
男
『
国
際
金
融
人
門
』
、
岩
波
新
書
、
一
九
九
五
年
、
一
五
四
衷
）
。
し
た
が
っ
て
フ
ロ
ー
ト
制
下
で
は
、
金
 
 

融
・
金
利
政
策
に
よ
っ
て
資
本
流
出
入
の
一
定
の
操
作
が
可
能
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
③
し
か
も
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
、
ド
ル
為
 
 

替
の
先
高
予
想
を
呼
び
外
国
資
本
の
対
米
流
人
を
よ
り
い
っ
そ
う
加
速
化
し
う
る
条
件
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
世
界
的
規
模
の
国
際
資
本
 
 
 

収
引
の
自
由
化
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
高
金
利
政
策
と
内
外
金
利
差
の
拡
大
さ
ら
に
持
続
的
な
ド
ル
高
傾
向
に
促
さ
れ
て
、
八
〇
 
 

年
代
に
は
外
国
民
間
資
本
が
大
量
に
対
米
流
入
し
た
。
外
国
民
間
資
本
の
対
米
流
入
額
は
八
〇
年
に
四
二
六
億
ド
ル
で
あ
っ
た
の
が
傾
向
 
 
 

的
に
増
大
し
て
八
五
年
に
は
一
三
二
一
億
ド
ル
に
達
し
、
流
入
額
か
ら
流
出
額
を
差
引
い
た
純
流
入
額
は
八
〇
年
の
H
三
一
一
億
ド
ル
（
流
 
 
 



出
）
 
が
八
三
平
に
は
二
四
八
倍
ド
ル
、
八
五
年
一
〇
四
七
億
ド
ル
へ
激
増
し
、
八
三
年
以
降
ア
メ
リ
カ
は
外
国
資
本
の
世
界
最
大
の
輸
入
 
 
 

国
に
転
化
し
て
い
る
 
（
S
一
C
．
B
一
一
J
u
n
e
－
諾
N
も
p
．
詔
・
遥
よ
り
算
出
）
。
 
 
 

㈲
 
た
と
え
ば
飯
野
敏
夫
「
I
M
F
体
制
と
変
動
相
場
制
上
」
 
（
『
状
況
と
主
体
』
一
九
九
五
年
一
二
月
号
）
、
八
四
－
八
五
頁
を
参
照
。
 
 
 

先
に
み
た
八
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
商
品
輸
入
の
拡
大
に
は
、
盾
の
反
面
が
あ
っ
た
。
商
品
輸
入
・
貿
易
収
支
の
赤
字
は
当
然
 
 

な
が
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
収
支
赤
字
は
八
二
1
八
五
年
間
に
年
平
均
八
拘
五
・
 
 
 

六
億
ド
ル
に
の
ぼ
っ
た
が
、
同
赤
字
に
対
応
し
た
の
が
外
国
民
間
資
本
の
輸
入
拡
大
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
民
間
資
本
収
支
黒
字
は
同
 
 

期
間
に
年
平
均
七
四
〇
・
五
億
ド
ル
に
達
し
 
（
誤
差
脱
漏
を
含
む
）
、
前
者
の
八
七
・
六
％
に
相
当
し
て
い
る
 
（
i
b
i
d
一
｝
p
p
．
詔
1
遥
よ
り
算
 
 

出
）
。
八
〇
年
代
前
半
期
に
は
外
国
民
間
部
門
資
本
の
流
人
が
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
・
経
常
収
支
赤
字
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
 
 

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
反
対
に
貿
易
収
支
の
黒
字
が
資
本
収
支
の
赤
字
を
賄
っ
て
い
た
五
〇
－
六
〇
年
代
の
ば
あ
い
や
外
国
公
 
 

的
部
門
資
本
の
流
入
で
貿
易
赤
字
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
て
い
た
七
〇
年
代
の
ば
あ
い
と
も
全
く
興
る
国
際
収
支
構
造
で
あ
っ
た
。
そ
こ
 
 

で
は
ア
メ
リ
カ
の
外
国
民
間
資
本
の
大
量
輸
入
の
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
商
品
輸
入
の
増
加
が
あ
り
え
ず
－
ド
ル
残
高
に
よ
 
 

る
対
外
支
払
い
に
は
狭
い
限
界
が
あ
り
、
ま
た
外
国
公
的
部
門
資
本
の
対
米
流
入
依
存
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
も
す
で
に
七
〇
年
代
末
時
点
で
 
 

限
度
に
達
し
て
い
た
－
、
商
品
輸
入
供
給
増
加
の
下
支
え
が
な
け
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
な
き
経
済
拡
大
と
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
高
托
的
経
 
 

済
成
長
政
策
も
成
立
ち
が
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
外
国
で
貯
蓄
さ
れ
た
ド
ル
」
 
の
対
米
流
入
「
な
し
で
は
、
米
国
が
や
っ
て
い
け
な
 
 

い
」
。
「
外
国
人
が
、
製
品
の
ほ
と
ん
ど
と
、
資
本
の
全
部
を
供
給
す
る
と
い
う
こ
と
」
が
、
八
〇
年
代
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
 
「
本
当
の
 
 

意
味
」
 
（
P
・
G
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
 
「
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
六
年
間
の
功
罪
を
問
う
」
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
八
八
年
一
月
五
日
号
、
六
 
 

四
貫
）
 
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
は
フ
ロ
ー
ト
制
と
大
量
の
外
国
資
本
の
輸
入
に
依
存
し
た
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 

五  
五   



芙
 
 
 

政
策
体
系
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
国
際
資
本
の
流
入
・
移
動
と
い
う
国
際
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
同
国
経
済
の
一
環
に
 
 

組
込
み
、
大
量
の
外
国
民
間
資
本
の
吸
収
・
輸
入
の
上
に
成
立
っ
て
い
た
点
に
、
八
〇
年
代
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
内
需
主
導
型
経
済
の
 
 

特
典
な
性
格
が
あ
っ
た
。
八
〇
年
代
特
有
の
国
際
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
レ
ー
ガ
ン
経
済
体
制
の
対
外
的
橘
粁
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
戦
後
資
本
主
義
他
界
に
お
け
る
国
際
金
融
の
態
様
な
い
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
抑
移
を
、
一
九
五
〇
年
代
に
さ
か
の
ぼ
 
 

っ
て
一
九
五
〇
－
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
の
三
脚
に
大
別
し
て
、
立
入
っ
て
み
て
み
ょ
う
。
 
 

2
 
国
際
金
融
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 
 

一
九
五
〇
I
六
〇
年
代
 
五
〇
－
六
〇
年
代
に
は
、
戦
前
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
非
商
業
的
金
融
項
H
が
新
規
に
登
場
し
、
 
 

ア
メ
リ
カ
の
非
商
業
的
政
府
関
係
支
出
（
政
府
対
外
授
肋
・
海
外
軍
事
支
出
な
ど
）
－
発
展
途
上
国
へ
の
資
金
移
動
が
、
国
際
資
金
フ
ロ
 
 

ー
の
主
流
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
国
際
金
融
上
の
最
大
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
六
〇
年
代
前
半
期
（
六
〇
－
六
四
年
間
の
年
平
均
の
 
 

数
値
）
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
貿
易
黒
字
五
四
・
三
倍
ド
ル
を
基
礎
に
し
て
、
政
府
対
外
援
助
（
贈
与
・
借
款
）
三
一
・
四
億
ド
ル
、
 
 

海
外
軍
事
支
出
三
〇
・
一
億
ド
ル
、
そ
の
他
政
府
サ
ー
ビ
ス
収
支
・
政
府
年
金
移
転
等
を
含
め
合
計
五
六
・
八
億
ド
ル
 
（
海
外
政
府
資
産
 
 

収
益
及
び
海
外
軍
事
用
品
販
売
等
は
受
取
感
過
）
を
非
商
業
ル
ー
ト
を
通
し
て
対
外
散
布
し
、
他
方
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
（
日
本
・
 
 

オ
セ
ア
ニ
ア
・
南
ア
を
除
く
）
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
対
外
援
助
・
海
外
軍
事
支
出
等
と
し
て
二
八
・
四
億
ド
ル
を
受
領
し
、
そ
れ
を
 
 

対
米
貿
易
赤
字
〓
三
・
二
億
ド
ル
）
 
お
よ
び
対
西
欧
・
対
日
貿
易
赤
字
等
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
充
当
し
て
い
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
 
 

ば
あ
い
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
供
与
資
金
受
領
等
に
よ
る
対
米
国
際
収
支
黒
字
四
・
七
億
ド
ル
を
も
っ
て
、
対
西
欧
等
の
 
 

非
米
国
際
収
支
赤
字
三
・
一
億
ド
ル
を
補
填
し
て
い
る
。
そ
し
て
西
欧
や
日
本
等
非
米
先
進
国
は
、
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
政
押
の
対
途
上
 
 

国
資
金
散
布
に
間
接
的
に
依
存
し
て
、
対
ア
ジ
ア
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
等
途
上
諸
国
向
け
に
愉
削
拡
大
し
、
途
上
国
経
由
で
ド
ル
を
吸
収
 
 
 



（
T
こ
 
 

し
て
い
る
。
「
西
欧
大
陸
諸
国
は
」
ア
メ
リ
カ
と
の
直
接
取
引
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
第
三
地
域
と
の
貿
易
拡
大
等
の
取
引
を
通
し
て
、
「
六
 
 

〇
年
代
前
半
に
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
低
開
発
諸
国
…
…
か
ら
巨
楯
の
金
・
ド
ル
を
取
得
し
、
六
〇
～
七
〇
年
 
 

に
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
低
開
発
諸
国
…
…
か
ら
巨
額
の
金
・
ド
ル
を
取
得
し
た
」
 
（
楊
井
克
己
他
編
『
現
代
牡
界
経
済
論
』
、
東
大
 
 

｛
・
H
こ
 
 

出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
二
八
九
－
九
〇
頁
）
 
の
で
あ
り
、
日
本
も
、
主
に
対
ア
ジ
ア
出
走
経
由
で
原
料
輸
入
代
金
支
払
い
分
を
上
回
っ
 
 
 

て
、
二
・
八
億
ド
ル
の
金
・
ド
ル
を
穫
得
し
て
い
る
。
 
 
 

の
 
た
だ
し
、
第
二
次
大
戦
直
後
－
五
〇
年
代
央
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
肋
等
対
外
政
府
資
金
支
出
の
う
ち
の
大
部
分
は
対
西
 
 
 

欧
向
け
に
集
中
・
振
り
向
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
期
間
に
は
ア
メ
リ
カ
政
府
対
外
支
出
↓
西
欧
↓
対
西
欧
出
超
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
 
 
 

ド
ル
の
直
接
的
還
流
の
サ
イ
ク
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
 
 

五
〇
年
代
末
以
降
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
政
府
資
金
対
外
支
出
先
が
途
上
諸
国
中
心
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
ア
メ
 
 
 

リ
カ
政
府
資
金
支
出
↓
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
途
上
諸
国
1
西
欧
・
日
本
へ
の
ド
ル
流
入
の
マ
ネ
ー
フ
ロ
ー
が
形
成
 
 

さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

㈱
 
西
欧
大
陸
諸
国
の
対
米
国
際
収
支
は
、
一
〇
億
ド
ル
の
赤
字
（
貿
易
収
支
二
五
億
ド
ル
の
赤
字
、
政
府
勘
定
九
億
ド
ル
の
黒
字
、
 
 
 

民
間
資
本
収
支
九
億
ド
ル
黒
字
、
そ
の
他
誤
差
脱
漏
な
ど
）
 
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
対
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
等
第
三
地
域
国
際
収
 
 

支
は
一
一
三
億
ド
ル
の
黒
字
で
、
西
欧
大
陸
諸
国
は
第
三
地
域
取
引
を
通
し
て
一
〇
二
億
ド
ル
の
金
・
ド
ル
を
取
得
し
て
い
る
 
二
ハ
○
 
 
 

－
六
四
年
平
均
）
。
以
上
統
計
数
値
は
、
S
．
C
．
B
．
J
u
n
e
｝
－
笥
○
も
p
．
〕
干
∽
ひ
－
畠
ふ
∽
｝
楊
井
克
己
他
編
、
前
掲
、
二
六
六
、
二
八
〇
、
二
八
八
 
 

東
ほ
か
参
照
）
。
 
 
 

第
二
次
大
戦
後
五
〇
－
六
〇
年
代
の
国
際
金
融
の
特
徴
は
何
と
い
っ
て
も
、
戦
前
に
は
「
資
本
の
流
れ
は
…
…
ほ
と
ん
ど
民
間
資
金
だ
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 
 



笑
 
 
 

っ
た
が
、
戦
後
は
公
的
接
肋
が
国
際
金
融
の
重
要
な
部
分
と
な
っ
た
」
点
に
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
直
後
の
「
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
が
 
 

大
成
功
し
た
こ
と
、
東
西
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が
激
化
し
た
こ
と
、
開
発
途
上
国
の
窮
状
が
し
だ
い
に
認
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
 
 

え
て
、
一
九
五
〇
年
代
に
多
額
の
一
国
に
よ
る
公
的
授
肋
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
打
ち
立
て
ら
れ
」
た
。
五
〇
年
代
後
半
～
六
〇
年
代
に
は
、
ア
 
 

メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
「
先
進
国
は
低
開
発
国
に
贈
与
や
低
利
融
資
を
行
」
い
（
R
．
G
．
G
i
官
n
一
l
r
．
↓
h
e
P
O
賢
i
c
a
l
E
n
O
コ
○
ヨ
y
C
〓
コ
t
e
r
n
a
・
 
 

t
i
O
n
巴
R
e
－
a
t
i
O
n
S
恵
彗
睦
藤
誠
三
郎
他
監
訳
『
世
界
シ
ス
テ
ム
の
政
治
経
済
学
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
〇
牛
、
三
一
九
、
三
二
 
 

〇
頁
）
、
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
中
心
の
対
途
上
諸
国
へ
の
政
泊
的
な
反
共
体
制
維
持
の
た
め
の
大
過
の
資
金
散
布
を
主
軸
に
す
る
国
際
金
融
 
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
上
に
乗
っ
て
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
団
際
貿
易
が
拡
大
し
、
世
界
経
済
が
回
転
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
の
ば
あ
い
ア
メ
リ
カ
政
府
の
対
外
資
金
散
布
は
、
同
国
の
間
接
的
な
輸
入
の
た
め
の
資
金
支
出
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

資
金
供
与
を
受
け
た
途
上
諸
国
が
、
同
授
肋
資
金
等
を
商
品
輸
入
の
た
め
に
位
朋
し
、
ア
メ
リ
カ
に
代
っ
て
輸
入
購
買
力
に
振
り
向
け
た
 
 

か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
政
府
関
係
対
外
支
H
が
同
国
の
貿
易
黒
字
額
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
 
（
五
〇
－
六
九
年
 
 

平
均
で
、
前
者
が
五
七
・
五
倍
ド
ル
、
後
者
が
三
五
ニ
ー
倍
ド
ル
、
S
．
C
．
B
．
－
J
u
n
e
－
笥
○
も
p
．
〕
テ
∽
∽
も
N
・
畠
よ
り
算
出
）
、
前
者
を
間
接
的
輸
 
 

入
資
金
と
し
て
勘
案
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
じ
じ
つ
上
の
輸
入
超
過
国
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
五
〇
－
六
〇
年
代
 
 

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
も
、
軍
事
財
政
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
基
軸
と
す
る
内
需
主
導
型
経
済
で
あ
り
、
内
需
拡
大
－
輸
入
拡
大
型
経
済
大
国
 
 

と
し
て
世
界
経
済
全
体
を
主
導
し
て
い
た
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

な
お
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
の
民
間
部
門
か
ら
資
本
が
海
外
流
出
し
て
い
る
が
、
民
間
資
本
の
対
外
流
出
高
は
政
府
関
係
対
外
支
出
高
に
 
 

比
べ
て
は
る
か
に
小
さ
い
。
政
府
対
外
支
出
の
五
〇
年
代
年
平
均
四
八
・
七
億
ド
ル
、
六
〇
年
代
年
平
均
六
六
ニ
ー
億
ド
ル
に
た
い
し
て
、
 
 

爪
9
】
 
 

民
間
資
本
輸
出
は
そ
れ
ぞ
れ
一
五
二
二
億
ド
ル
、
三
二
・
一
億
ド
ル
で
、
前
者
の
三
一
・
四
％
、
四
八
・
五
％
相
当
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
 
 
 



（
い
ず
れ
も
純
高
、
s
．
c
一
B
こ
i
b
i
d
．
｝
よ
り
算
出
）
。
 
 

㈱
 
以
上
、
楊
井
克
己
他
編
、
前
掲
、
第
五
黄
、
榎
本
正
敏
「
ド
ル
危
機
」
 
（
『
東
数
人
社
会
科
学
論
集
』
第
一
五
巻
、
一
九
六
八
年
「
 
 

長
幸
男
他
『
円
の
将
来
』
 
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
〇
年
）
、
第
二
章
な
ど
参
照
。
 
 
 

l
九
七
〇
年
代
 
七
〇
年
代
の
国
際
金
融
の
特
徴
は
、
何
と
い
っ
て
も
石
油
産
出
何
が
世
界
最
大
の
資
本
輸
出
国
と
な
っ
て
台
頭
し
た
 
 
 

こ
と
と
、
そ
の
オ
イ
ル
ダ
ラ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
国
際
資
金
フ
ロ
ー
の
主
流
に
な
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
O
P
E
C
等
産
 
 
 

油
国
に
よ
る
膨
大
な
石
油
収
入
の
獲
得
と
同
石
油
収
入
資
金
の
ユ
ー
ロ
銀
行
 
（
国
際
銀
行
業
機
関
）
 
な
ど
へ
の
預
け
入
れ
↓
米
・
欧
・
ユ
 
 
 

ー
ロ
銀
行
等
民
間
銀
行
に
よ
る
 
「
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
方
式
」
 
（
ド
ル
建
て
、
変
動
金
利
で
の
複
数
銀
行
に
よ
る
国
際
協
調
融
資
）
 
に
 
 
 

も
と
づ
く
対
非
産
油
途
上
諸
国
へ
の
中
長
期
融
資
1
非
産
油
途
上
国
に
よ
る
先
進
国
か
ら
の
工
業
製
品
輸
入
の
拡
大
↓
先
進
国
の
石
油
支
 
 

払
い
代
金
の
取
得
と
い
う
資
金
還
流
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。
七
〇
年
代
に
お
け
る
O
P
E
C
諸
国
の
石
油
収
入
は
二
二
六
五
倍
ド
ル
 
（
七
三
 
 
 

～
七
九
牛
の
経
常
収
支
黒
字
の
累
計
）
、
ユ
ー
ロ
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
供
与
額
は
一
九
〇
〇
億
ド
ル
 
（
七
三
～
七
八
年
の
累
計
）
 
に
の
 
 

ぼ
り
、
他
方
非
産
油
途
上
国
全
体
の
受
入
れ
資
金
は
一
七
二
〇
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
（
七
四
～
七
八
草
累
計
）
。
非
産
油
途
上
国
受
入
資
 
 

金
の
内
訳
は
、
公
的
援
助
が
全
体
の
三
〇
・
二
％
、
外
国
民
間
の
対
外
直
接
投
資
及
び
外
債
・
国
際
憤
が
一
八
・
〇
％
、
B
I
S
報
告
民
 
 

間
銀
行
融
資
由
九
・
四
％
、
I
M
F
借
入
二
二
二
％
を
そ
れ
ぞ
れ
し
め
、
米
・
欧
多
国
籍
銀
行
か
ら
の
借
入
が
約
半
分
の
最
大
シ
ェ
ア
を
 
 

し
め
て
い
る
。
さ
ら
に
同
受
入
資
金
に
も
と
づ
く
非
産
油
途
上
国
の
輸
入
高
は
、
七
四
－
七
九
年
間
に
一
三
一
〇
憶
ド
ル
か
ら
二
三
六
五
 
 
 

億
ド
ル
へ
約
二
倍
増
加
し
、
非
産
油
途
上
国
の
同
期
間
の
経
常
収
支
赤
字
累
計
高
は
一
九
三
五
億
ド
ル
に
の
ぼ
っ
て
い
る
（
加
榛
隆
司
『
国
 
 
 

際
金
融
政
策
の
展
開
』
、
財
務
出
版
、
一
九
八
三
年
、
二
八
六
－
九
八
東
ほ
か
参
照
）
。
 
 
 

こ
う
し
て
石
油
価
格
の
突
然
の
二
学
的
値
上
り
（
七
三
年
〓
パ
の
∴
バ
レ
ル
＝
二
・
五
九
ド
ル
が
七
g
年
二
日
に
は
“
バ
レ
ル
＝
叫
 
∵
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
 
（
Ⅳ
）
 
 
 



六
〇
 
 
 

六
五
ド
ル
へ
凹
・
五
倍
上
昇
、
中
東
原
油
公
式
販
売
価
格
）
に
よ
っ
て
、
産
油
国
は
膨
大
な
貿
易
収
支
黒
字
を
形
成
し
、
「
主
と
し
て
ロ
ー
・
 
 

ア
ブ
ゾ
ー
バ
ー
の
諸
国
で
生
じ
た
」
石
油
収
入
の
「
余
剰
分
は
、
欧
米
の
銀
行
・
金
融
市
場
に
さ
ま
ざ
ま
な
投
資
形
態
で
大
量
に
流
入
し
 
 

た
」
。
そ
の
「
流
入
し
た
オ
イ
ル
・
マ
ネ
ー
は
、
石
油
輸
出
国
以
外
の
発
展
途
上
国
へ
の
大
量
貸
付
に
増
殖
の
途
を
見
出
」
し
、
そ
し
て
融
 
 

資
を
受
け
た
非
産
油
途
上
諸
国
に
よ
る
「
債
務
依
存
の
エ
業
開
発
」
に
伴
う
「
輸
入
の
膨
張
を
通
じ
て
『
先
進
国
』
に
還
流
し
た
の
で
あ
 
 

っ
た
」
（
石
見
徹
他
編
『
国
際
資
本
と
累
積
債
務
』
、
東
大
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
、
二
〇
二
京
）
。
そ
の
結
果
、
対
途
上
地
域
向
け
輸
出
拡
 
 

大
と
国
内
需
要
拡
張
政
策
で
膨
張
し
た
ア
メ
リ
カ
市
場
向
け
輸
出
拡
大
に
牽
引
さ
れ
て
、
非
米
先
進
諸
国
は
七
四
さ
七
五
年
の
節
一
次
石
 
 

油
危
機
を
比
較
的
軽
微
な
程
度
で
の
り
切
り
、
か
つ
そ
の
後
に
も
か
な
り
急
速
な
景
気
回
役
を
実
現
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
第
3
国
に
よ
 
 

れ
ば
、
産
油
国
の
貿
易
黒
字
四
四
四
・
五
億
ド
ル
が
、
輸
出
資
金
と
な
っ
て
対
外
流
出
し
（
長
・
短
純
資
本
流
出
一
八
七
・
〇
億
ド
ル
）
、
 
 

他
方
非
産
油
途
上
国
が
輸
入
資
本
と
し
て
、
長
・
短
資
本
純
流
入
二
七
八
・
二
億
ド
ル
を
受
領
し
、
日
本
は
貿
易
黒
字
九
九
・
三
億
ド
ル
 
 

に
よ
っ
て
、
西
欧
は
全
体
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
・
投
資
収
益
一
一
五
・
五
億
ド
ル
と
流
入
短
期
資
本
一
二
九
・
三
倍
ド
ル
と
で
石
油
輸
入
代
 
 

金
の
支
払
を
賄
っ
て
い
る
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
第
3
図
表
示
の
S
D
R
単
位
を
ド
ル
単
位
に
換
算
）
。
 
 
 

他
方
、
世
界
経
済
の
「
主
柱
国
」
ア
メ
リ
カ
の
七
〇
年
代
に
お
け
る
国
際
収
支
動
向
を
み
る
と
、
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
は
七
〇
年
代
に
 
 

お
い
て
も
い
ぜ
ん
と
し
て
国
際
資
本
の
出
し
手
＝
資
本
輸
出
国
で
あ
る
の
に
は
変
り
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
流
出
ル
ー
ト
は
五
〇
－
六
 
 

〇
年
代
の
政
治
的
な
政
府
間
係
対
外
支
出
か
ら
民
間
部
門
の
資
本
輸
出
中
心
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
民
間
資
本
輸
出
総
額
 
 

（
純
）
 
は
七
〇
年
代
に
は
年
平
均
一
五
〇
・
〇
億
ド
ル
に
の
ぼ
り
、
六
〇
年
代
年
平
均
二
三
・
六
億
ド
ル
を
大
幅
に
上
回
っ
て
激
増
し
て
い
 
 

る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
政
府
関
係
対
外
純
支
出
（
経
済
贈
与
・
借
款
・
軍
事
取
引
収
支
の
合
計
）
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の
「
デ
タ
ン
ト
」
 
 

の
影
響
も
あ
っ
て
七
〇
年
代
に
は
年
平
均
六
九
・
五
億
ド
ル
ヘ
、
民
間
資
本
輸
出
の
二
分
の
二
以
下
の
規
模
に
相
対
的
に
減
少
し
て
い
る
 
 
 



第3図 地域別国際収支（1976年）  

（単位：億SDR）  
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六
ニ
 
 
 

（
S
．
C
．
B
J
u
コ
e
忘
0
0
↓
も
p
．
∽
干
∽
∽
よ
り
算
出
）
。
民
間
の
資
本
愉
山
の
う
ち
七
〇
年
代
に
と
く
に
伸
び
た
の
は
米
銀
行
の
対
外
貸
付
で
あ
り
、
 
 

同
貸
付
は
民
間
資
本
輸
出
全
体
の
う
ち
の
五
八
・
九
％
の
比
例
的
シ
ェ
ア
を
し
め
、
対
外
直
接
投
資
二
八
二
％
、
外
国
証
券
投
資
六
・
 
 

三
％
な
ど
の
シ
ェ
ア
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
（
一
九
七
八
年
の
数
字
）
。
七
四
年
一
月
の
銀
行
対
外
投
融
資
規
制
の
微
塵
措
置
や
七
〇
年
 
 

代
央
の
積
極
的
金
融
綬
和
策
に
伴
な
う
国
内
低
金
利
、
産
油
国
オ
イ
ル
ダ
ラ
ー
の
一
部
米
銀
行
へ
の
流
入
な
ど
に
よ
り
、
米
銀
行
の
対
外
 
 

貸
付
の
拡
大
が
促
進
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
七
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
収
支
が
大
幅
赤
字
に
転
落
し
た
。
同
国
の
貿
易
収
 
 

支
は
五
〇
－
六
〇
年
代
に
は
恒
常
的
な
黒
字
で
あ
り
、
六
〇
年
代
に
は
年
平
均
四
〇
・
八
倍
ド
ル
の
出
超
で
あ
っ
た
の
が
、
七
一
隼
を
噴
 
 

い
に
し
て
そ
れ
以
降
恒
常
的
な
赤
字
勘
定
に
転
化
し
 
（
た
だ
し
七
三
、
七
五
年
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
不
況
に
と
も
な
う
輸
入
減
少
等
に
よ
り
 
 

若
干
の
貿
易
黒
字
）
、
七
〇
年
代
年
平
均
一
〇
三
・
八
倍
ド
ル
の
大
規
模
ホ
字
を
記
録
し
て
い
る
 
（
i
b
i
d
．
一
p
p
．
班
ふ
∽
よ
り
算
出
）
。
第
三
 
 

に
、
資
本
収
支
赤
字
に
貿
易
収
支
赤
字
が
加
わ
っ
た
結
果
、
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
赤
字
は
〓
挙
に
巨
大
規
模
に
膨
れ
上
 
 

っ
た
。
六
〇
年
代
に
年
平
均
二
・
〇
憶
ド
ル
で
あ
っ
た
同
園
の
総
合
収
支
の
赤
字
幅
が
、
七
〇
年
代
に
は
年
平
均
一
三
一
・
二
億
ド
ル
、
 
 

累
計
一
三
一
二
億
ド
ル
の
「
驚
異
的
」
水
準
に
達
し
て
い
る
（
第
2
6
表
参
照
）
。
第
四
に
、
I
M
F
体
制
下
の
五
〇
－
六
〇
年
代
に
は
、
ア
 
 

メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
赤
字
は
主
に
米
保
有
金
準
備
に
よ
っ
て
支
払
い
決
済
さ
れ
た
。
五
〇
年
代
の
総
合
収
支
赤
字
累
計
六
三
倍
ド
ル
、
 
 

六
〇
年
代
の
同
赤
字
二
〇
億
ド
ル
に
た
い
し
て
、
米
準
備
金
流
出
高
は
五
一
億
、
七
六
億
ド
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
前
者
の
八
一
・
〇
％
、
 
 

六
九
・
一
％
に
相
当
し
て
い
る
 
（
第
2
6
表
参
照
）
。
残
余
分
二
、
l
ニ
剖
の
赤
字
は
外
国
公
的
部
門
（
政
府
・
通
貨
当
局
）
 
の
在
米
銀
行
預
金
 
 

等
に
よ
っ
て
補
填
さ
れ
た
。
し
か
る
に
七
〇
年
代
に
は
、
七
一
年
八
月
の
ド
ル
・
金
党
換
制
停
止
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
保
有
金
準
備
に
よ
 
 

る
支
払
い
決
済
ル
ー
ト
が
完
全
に
消
滅
し
、
代
っ
て
外
国
公
的
部
門
に
よ
る
公
的
金
融
が
米
国
国
際
収
支
赤
字
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
主
要
ル
 
 

ー
ト
と
し
て
登
場
し
た
。
第
2
6
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
総
合
収
支
赤
字
累
計
一
三
一
二
倍
ド
ル
に
た
い
 
 
 



第26表 アメリカの国際収支（1950・60・川年代）  

（単位：10億ドル）  

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 

1950－59年  1960～69年  1970～79年   

基礎収支   －20．4   －20．0   －110．3   

貿易収支   27．9   40．8   －105．5   

民間資本収支   －20．8   －38．5   －89．7   

短期資本収支   9．3   14．5   －59．3   

不実合   4．9   －5．5   34．9   

総合収支（1）   －6．3   －11．0   －131．2   

在米外国公的資産   1．7   6．4   131．9   

米国政府証券  99．6   

（財務省証券）   （－）   （1．0）   （92．9）   

（その他）   （－）   （－）   （6．7）   

米銀行報告政府債務（2）  22．6   

その他外国資産  9．7   

米国公的準備資産   4．5   4．6   －0．6   

（金）   （5．1）   （7．6）   （2．0）（3）   

（外国通貨、SDR、IMFポジション）  （－0．6）   （－3．0）   （－2．6）   

（1）公的準備取引収支。  

（2）外国公的機関による在米銀行債権（要求払い償金・定期性頂食およびCDな  

ど）。  

（3）70年に7．9億ドル、71年に8．7憶ドル、72年に5．5億ドルの念流出。  

（出所）松村文武『現代アメリカ国際収支の研究』（東洋経済新車lほじ、1985年）、64、  

73、76、86寛より。一部組み替えている。   

■ 一  ／ヽ  



盃
 
 
 

し
て
、
金
準
備
支
払
い
は
わ
ず
か
二
〇
倍
ド
ル
 
（
ほ
と
ん
ど
が
七
一
年
八
月
の
金
・
ド
ル
交
操
別
件
止
以
前
の
金
流
出
に
よ
る
）
 
の
み
で
、
 
 
 

外
図
会
的
部
門
に
よ
る
米
国
政
府
証
券
購
入
額
九
九
六
億
ド
ル
 
（
う
ち
九
三
・
三
％
が
米
財
務
省
証
券
）
、
同
じ
く
在
米
銀
行
損
金
二
二
六
 
 
 

億
ド
ル
、
両
者
合
わ
せ
て
一
三
一
九
倍
ド
ル
に
の
ぽ
り
、
総
合
収
支
赤
字
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
率
一
〇
〇
・
五
％
に
達
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
 
 
 

え
逆
に
、
ア
メ
リ
カ
の
公
的
準
備
資
産
は
六
億
ド
ル
の
頼
み
噌
L
に
な
っ
て
い
る
。
七
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
国
際
収
支
赤
字
フ
ァ
 
 
 

イ
ナ
ン
ス
の
 
「
最
大
の
特
徴
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
証
券
に
よ
っ
て
九
九
六
億
ド
ル
も
の
資
金
が
調
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
。
「
こ
の
 
 
 

政
府
証
券
全
額
に
よ
る
総
合
収
支
赤
字
の
調
達
率
を
み
る
と
、
基
礎
収
支
赤
字
に
対
し
て
九
〇
・
三
％
、
公
的
準
備
取
引
収
支
に
対
し
て
 
 
 

七
五
・
九
％
と
い
う
き
わ
め
て
高
い
水
準
に
達
」
し
て
い
る
 
（
松
村
文
武
、
同
、
八
六
京
）
。
こ
の
米
国
国
債
 
（
米
財
務
省
証
券
）
 
の
購
入
 
 
 

先
の
国
別
内
訳
は
、
〓
本
 
（
全
体
の
二
四
■
五
％
、
以
下
同
）
、
西
ド
イ
ツ
 
（
二
二
・
〇
％
）
、
産
油
国
 
（
一
七
・
六
％
）
、
イ
ギ
リ
ス
 
二
 
 
 

三
ニ
ー
％
）
の
順
で
あ
り
、
日
本
と
西
ド
イ
ツ
の
二
田
だ
け
で
約
五
割
を
し
め
、
先
進
諸
国
に
米
国
国
債
の
購
入
先
が
集
中
し
て
い
る
（
第
 
 

H
表
参
照
）
。
「
産
油
国
の
オ
イ
ル
・
ダ
ラ
ー
の
運
用
 
（
そ
の
た
め
…
…
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
と
で
購
入
額
が
急
増
し
て
い
る
）
 
と
、
 
 
 

ド
ル
下
落
期
に
お
け
る
〓
本
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
の
通
貨
当
局
に
よ
る
ド
ル
買
支
え
が
、
米
国
財
務
省
証
券
の
対
外
販
売
額
の
…
…
 
 
 

増
大
の
よ
要
な
要
因
」
に
な
っ
て
い
る
 
（
奥
村
茂
次
、
同
、
一
嵐
頁
）
。
 
 

以
上
、
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
動
向
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
言
う
と
、
ア
メ
リ
カ
は
、
七
〇
年
代
に
貿
易
収
支
赤
字
と
民
 
 
 

聞
部
門
の
資
本
勘
定
ル
ー
ト
か
ら
大
鹿
の
ド
ル
を
対
外
散
布
し
た
。
そ
の
ド
ル
が
、
直
接
・
問
櫻
的
ル
ー
ト
を
通
し
て
日
本
・
西
ド
イ
ツ
 
 

等
非
米
先
進
諸
国
に
集
中
・
吸
収
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
非
米
先
進
国
の
公
的
部
門
に
よ
る
ド
ル
買
い
・
米
国
債
買
い
を
経
由
し
て
対
米
 
 

還
流
し
た
。
間
遠
流
に
依
存
し
て
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
赤
字
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
、
貿
易
・
資
本
収
支
の
赤
字
ル
ー
ト
に
よ
り
再
び
 
 
 

ド
ル
が
対
外
散
布
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
 
「
貿
易
収
支
の
赤
字
と
民
間
部
門
の
大
最
の
資
本
輸
出
に
よ
っ
て
流
山
し
た
ド
ル
が
、
外
国
政
 
 
 



第27表 アメリカ財務省証券（1）の対外純販売額（相手国別、19川～丁9年）  

（単位：1007Jドル）  

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 

197（）  71  72  73  74  田  76  田  78  79  197r）  －79   

計   56  1，672  3，316  3（）2  【472  1，995  8，096  22，843  4，710  2，86：う  45，371   

EC（1帰国）    －15（）    97    87  992  11，‘166  948  4，1：∃1  17，739   

西ドイツ  ※  ※  ※   5  206  549  2．404  こ】．94：i  2，88（）  （）．988   

イギリス    －149  4  95  70  －129  122  8，4U3  膿3．515  1，（）（）こう  6，川川   

オランダ  ※  ※  ※  ※   5    272  623  447  l闇  1，465   

フランス  ※  ※  ※   －8    5こう  2こぅ      182   

スイス   7  26      －4  26  2り6    48t】  －312  375   

fl本   ※  1，662  2，66：う    ーl．（）54  鵬227  －583  4，173  4、668  －354  11，119   

カナダ   －76  3  377      －317  －1：i9  32  －136  凱）  

産i【ll国（2】  n．a．  n．a，  n，a．  11．a，  195  1－967  4，1l，）8  4．270  ーl，456  岬l，114  7，970   

※ 50万ドル未満。  

（1）市場性財務省証券。  

（2）サウジアラビア、イラン、イラク、クウェート、他8ヵ同。  

（出所）TreasuryBulletin，1974－85．（奥村茂次「1980iF代アメリカの出際収支構造  

と債務国化」『大阪市立大季刊経済研究』Vol．8、No．4、1986年、14貫より）。   



六
六
 
 
 

府
・
中
央
銀
行
の
ア
メ
リ
カ
連
銀
に
た
い
す
る
ド
ル
・
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
還
流
し
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
政
櫛
証
券
 
（
大
部
分
は
財
務
省
証
 
 

券
）
に
振
替
え
ら
れ
て
運
周
さ
れ
た
」
。
そ
う
し
た
「
公
的
資
本
収
支
の
黒
字
が
…
…
巨
額
の
赤
字
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
し
た
形
に
な
っ
て
い
 
 
 

る
」
（
同
、
一
三
頁
）
の
で
あ
り
、
外
国
公
的
部
門
勘
定
に
よ
る
米
国
債
購
入
－
対
米
ド
ル
還
流
が
あ
る
か
ぎ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
貿
易
赤
字
・
 
 
 

民
間
資
本
輸
出
を
継
続
・
拡
大
し
う
る
の
で
あ
っ
た
。
結
局
国
際
収
支
黒
字
先
進
国
に
よ
る
政
策
的
な
対
米
公
的
金
融
は
、
ア
メ
リ
カ
の
 
 

国
際
収
支
赤
字
を
起
点
と
す
る
ア
メ
リ
カ
↓
非
米
先
進
諸
国
1
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
↓
途
上
諸
闇
↓
非
米
先
進
諸
国
1
ア
メ
リ
カ
 
 

と
い
う
国
際
資
金
フ
ロ
ー
の
還
流
サ
イ
ク
ル
を
成
立
せ
る
要
（
か
な
め
）
 
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

そ
も
そ
も
、
七
〇
年
代
に
お
け
る
産
油
国
オ
イ
ル
ダ
ラ
ー
の
対
非
慮
油
途
上
国
へ
の
大
洗
流
人
の
背
常
に
は
、
ア
ジ
ア
・
ラ
テ
ン
ア
メ
 
 
 

リ
カ
N
I
E
S
に
よ
る
対
米
輸
出
拡
大
の
条
件
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ア
ジ
ア
N
I
E
S
川
舟
国
の
対
米
輸
出
は
L
五
－
八
〇
年
制
に
 
 
 

三
・
三
倍
増
加
し
 
（
対
米
輸
出
依
存
率
は
台
湾
三
八
・
八
％
、
香
港
三
二
ニ
ー
％
、
韓
国
三
一
二
％
、
七
ヒ
隼
の
数
字
）
、
そ
の
対
米
貿
 
 
 

易
収
支
は
同
じ
く
わ
ず
か
一
倍
ド
ル
の
黒
字
か
ら
三
四
億
ド
ル
の
大
幅
黒
字
に
拡
大
し
て
い
る
。
対
米
輸
出
増
血
に
牽
引
さ
れ
て
ア
ジ
ア
 
 

N
I
E
S
四
カ
国
の
輸
出
数
量
の
伸
び
率
は
七
三
－
七
八
年
間
に
年
率
一
七
％
に
の
ぼ
り
、
世
界
全
体
の
輸
出
数
段
の
そ
れ
の
四
ニ
ー
％
 
 

（
川
】
 
 

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
U
．
N
．
i
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
T
r
a
d
e
S
t
a
t
L
重
量
b
i
r
e
c
t
i
昌
O
f
↓
r
a
d
e
S
t
a
t
．
Y
e
a
r
b
0
0
打
｝
－
悪
声
奥
村
茂
次
編
『
ア
 
 

ジ
ア
新
工
業
化
の
展
望
』
、
東
大
出
版
会
、
一
九
八
七
年
、
三
〇
四
貫
、
ほ
か
）
。
七
三
牛
秋
の
石
油
危
機
以
後
も
、
そ
れ
ら
N
I
E
S
が
 
 

対
米
輸
出
中
心
に
輸
出
拡
大
し
え
た
か
ら
こ
そ
、
米
■
欧
多
国
籍
銀
行
が
N
I
E
S
中
心
に
対
途
上
諸
国
向
け
対
外
貸
付
け
を
拡
大
し
、
 
 

オ
イ
ル
ダ
ラ
ー
資
金
を
途
上
諸
国
へ
回
転
さ
せ
え
た
の
で
あ
っ
た
。
米
・
欧
ユ
ー
ロ
銀
行
に
よ
る
七
五
－
七
八
年
間
の
対
非
産
油
途
上
国
 
 

（
非
O
P
E
C
諸
国
）
 
総
貸
付
の
う
ち
の
 
「
全
体
の
八
〇
％
前
後
」
は
、
韓
国
・
台
湾
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
メ
キ
シ
コ
等
「
比
較
的
信
用
度
の
高
 
 
 

い
中
進
国
…
‥
・
一
〇
ヵ
国
」
に
向
け
ら
れ
、
そ
の
対
途
上
国
融
資
対
象
国
は
い
ち
じ
る
し
く
偏
侍
・
集
中
し
て
い
る
 
（
W
O
ユ
d
F
i
n
a
n
c
i
a
l
 
 
 



M
a
r
k
e
t
s
一
経
企
庁
『
世
界
経
済
白
書
昭
和
五
四
年
版
』
、
一
七
八
－
L
九
頁
参
照
）
。
そ
れ
ら
N
I
E
S
は
対
米
輸
出
拡
大
を
国
際
信
用
力
 
 
 

の
源
泉
に
し
て
、
大
量
の
オ
イ
ル
ダ
ラ
ー
資
金
と
ア
メ
リ
カ
の
民
間
貸
付
資
本
を
大
量
に
受
入
れ
て
、
対
先
進
国
工
業
製
品
輸
入
を
拡
大
 
 

し
、
「
対
外
債
務
に
依
存
し
た
開
発
戦
略
」
を
強
行
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
、
え
、
前
述
の
産
油
国
↓
米
・
欧
多
国
籍
銀
行
↓
N
I
E
 
 

S
等
非
産
油
途
上
国
1
先
進
国
と
い
う
オ
イ
ル
ダ
ラ
ー
の
り
サ
イ
ク
ル
＝
国
際
資
金
循
環
も
、
結
局
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
拡
大
＝
貿
易
赤
字
 
 
 

の
拡
大
、
し
た
が
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
＝
国
際
収
支
赤
字
を
許
容
し
、
成
立
せ
た
非
米
先
進
諸
国
に
よ
る
対
米
公
的
金
融
の
メ
カ
 
 
 

ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
根
底
的
に
支
持
さ
れ
る
関
係
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

㈹
 
「
石
油
危
機
以
降
も
」
、
N
I
E
S
を
中
心
と
す
る
「
発
展
途
上
国
の
製
品
輸
出
が
好
調
だ
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
畢
気
回
復
が
 
 
 

比
較
的
早
か
っ
た
こ
と
、
及
び
七
六
年
か
ら
の
特
恵
関
税
実
施
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
」
。
と
く
に
「
ア
ジ
ア
巾
進
四
カ
国
 
（
韓
国
、
 
 

台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
」
は
、
「
七
〇
年
か
ら
七
七
年
の
七
年
間
に
そ
の
工
業
品
輸
出
は
年
平
均
で
三
〇
・
三
％
の
増
加
を
み
 
 

て
い
る
。
こ
の
四
カ
国
の
発
展
途
上
国
工
業
製
品
輸
出
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
七
七
中
に
は
実
に
五
八
・
二
％
に
達
し
て
い
る
」
 
（
『
世
界
 
 

経
済
白
書
昭
和
五
四
年
版
』
、
一
四
八
東
）
。
 
 

な
お
、
非
米
国
際
収
支
黒
字
先
進
国
に
よ
る
対
米
公
的
金
融
は
、
た
ん
に
ア
メ
リ
カ
の
l
闇
際
収
支
赤
字
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
し
、
そ
れ
に
 
 

｛
〓
｝
 
よ
っ
て
国
際
通
貸
ド
ル
の
信
認
と
ド
ル
基
軸
通
貨
体
制
を
維
持
し
、
「
不
換
通
貨
ド
ル
を
支
え
る
枠
組
み
」
 
（
松
村
文
武
）
 
に
な
っ
て
い
た
 
 
 

だ
け
で
は
な
い
。
外
国
公
的
部
門
の
公
的
国
際
金
融
は
、
七
〇
年
代
に
お
け
る
先
に
み
た
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
赤
字
を
起
点
と
す
 
 
 

る
ド
ル
還
流
と
オ
イ
ル
ダ
ラ
ー
の
り
サ
イ
ク
ル
の
二
筋
の
国
際
資
金
フ
ロ
ー
な
い
し
国
際
金
融
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
成
立
せ
る
テ
コ
に
な
 
 
 

っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
経
済
の
 
「
主
柱
国
」
ア
メ
リ
カ
の
内
需
主
導
型
経
済
発
展
と
ア
メ
リ
カ
小
心
に
組
織
さ
れ
た
 
 

世
界
貿
易
・
世
界
経
済
の
拡
大
を
支
持
し
た
と
こ
ろ
に
決
定
的
意
義
が
あ
っ
た
。
む
し
ろ
そ
の
意
味
に
お
い
て
こ
そ
非
米
先
進
回
公
的
部
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
 
（
Ⅳ
）
 
 
 



宍
 
 
 

門
の
ド
ル
買
い
・
米
国
債
購
入
は
、
七
〇
年
代
に
お
け
る
資
本
主
義
世
界
の
「
体
制
支
持
金
融
」
と
し
て
機
能
し
た
と
い
い
う
る
の
で
あ
 
 

り
、
た
ん
に
「
不
換
通
貨
ド
ル
を
支
え
る
最
重
要
な
枠
組
み
」
で
「
国
際
通
篤
と
し
て
の
ド
ル
が
支
え
ら
れ
、
米
国
の
双
子
の
赤
字
が
金
 
 

融
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
」
て
い
る
か
ら
、
「
国
際
収
支
黒
字
国
の
対
米
授
琴
…
‥
米
国
政
府
部
門
に
対
す
る
投
資
」
が
「
体
制
支
持
金
融
」
 
 

と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
（
松
村
文
武
『
体
制
支
持
金
融
の
他
界
』
、
青
木
書
店
、
一
九
九
三
牛
、
八
〇
、
一
三
一
束
）
と
い
う
だ
け
 
 

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

が
、
七
一
年
の
金
・
ド
ル
交
換
性
停
止
に
よ
っ
て
 
 
 

仙
「
外
国
政
府
勘
定
に
よ
る
大
量
の
米
国
国
債
の
購
入
を
つ
う
じ
て
の
ド
ル
の
還
流
 
 
 

金
と
の
結
び
つ
き
を
絶
っ
た
不
換
ド
ル
が
、
そ
れ
以
後
も
国
際
通
貸
の
地
位
を
確
保
し
、
I
M
F
体
制
崩
壊
後
の
国
際
通
貸
体
制
を
文
 
 
 

字
通
り
『
ド
ル
体
制
』
と
し
て
機
能
せ
し
め
て
き
た
基
礎
条
件
を
な
し
て
い
た
」
（
奥
村
茂
次
、
前
掲
、
一
五
京
）
。
 
 
 

こ
の
ば
あ
い
、
そ
う
し
た
外
国
公
的
部
門
の
公
的
金
融
を
要
（
か
な
、
三
と
す
る
国
際
金
融
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
礎
に
は
、
七
一
年
 
 

八
月
に
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
断
行
し
た
ド
ル
・
金
交
換
停
止
と
フ
ロ
ー
ト
制
の
枠
組
が
あ
っ
た
の
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
ド
ル
・
余
り
 
 

ン
ク
制
が
切
断
さ
れ
た
か
ら
保
有
金
準
備
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
あ
る
意
味
で
無
制
限
に
国
際
収
支
の
赤
字
拡
大
と
ド
 
 

ル
の
対
外
散
布
が
可
能
に
な
っ
た
し
、
ま
た
ド
ル
・
金
交
換
停
止
と
フ
ロ
ー
ト
制
に
も
と
づ
き
ー
ド
ル
の
金
交
換
停
止
は
必
然
的
に
フ
ロ
 
 

ー
ト
制
を
と
も
な
う
関
係
が
あ
る
－
、
ド
ル
が
不
断
に
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
す
る
傾
向
を
も
つ
た
め
に
非
米
黒
字
国
は
、
不
都
合
な
ド
ル
下
 
 

格
＝
自
国
通
貨
の
切
上
げ
の
防
あ
つ
を
狙
っ
て
ド
ル
の
異
支
え
市
場
介
入
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
か
つ
買
上
げ
た
ド
ル
を
米
財
務
省
証
 
 

券
投
資
に
振
替
え
運
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
は
「
金
・
ド
ル
の
リ
ン
ク
制
を
断
ち
切
」
り
、
「
金
の
保
有
盈
に
何
ら
拘
束
 
 

さ
れ
る
こ
と
な
く
…
…
ド
ル
紙
幣
を
供
給
し
」
、
「
ド
ル
の
タ
レ
流
し
と
も
い
え
る
通
俵
の
供
給
を
行
う
こ
と
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
 
 

そ
し
て
そ
の
う
え
で
「
ド
ル
の
保
有
国
に
…
…
ア
メ
リ
カ
の
財
務
省
債
券
を
購
入
さ
せ
る
、
と
い
う
方
法
」
で
、
「
ア
メ
リ
カ
財
務
省
債
券
 
 
 



を
ド
ル
の
代
わ
り
に
持
」
た
せ
、
「
こ
の
流
出
し
て
い
っ
た
ド
ル
を
、
で
き
る
か
ぎ
リ
ア
メ
リ
カ
に
還
流
さ
せ
」
、
ド
ル
を
U
タ
ー
ン
さ
せ
 
 

つ
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
 
（
矢
島
釣
次
『
ド
ル
に
よ
る
世
界
支
配
戦
略
』
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
一
九
八
四
年
、
三
九
、
三
八
、
一
二
〇
頁
）
。
 
 

他
方
、
非
米
黒
字
国
政
府
は
、
た
ん
に
利
子
収
入
の
取
得
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ド
ル
体
制
の
維
持
と
ア
メ
リ
カ
の
線
描
拡
大
が
 
 

自
国
に
と
っ
て
稗
益
す
る
が
ゆ
え
に
、
手
持
ち
ド
ル
に
よ
る
米
国
債
購
入
・
投
資
に
応
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
七
〇
年
代
に
特
有
な
国
際
資
 
 

金
循
環
は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
ー
ト
制
利
用
と
そ
う
し
た
非
米
先
進
園
の
国
際
金
融
協
力
の
上
に
形
成
さ
れ
、
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

㈹
 
以
上
主
に
、
松
村
文
武
、
前
掲
『
現
代
ア
メ
リ
カ
国
際
収
支
』
、
『
体
制
支
持
』
、
石
見
徹
他
編
、
前
掲
、
第
八
草
、
馬
場
宏
二
編
『
‥
ン
 
 
 

リ
ー
ズ
世
界
経
済
Ⅰ
国
際
的
連
関
』
 
（
お
茶
の
水
草
野
一
九
八
六
年
）
、
第
3
章
、
宮
崎
義
二
『
他
界
経
済
を
ど
う
見
る
か
』
 
〔
岩
波
新
 
 
 

書
、
一
九
八
六
牛
）
、
第
n
章
、
経
企
庁
『
世
界
経
済
白
書
昭
和
五
四
年
版
』
、
第
1
寮
第
四
節
、
第
2
賓
、
な
ど
参
照
。
 
 

八
〇
年
代
 
 

（
〓
｝
 
 
八
〇
年
代
に
は
、
国
際
的
な
資
金
フ
ロ
ー
の
態
様
が
さ
ら
に
激
変
し
た
。
ま
ず
第
一
に
、
産
油
国
の
オ
イ
ル
ダ
ラ
ー
資
金
が
完
全
に
消
 
 

滅
し
た
。
八
二
年
以
降
、
石
油
価
格
下
落
∵
石
油
収
入
の
減
少
か
ら
産
油
閲
の
経
常
収
支
は
赤
字
に
転
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
 
 

産
油
国
に
取
っ
て
代
っ
て
、
膨
大
な
貿
易
黒
字
を
背
景
に
し
て
日
本
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
・
西
ド
イ
ツ
等
E
C
諸
国
が
主
要
な
民
間
資
本
輸
 
 

出
国
と
な
っ
て
台
頭
し
た
。
と
く
に
日
本
は
八
〇
年
代
に
「
巨
大
な
国
内
貯
蓄
余
剰
」
を
一
夜
に
し
て
築
き
、
「
突
然
大
幅
な
貯
蓄
輸
出
国
 
 

に
な
」
リ
、
八
五
年
末
に
は
イ
ギ
リ
ス
を
上
回
っ
て
世
界
最
大
の
村
外
債
権
国
に
な
り
上
っ
た
 
（
S
．
M
a
r
r
i
s
一
口
e
f
i
c
i
t
s
a
コ
d
t
h
e
D
O
〓
a
r
u
 
 

－
諾
∽
も
．
Ⅰ
多
大
来
佐
武
郎
監
訳
『
ド
ル
と
世
界
経
済
危
機
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
六
年
、
琵
く
i
i
頁
）
。
撃
二
に
、
世
界
経
済
の
「
主
 
 

柱
圏
」
で
あ
り
、
「
一
九
世
紀
末
以
来
の
資
本
輸
出
国
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
が
、
実
然
構
造
的
な
資
本
輸
入
団
」
に
、
し
か
も
「
こ
れ
ま
で
 
 

に
み
ら
れ
な
い
規
模
で
の
資
本
を
輸
入
し
て
い
る
」
 
（
p
．
－
i
ヂ
票
数
頁
）
世
界
最
大
の
対
外
資
金
借
入
国
に
成
り
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
ヒ
○
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 
 



七
〇
 
 

年
代
の
そ
れ
に
た
い
す
る
八
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
変
化
を
か
ん
た
ん
に
指
摘
す
る
と
、
①
貿
易
収
支
赤
字
の
規
模
 
 

が
よ
リ
ー
段
と
膨
張
し
た
。
貿
易
赤
字
幅
は
七
〇
年
代
の
年
平
均
一
〇
三
・
八
億
ド
ル
を
さ
ら
に
上
回
っ
て
八
〇
－
八
五
年
問
に
は
年
平
 
 

均
六
五
二
・
七
億
ド
ル
へ
六
二
二
倍
も
激
増
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
経
常
収
支
の
赤
字
も
劇
的
に
拡
大
し
て
い
る
。
②
政
府
関
係
対
外
純
 
 

支
出
（
経
済
贈
与
・
純
借
款
・
軍
事
収
支
の
合
計
）
は
、
七
〇
年
代
年
平
均
五
九
・
八
億
ド
ル
、
八
〇
年
代
年
平
均
六
九
・
五
倍
ド
ル
で
 
 

両
者
間
に
あ
ま
り
大
き
な
開
き
は
な
い
。
③
と
こ
ろ
が
外
国
公
的
部
門
資
本
の
対
米
流
入
額
（
在
米
外
国
公
的
資
産
増
加
）
は
大
幅
に
減
 
 

少
し
、
七
〇
年
代
年
平
均
一
三
丁
九
億
ド
ル
か
ら
八
〇
－
八
五
年
閏
年
平
均
垂
二
二
面
ド
ル
へ
約
三
分
の
一
の
規
模
に
縮
小
し
て
い
 
 

る
。
逆
に
ア
メ
リ
カ
政
府
の
公
的
準
備
資
産
（
外
国
通
貨
、
金
、
S
D
R
、
I
M
F
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）
は
こ
の
間
二
六
五
億
ド
ル
の
純
横
み
 
 

増
し
に
な
っ
て
い
る
。
④
民
間
部
門
の
資
本
収
支
は
、
七
〇
年
代
に
は
赤
字
（
資
本
純
流
出
）
で
あ
っ
た
の
が
、
八
〇
年
代
に
は
大
幅
黒
 
 

字
（
資
本
純
流
入
）
に
転
化
し
て
い
る
。
七
〇
年
代
の
ば
あ
い
と
は
全
く
興
り
、
貿
易
・
経
常
収
支
の
巨
額
赤
字
は
、
す
べ
て
民
間
資
本
 
 

収
支
の
黒
字
で
賄
わ
れ
た
関
係
に
な
っ
て
い
る
（
く
わ
し
く
は
後
述
、
以
上
S
．
C
．
B
J
u
n
e
－
買
首
p
．
芝
・
∽
∽
よ
り
算
出
）
。
 
 
 

㈹
 
本
来
の
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
が
実
施
さ
れ
た
一
九
八
一
年
か
ら
八
五
年
頃
ま
で
の
期
間
に
限
る
。
 
 
 

以
上
み
た
各
地
域
の
変
化
を
、
一
九
八
五
年
に
お
け
る
地
域
別
国
際
収
支
表
（
第
4
図
）
で
み
る
と
、
中
東
産
油
地
域
は
、
貿
易
収
支
 
 

の
黒
字
が
七
〇
年
代
に
比
し
て
大
幅
に
減
少
し
、
貿
易
外
収
支
の
赤
字
補
填
に
も
不
足
し
て
経
常
収
支
が
八
二
億
ド
ル
の
赤
字
勘
定
に
 
 

転
落
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
中
東
産
抽
国
は
、
八
三
年
以
降
手
持
米
国
債
の
大
慶
の
売
却
・
売
越
し
に
転
じ
、
資
本
引
上
げ
側
に
回
り
、
 
 

オ
イ
ル
マ
ネ
ー
は
完
全
に
消
滅
し
て
い
る
（
S
D
R
単
位
を
ド
ル
単
位
に
換
算
、
以
下
同
）
。
中
東
産
油
国
と
入
れ
替
り
に
日
本
が
、
膨
大
 
 

な
貿
易
収
支
罵
字
五
五
五
・
四
億
ド
ル
を
主
源
泉
に
し
て
、
長
期
資
本
六
二
九
・
五
億
ド
ル
を
純
輸
出
し
他
界
最
大
の
資
本
輸
出
大
国
に
 
 

な
っ
て
台
頭
し
て
い
る
。
東
欧
も
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
は
、
城
内
全
体
と
し
て
収
支
ほ
ぼ
均
衡
し
、
地
域
外
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
偲
 
 
 



第4図 地域別国際収支（1g85年）  

（甲位：億SDR）  
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空
 
 

少
で
あ
る
。
中
米
を
除
く
そ
の
他
低
開
発
国
（
非
産
油
途
上
国
）
は
、
七
〇
年
代
に
借
入
れ
た
債
務
累
積
の
亜
圧
と
元
利
払
い
の
遅
滞
の
 
 

影
響
な
ど
か
ら
、
資
本
流
入
が
激
減
し
て
い
る
（
長
期
資
本
純
輸
入
一
五
七
⊥
億
ド
ル
）
。
資
本
逃
避
に
よ
る
短
期
資
本
の
純
流
出
三
∵
 
 

八
倍
ド
ル
言
誤
美
幌
漏
）
を
差
引
き
算
定
す
る
と
、
非
産
油
途
⊥
国
 

の
長
・
短
資
本
収
支
黒
字
は
わ
ず
か
三
五
・
五
億
ド
ル
に
す
ぎ
な
 
 

い
。
同
輸
入
資
本
に
対
外
援
助
受
取
り
分
等
を
加
え
て
も
、
経
常
収
支
赤
字
の
補
填
に
不
足
し
て
、
手
持
ち
公
的
準
備
資
産
の
取
崩
し
を
 
 

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
八
〇
年
代
に
「
非
石
油
産
山
発
展
途
上
国
へ
の
貯
苔
の
流
入
は
、
劇
的
な
ま
で
に
減
少
し
」
た
。
む
し
ろ
反
対
 
 

に
「
そ
れ
ら
の
諸
国
は
…
…
実
物
資
産
？
不
ッ
ト
の
流
出
を
経
験
し
た
」
（
S
．
M
a
r
r
i
s
一
〇
p
．
C
i
t
．
中
－
N
前
掲
訳
、
一
〇
頁
）
。
明
ら
か
に
八
〇
 
 

年
代
に
は
、
非
産
油
途
上
国
は
国
際
金
融
市
場
で
の
資
金
フ
ロ
ー
流
入
の
カ
ヤ
の
外
に
お
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

右
の
諸
地
域
の
対
極
に
位
置
す
る
の
が
北
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
北
ア
メ
リ
カ
は
長
期
民
間
資
本
七
三
三
・
〇
憶
ド
ル
、
短
期
民
聞
資
本
 
 

三
〇
二
・
六
億
ド
ル
、
誤
差
脱
漏
（
大
部
分
が
い
わ
ゆ
る
ホ
ッ
ト
マ
ネ
⊥
ニ
ー
三
二
一
億
ド
ル
、
合
計
純
街
一
二
川
八
・
八
億
ド
ル
に
 
 

の
ぼ
る
巨
額
の
外
国
民
間
資
本
を
吸
収
し
て
い
る
。
北
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
収
支
赤
古
工
〓
一
・
八
億
ド
ル
は
同
氏
聞
資
本
収
支
の
里
芋
 
 

に
よ
っ
て
完
全
に
カ
バ
ー
さ
れ
、
公
的
準
備
資
産
は
む
し
ろ
純
増
如
し
て
い
る
。
 
 
 

前
述
し
た
よ
う
に
、
五
〇
1
六
〇
年
代
と
七
〇
年
代
に
お
け
る
国
際
資
金
フ
ロ
ー
の
主
流
は
、
ア
メ
リ
カ
中
心
の
先
進
国
1
非
産
油
途
 
 

上
国
お
よ
び
O
P
E
C
や
米
・
n
＝
本
竿
先
進
国
↓
非
産
油
途
上
国
へ
の
資
本
の
流
れ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
八
〇
年
代
に
は
、
先
 
 

進
国
同
志
間
の
資
金
移
動
、
と
く
に
日
本
・
イ
ギ
リ
ス
・
西
ド
イ
ツ
か
ら
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
民
間
部
門
の
資
本
の
流
れ
が
主
役
に
躍
り
出
し
、
 
 

総
資
本
収
支
 
 

世
界
マ
ネ
ー
循
環
の
中
心
軸
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
際
金
融
の
動
態
を
、
「
七
〇
年
代
に
つ
い
て
特
徴
づ
け
る
と
…
…
 
 

妄
期
資
本
収
支
、
短
期
資
本
収
支
、
誤
差
脱
漏
の
合
計
）
は
『
非
産
油
途
上
国
借
り
の
米
・
日
・
O
P
E
C
貸
し
』
と
い
う
構
図
で
あ
っ
 
 

た
」
。
し
か
る
に
八
〇
年
代
に
は
国
際
資
金
の
フ
ロ
ー
が
劇
変
し
、
「
総
資
本
収
支
で
は
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
が
資
本
供
給
国
の
立
場
を
強
 
 
 



め
」
、
他
方
「
非
産
油
途
上
国
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
が
新
た
に
大
幅
な
借
り
越
し
と
な
」
リ
、
「
ア
メ
リ
カ
の
赤
字
を
O
P
E
C
と
非
米
 
 

先
進
国
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
と
い
う
構
造
」
 
（
松
村
文
武
『
債
務
国
ア
メ
リ
カ
の
構
造
』
、
同
文
館
、
一
九
八
八
牛
、
三
川
、
三
五
頁
）
 
 

に
成
り
変
っ
て
い
る
。
 
 
 

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の
民
間
資
本
収
支
勘
定
の
動
向
と
同
国
の
赤
字
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
立
入
っ
て
み
て
み
る
と
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
 
 

の
民
間
長
・
短
資
本
収
支
 
（
誤
差
脱
漏
も
含
む
）
 
は
、
戦
後
ほ
ぼ
一
貫
し
て
赤
字
（
資
本
の
純
流
出
、
七
〇
年
代
に
は
年
平
均
〓
四
億
 
 

ド
ル
の
赤
字
）
 
で
あ
っ
た
の
が
、
八
二
年
に
二
ハ
ニ
憶
ド
ル
の
黒
字
 
（
資
本
の
純
流
入
）
 
に
転
じ
て
以
降
、
そ
の
黒
字
幅
が
一
路
拡
大
し
、
 
 

八
五
年
に
は
一
二
四
二
倍
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。
八
〇
－
八
五
年
間
の
民
間
資
本
収
支
黒
字
累
計
額
は
三
〇
四
八
億
ド
ル
に
の
ぼ
っ
て
い
 
 

る
 
（
第
2
8
表
参
照
）
。
八
五
年
に
お
け
る
同
民
間
資
本
黒
字
の
内
訳
は
直
接
投
資
収
支
黒
字
一
・
凹
％
、
証
券
投
資
収
支
黒
字
五
一
・
五
 
 

％
、
短
期
資
本
収
支
黒
字
（
対
外
非
子
会
社
収
支
お
よ
び
銀
行
報
告
収
支
）
 
三
二
・
七
％
、
誤
差
脱
漏
一
四
■
四
％
で
、
証
券
投
資
と
銀
 
 

行
借
入
等
短
期
資
本
の
黒
字
分
が
全
体
の
八
川
∵
二
一
％
の
圧
倒
的
割
合
を
し
め
て
い
る
。
八
〇
年
代
の
 
「
資
本
の
流
入
…
…
の
特
色
を
み
 
 

れ
ば
、
海
外
民
間
主
体
に
よ
る
対
米
証
券
投
資
が
大
き
く
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
銀
行
部
門
が
八
三
年
を
墟
に
貸
〓
か
ら
情
人
へ
と
人
き
 
 

く
転
じ
、
直
接
投
資
は
受
け
入
れ
基
調
と
な
っ
た
」
 
（
経
企
庁
『
世
界
経
済
白
書
昭
利
六
三
年
版
』
、
一
〇
六
貫
）
。
八
〇
年
代
に
は
「
ア
メ
 
 

リ
カ
が
、
こ
れ
ま
で
に
み
ら
れ
な
い
規
模
で
の
資
本
を
輸
入
し
」
（
S
．
M
a
r
r
i
s
一
〇
p
．
C
i
t
．
一
p
．
1
i
x
」
別
掲
訳
、
x
舛
X
i
頁
）
。
歴
史
上
未
曽
有
の
外
国
 
 

資
本
輸
入
大
国
に
成
り
変
っ
て
い
る
が
、
同
資
本
を
供
給
し
た
の
は
口
本
・
西
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
先
進
国
で
あ
り
、
八
≠
年
の
資
 
 

本
流
入
の
う
ち
西
欧
が
五
六
二
二
％
、
日
本
二
凹
ニ
ー
％
、
そ
の
他
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
が
一
五
・
六
％
を
し
め
て
い
る
 
（
外
国
公
的
部
門
 
 

の
資
本
も
含
む
、
S
．
C
．
B
．
｝
J
u
n
e
－
諾
∞
も
p
．
琶
よ
N
よ
り
算
出
）
。
 
 
 

他
方
ア
メ
リ
カ
の
経
常
収
支
勘
定
は
、
貿
易
収
支
赤
字
の
巨
大
化
を
、
王
国
に
し
て
、
八
二
牢
の
八
L
億
ド
ル
の
ホ
字
が
八
五
牛
に
は
一
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 
 



第28表 アメリカの国際収支（1980～85年）  

（単位：100万ドル）  

198り  l錮1  1982  1983  1984  1985   1980～  

85計   

経常収支   1，873  6，884  仙8，679  －j6，246  欄川7，（）13  －116Ji93  －269，574   

貿易収支   －25，48n  －27，978  －36，444  －67，い8〔I  －112，522  －122，148  －391，652   

艮胴長期暦本収支  2，230  19，704  21，2〔椚  21．664  53，351  65．669  183，9（鳩   

肛接投資収支  －2．3（）4  15，571  16，161  11、573  22，53とミ  1．755  65．294   

社則●封酔眈支  4，534  4，133  5，129  川，り91  ：lr）牒13  63，914  119，614   

比間旭期資本収支  －32，417  －42，311  －41，184  26，809  ：i21d45  4tI，633  －16．1125   

対外非子創拙ほ  3，678  －264  4，253  6，395  9，723   911  2d，696   

銀行報捏収支  －36，095  －42，047  －45．437  2rl－414  22，722  3‡）．722  －4（1，721   

政府資本収支（l）   －5，162  －5，097  －6，131  －5，0り6  －5，476  －2，831  【29，7（I3   

離差脱脂   24，982  19，942  36，085  11，154  26牒37  17－92（1  136．…）2rJ   

在米外囲公的資塵  15．497  4，96（）  3，593  5，845  2，9S7  wl．14†1  3l．732   

（米政脾証券）  11，895  6，322  5．085  6，496  4，7【）：う  －1，1ニi！）  33．362   

米国公勅嘩瀾博摘㍗  －8，155  －5．175  －4，965  －1，196  －：う，131  此3，858  十邦，4別1   

（外周通横）   －6，472  －861  【1，041  3，304  －1，156  ー：与，869  鵬11，（）95   

（1）政府借款・政府短期資産など。  

（2）（－）は増加。  

（出所）S．C．B．，June1987，PP．54－55より作成。   



挙
に
二
六
四
億
ド
ル
の
赤
字
へ
じ
っ
に
二
二
倍
も
膨
張
し
て
い
る
。
こ
の
巨
額
な
貿
易
・
経
常
収
支
赤
字
に
対
応
し
た
の
が
、
ホ
の
民
 
 

間
資
本
収
支
の
盟
…
字
で
あ
る
。
八
〇
－
八
五
年
間
の
累
計
で
み
る
と
、
経
常
収
支
の
赤
字
二
六
九
六
億
ド
ル
に
た
い
し
て
、
民
間
資
本
収
 
 

支
の
黒
字
は
三
〇
四
八
億
ド
ル
で
あ
り
（
長
期
資
本
・
短
期
資
本
・
誤
差
脱
漏
の
合
計
）
、
政
府
資
本
収
支
の
赤
字
（
政
府
借
款
等
）
二
九
 
 

七
億
ド
ル
を
差
し
引
い
て
も
、
前
者
の
赤
字
額
を
五
四
億
ド
ル
上
回
っ
て
い
る
（
第
2
8
表
参
照
）
。
貿
易
・
経
常
赤
字
は
、
民
間
外
国
資
本
 
 

流
入
分
で
完
全
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
間
の
外
闇
公
的
部
門
資
本
の
対
米
流
入
（
在
米
外
国
公
的
 
 

資
産
）
三
一
七
億
ド
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
経
常
収
支
赤
字
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
充
填
さ
れ
る
必
要
性
が
全
く
な
く
、
そ
の
大
部
分
は
先
に
も
 
 

若
干
指
摘
し
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
公
的
準
備
資
産
の
積
み
増
し
分
（
外
国
通
貨
・
I
M
F
ポ
ジ
シ
ョ
ン
増
加
ほ
か
）
に
置
換
、
え
ら
れ
て
 
 

い
る
。
八
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
・
経
常
収
支
赤
字
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
主
役
は
、
七
〇
年
代
の
ば
あ
い
の
外
国
公
的
部
門
 
 

に
よ
る
対
米
公
的
金
融
（
米
国
債
投
資
）
 
か
ら
、
外
国
民
間
部
門
資
本
に
よ
る
対
米
証
券
投
資
等
に
完
全
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
 
 

「
外
国
民
間
筋
の
対
米
投
資
が
著
増
し
、
こ
れ
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
主
役
と
し
て
躍
り
出
て
き
た
」
（
桧
村
文
武
、
前
掲
『
体
制
支
持
』
、
八
 
 

三
百
ハ
）
 
点
に
八
〇
年
代
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
 
 
 

か
か
る
赤
字
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
方
式
の
変
化
の
背
景
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
八
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
が
い
ち
じ
る
 
 

し
く
巨
大
化
し
た
事
実
が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
外
国
公
的
部
門
に
よ
る
ド
ル
買
い
は
、
自
国
通
貨
売
り
と
相
対
で
行
わ
れ
、
ド
ル
買
い
即
 
 

自
国
通
貨
増
発
＝
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
増
加
－
国
内
イ
ン
フ
レ
要
因
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
無
制
限
に
行
わ
れ
う
る
性
質
の
も
の
で
は
な
 
 

い
。
し
た
が
っ
て
外
国
公
的
部
門
の
ド
ル
買
い
介
入
・
米
国
国
債
買
い
＝
対
米
資
本
流
人
方
式
に
依
存
し
た
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
赤
字
 
 

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、
制
度
的
に
一
定
の
限
界
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
じ
じ
つ
七
〇
年
代
末
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
・
経
常
 
 

収
支
赤
字
規
模
が
、
外
国
政
府
勘
定
に
よ
る
ド
ル
買
い
許
容
能
力
範
囲
を
大
幅
に
上
回
っ
て
、
そ
の
限
界
が
暴
露
さ
れ
た
 
ー
 
七
七
年
秋
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 

宝
 
 
 



」
ン
・
ヾ
 
 
 

～
七
九
年
初
に
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
∴
閲
際
収
支
が
大
幅
に
悪
化
し
ド
ル
が
急
落
し
た
時
に
、
非
米
諸
国
は
ド
ル
買
い
介
入
を
制
限
し
、
西
 
 

ド
イ
ツ
は
国
内
イ
ン
フ
レ
抑
制
優
先
の
政
策
的
立
場
か
ら
ド
ル
買
い
を
拒
否
し
て
い
る
 
ー
。
そ
の
た
め
ア
メ
り
カ
は
「
ビ
ナ
イ
ン
・
ネ
 
 

グ
レ
ク
ト
」
政
策
の
放
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
白
身
に
よ
る
ド
ル
買
支
え
の
庶
接
的
介
入
等
を
断
行
し
、
外
周
公
的
金
融
依
存
 
 

方
式
以
外
に
よ
る
赤
字
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
方
途
を
求
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

か
く
て
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
は
フ
ロ
ー
ト
制
に
も
と
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
園
内
金
利
を
引
上
げ
、
内
外
金
利
格
差
を
作
り
、
か
つ
ド
ル
を
 
 

フ
ロ
ー
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
て
、
海
外
か
ら
の
民
間
資
本
の
大
農
流
人
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
が
八
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
外
国
民
間
 
 

資
本
の
大
量
吸
引
で
あ
り
、
民
間
資
本
収
支
の
大
幅
黒
字
化
の
実
現
で
あ
っ
た
。
 
 
 

な
お
く
り
返
し
言
う
こ
と
に
な
る
が
、
八
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
海
外
資
本
輸
入
に
よ
る
赤
字
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
基
礎
に
は
フ
ロ
ー
ト
制
 
 

の
枠
組
み
が
あ
っ
た
。
も
し
、
I
M
F
堅
疋
相
場
制
下
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
国
際
資
本
取
引
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
ま
た
 
 

ア
メ
リ
カ
の
高
金
利
政
策
操
作
・
内
外
金
利
格
差
の
拡
大
や
ド
ル
高
傾
向
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
・
資
本
市
場
が
外
国
 
 

民
間
資
本
を
大
量
に
吸
引
す
る
こ
と
も
、
世
界
の
過
剰
資
金
が
ア
メ
リ
カ
へ
殺
到
す
る
こ
と
も
到
底
あ
り
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
ア
 
 

メ
リ
カ
の
ド
ル
が
外
国
へ
流
出
す
る
」
、
「
こ
の
流
出
し
た
分
が
…
…
ア
メ
リ
カ
の
高
金
利
に
釣
ら
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
資
本
と
し
て
還
流
」
 
 

し
、
「
こ
れ
を
借
金
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
双
子
の
赤
字
が
埋
め
ら
れ
」
、
さ
ら
に
ま
た
「
経
常
収
支
赤
字
で
ド
ル
が
海
外
へ
流
出
」
す
る
と
 
 

い
う
い
わ
ゆ
る
ド
ル
の
「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
サ
ー
ク
ル
 
（
帝
王
循
環
）
」
（
長
岡
琴
前
掲
、
〓
ハ
五
－
六
六
東
）
は
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
上
 
 

に
成
立
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
フ
ロ
ー
ト
制
の
利
朋
の
形
で
あ
っ
た
。
同
「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
サ
ー
ク
ル
」
は
単
に
「
ア
 
 

メ
リ
カ
は
債
務
を
自
分
の
国
の
通
貨
で
返
せ
る
基
軸
通
貨
国
で
あ
り
」
（
同
、
〓
ハ
六
頁
）
、
ド
ル
が
国
際
通
貸
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
だ
け
 
 

で
は
な
く
、
正
に
フ
ロ
ー
ト
制
に
も
と
づ
く
ア
メ
リ
カ
の
不
換
国
際
通
貸
ド
ル
の
フ
ル
利
榊
の
方
法
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
い
い
う
る
。
 
 
 



3
 
国
際
金
融
と
ア
メ
リ
カ
経
済
 
 

以
上
み
た
国
際
金
融
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ア
メ
リ
カ
経
済
の
関
係
を
ま
と
め
て
い
う
と
、
一
九
五
〇
－
六
〇
年
代
に
は
、
戦
前
・
戦
中
 
 
 

に
形
成
さ
れ
戦
後
に
も
ち
越
さ
れ
て
い
た
国
際
競
争
力
を
も
つ
巨
大
な
国
内
生
産
力
を
基
礎
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
い
わ
ば
一
国
的
規
模
 
 
 

の
軍
需
中
心
の
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
展
開
し
、
資
本
主
義
世
界
全
体
の
経
済
拡
大
を
、
王
導
し
た
。
そ
の
さ
い
同
国
の
内
需
、
玉
導
型
経
済
体
 
 
 

制
を
対
外
的
に
保
障
し
た
の
が
I
M
F
機
構
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
I
M
F
は
、
米
国
国
際
収
支
赤
字
の
ド
ル
残
高
決
済
を
制
度
的
に
 
 

保
障
し
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
過
剰
ド
ル
散
布
を
支
え
た
。
し
か
る
に
七
一
年
の
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
 
 

ア
メ
リ
カ
の
外
部
に
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
に
措
抗
す
る
か
な
い
し
は
上
回
る
生
産
力
が
形
成
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
産
業
の
空
洞
化
が
進
 
 
 

み
、
同
国
は
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
拡
大
に
対
応
す
る
国
内
生
産
力
基
盤
を
喪
失
し
た
。
そ
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
の
内
需
拡
大
を
基
軸
と
す
る
 
 

経
済
成
長
政
策
と
I
M
F
∴
閏
走
レ
ー
ト
制
と
の
両
立
が
不
可
能
に
な
り
、
ド
ル
・
金
交
換
と
固
定
レ
ー
ト
削
が
放
棄
さ
れ
、
I
M
F
体
 
 
 

制
が
崩
壊
し
た
。
七
〇
年
代
に
は
、
I
M
F
体
制
に
代
っ
て
む
し
ろ
フ
ロ
ー
ト
制
と
フ
ロ
ー
ト
制
に
も
と
づ
く
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
 
 
 

が
、
ア
メ
リ
カ
の
積
極
的
需
要
拡
大
政
策
と
内
需
主
導
型
経
済
を
包
摂
・
支
持
す
る
対
外
的
枠
組
み
に
な
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
に
と
ど
ま
 
 
 

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
上
さ
ら
に
外
国
公
的
部
門
の
対
米
資
本
流
入
 
（
米
国
債
投
資
）
 
に
よ
っ
て
も
、
ヒ
○
年
代
の
同
国
経
済
体
制
は
補
完
 
 
 

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ド
ル
の
フ
ロ
ー
ト
ダ
ウ
ン
が
、
非
米
諸
国
の
為
替
レ
ー
ト
切
上
げ
の
対
抗
措
置
を
呼
ん
で
、
為
替
レ
ー
 
 

ト
変
動
に
よ
る
国
際
収
支
調
整
効
果
が
相
投
さ
れ
て
し
ま
い
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
不
均
衡
が
期
待
ど
お
り
に
は
改
善
き
れ
え
な
か
っ
 
 

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
外
国
政
府
部
門
に
よ
る
対
米
公
的
金
融
＝
い
わ
ゆ
る
「
公
的
体
制
支
持
金
融
」
 
に
依
存
し
て
、
米
国
国
際
収
 
 

支
の
赤
字
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
内
需
主
導
型
経
済
体
制
が
対
外
的
に
支
え
ら
れ
る
関
係
が
あ
っ
た
。
 
 

さ
ら
に
、
フ
ロ
ー
ト
制
を
対
外
的
枠
組
み
と
し
て
成
育
‥
つ
て
い
た
の
は
、
八
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
ば
あ
い
も
同
じ
で
あ
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
 
（
Ⅳ
）
 
 
 



実
 
 
 

っ
た
が
、
し
か
し
そ
こ
で
は
も
は
や
七
〇
年
代
の
ば
あ
い
の
よ
う
な
外
国
公
的
部
門
に
よ
る
「
公
的
支
持
金
融
」
 
の
支
え
だ
け
で
は
す
ま
 
 

な
か
っ
た
。
む
し
ろ
先
進
国
間
資
本
移
動
を
保
障
す
る
国
際
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
同
ル
ー
ト
か
ら
大
嵐
に
対
米
流
人
し
た
外
周
民
間
資
 
 

本
を
対
外
的
支
柱
と
し
て
、
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
内
翠
玉
導
型
経
済
体
制
は
展
開
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
流
入
外
国
民
間
資
本
に
よ
 
 

っ
て
、
同
国
の
巨
額
な
貿
易
・
経
常
収
支
赤
字
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
え
た
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
外
部
の
生
産
力
を
動
員
し
、
輸
入
供
給
 
 

の
増
加
・
国
内
供
給
力
の
補
強
に
よ
り
国
内
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
し
、
外
国
製
品
と
外
国
資
本
の
輸
入
取
込
み
に
依
存
し
っ
つ
、
需
要
別
山
 
 

に
よ
る
経
済
成
長
・
雇
用
拡
大
政
策
を
断
行
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
ー
ト
制
に
も
と
づ
く
ド
ル
高
と
外
国
民
間
資
本
の
輸
入
取
込
み
 
 

は
、
ア
メ
リ
カ
外
部
の
生
産
力
を
動
員
・
利
用
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
外
部
生
産
力
の
吸
収
－
「
ア
ブ
ゾ
ー
バ
ー
」
に
依
拠
し
て
、
七
 
 

〇
年
代
末
に
逢
着
し
た
対
外
的
危
機
と
国
内
イ
ン
フ
レ
加
速
化
の
制
約
を
現
実
的
に
回
避
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
拡
大
を
 
 

テ
コ
に
イ
ン
フ
レ
な
き
経
済
成
長
を
実
現
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
八
〇
年
代
の
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
が
そ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 
 
 

そ
の
背
景
に
は
、
く
り
返
し
い
う
よ
う
に
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
拡
大
に
対
応
す
る
園
内
生
産
力
の
欠
如
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
国
内
供
給
力
 
 

条
件
が
あ
っ
た
。
前
掲
第
2
3
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
七
〇
年
代
の
そ
れ
に
も
ま
し
て
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
依
存
率
は
よ
 
 

り
上
昇
し
て
い
る
。
財
貨
部
門
京
菜
・
鉱
工
業
・
建
設
業
）
 
の
輸
入
比
率
は
七
九
年
の
一
九
・
八
％
か
ら
八
五
年
に
は
二
二
・
〇
％
へ
、
 
 

製
造
業
部
門
に
限
れ
ば
製
品
輸
入
比
率
（
国
内
付
加
価
値
生
産
額
に
た
い
す
る
輸
入
額
の
割
合
）
は
、
八
〇
年
の
二
丁
五
％
か
ら
八
五
 
 

年
に
は
じ
つ
に
三
T
O
％
へ
い
ち
じ
る
し
く
高
ま
っ
て
い
る
（
A
．
尋
a
君
r
｝
宅
○
ユ
d
P
O
W
e
r
a
n
d
萄
○
ユ
d
M
O
n
e
y
怒
声
p
．
N
∽
N
）
。
輸
 
 

入
依
存
率
の
上
昇
は
追
加
需
要
に
た
い
す
る
国
内
供
給
の
相
対
的
不
足
化
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
外
部
に
お
け
る
日
 
 

本
の
M
E
生
産
力
や
N
I
E
S
工
業
力
、
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
の
在
外
生
産
力
の
形
成
が
、
フ
ロ
ー
制
と
ア
メ
リ
カ
の
内
需
主
導
型
経
 
 

済
成
長
・
輸
入
拡
大
に
よ
っ
て
よ
り
促
進
さ
れ
、
国
内
産
業
「
空
洞
化
」
が
深
化
し
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
う
る
。
に
も
か
 
 
 



か
わ
ら
ず
、
フ
ロ
ー
ト
制
を
前
提
に
し
た
国
際
金
融
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
外
国
民
間
資
本
を
大
量
に
取
込
み
う
る
な
ら
ば
、
国
内
 
 

生
産
力
の
相
対
的
不
足
な
い
し
劣
位
化
を
国
際
金
融
関
係
で
現
実
的
に
カ
バ
ー
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
な
お
需
要
拡
大
政
策
と
内
需
主
導
型
 
 
 

経
済
発
展
を
継
続
し
実
現
で
き
る
関
係
に
あ
っ
た
。
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
フ
ロ
ー
ト
制
と
ド
ル
の
対
外
散
布
－
ド
ル
回
収
の
 
「
イ
ン
 
 
 

ペ
リ
ア
ル
・
サ
ー
ク
ル
」
操
作
の
国
際
金
融
関
係
の
上
に
組
み
建
て
ら
れ
、
か
つ
国
際
通
貨
ド
ル
及
び
他
界
最
大
の
経
済
力
を
も
つ
ア
メ
 
 
 

リ
カ
の
み
に
許
さ
れ
た
八
〇
年
代
に
特
有
な
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
体
制
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
。
 
 

こ
の
ば
あ
い
同
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
主
導
の
世
界
経
済
体
制
の
な
か
で
、
非
米
諸
国
は
対
米
資
本
輸
出
・
商
品
輸
 
 
 

出
を
拡
大
し
、
そ
れ
を
と
お
し
て
自
国
の
過
剰
資
本
・
過
剰
生
産
力
を
処
理
し
て
蓄
積
拡
大
し
う
る
関
係
に
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
内
需
 
 
 

主
導
型
経
済
成
長
が
成
立
ち
う
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
国
家
に
よ
る
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
同
国
の
高
度
大
衆
消
雪
市
場
の
拡
大
に
依
存
な
 
 

一
‖
）
 
 

い
し
寄
生
し
て
、
非
米
諸
国
は
対
米
中
心
に
輸
出
拡
大
し
、
経
済
成
長
し
、
利
益
均
喪
に
与
り
う
る
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
 
 
 

ゆ
え
に
非
米
先
進
諸
国
は
、
「
日
米
円
ド
ル
委
員
会
」
 
（
八
三
年
一
〇
月
設
置
）
等
で
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
強
い
対
日
金
融
∴
軍
本
市
場
開
 
 

放
要
求
や
そ
の
他
「
輸
出
自
主
規
制
」
要
求
な
ど
に
応
じ
、
対
米
国
際
協
調
・
協
力
体
制
を
組
ん
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

㈹
 
ア
メ
リ
カ
議
会
筋
が
、
こ
の
点
を
と
ら
え
て
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
・
西
ド
イ
ツ
等
非
米
先
進
諸
国
に
た
い
し
て
、
そ
れ
ら
諸
国
の
 
 
 

工
業
製
品
や
過
剰
資
本
の
捌
け
口
に
な
り
、
旧
帝
国
主
義
時
代
同
様
・
同
然
の
 
「
植
民
地
」
的
立
場
に
あ
る
と
、
指
摘
し
て
い
る
の
は
 
 
 

き
わ
め
て
興
味
深
い
。
「
米
国
の
対
ロ
主
要
輸
出
と
対
日
輸
入
を
比
較
し
て
み
る
と
、
耐
え
稚
い
よ
う
な
情
況
に
あ
る
…
…
米
国
は
先
進
 
 
 

国
に
憤
料
を
供
給
す
る
発
展
途
上
国
の
観
が
あ
る
。
米
国
は
日
本
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
（
栽
培
場
）
 
で
あ
り
、
高
技
術
・
高
付
加
佃
 
 
 

値
製
品
と
引
き
換
え
に
木
材
を
切
出
し
、
穀
物
を
栽
培
し
て
い
る
」
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
「
こ
の
関
係
は
受
け
入
れ
経
い
も
の
で
あ
」
 
 
 

る
 
（
T
a
s
k
F
O
r
C
e
O
n
U
．
S
J
a
p
a
n
T
r
a
d
e
㌔
日
米
貿
易
報
告
（
第
2
次
ジ
ョ
ー
ン
ズ
報
告
）
㌔
 
‖
本
貿
易
振
興
会
、
一
九
八
〇
牛
、
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
率
洞
化
 
（
Ⅳ
）
 
 
 



アメリカの国際資本移動  川棚仁：11）位ドル）  

外周賛木  外l：    の 民 間 資 産  
統計上  

の流人   
（＋）  賛 躍1I  

Ⅰ三 券  米証券  の玖偵  米兵情   

6．4   6．9  －（）．6   1．5   n．1  2．2  －6．3   2．【I   り．6   

2：う．0   26．9  －3，9   r）．4   （1．0  2．3  岬6．9   （】．4  －9．1   

21．5   1（】．5  11．（l   0．を）   0，0  4．5   4．8   り．8  －1．2   

18．4   6．し）  12．4   2．8  →（l．2  4．1）   4．7   1．り  －2．7   

34．2   1（）．5  23．7   4．8   （）．7  （し4   16．（I   1．H  －1．5   

15．7   7．0  S．6   2．6   2．6  2．5   0．6   （lJi   5．9   

36．5   17．7  18．H   4，3   2．8  1．3   11．n  一り．6  1り．5   

51．3  36．8  1上1．5   ニう．7   （1．5  2．4   6．7   1．1  －2．2   

64．0  33．7  3（1．4   7．9   2．2  2．3   16．1   1．9  12．2   

38．8  【13．7  52．4  11．9   5．（1  1．4   32．6   1．6  2G．4   

58．1   15．5  42．6  16．9   2．6  5．5   1（．し7   （i．！）  25．4   

83．0   5．0  78．1  25．2   2．9  6．∈）   ・12．1   【I．fl  25．（）   

92，4   3．6  88．8  12．5   7川  6」   65．6  －2．4  41．4   

83．4   5．8  77．5  川．5   8．7  l）．2   5り．3  ∬lI．1  l〔）．1   

1（）2．0   3．1  98．9  24．7  23．（）   12．6   ニi：う．8   4．7  26．（I   

131．n  －1．l  132．1  2tl．（l  2（）．4   51．（I   」1．（）  …（I．1  2J．8   

22：う．2  35．6  187．5  ：娼．G   ：i．8   71．1I   79．8  －2．（う  15，⊥壬   

2：引）．0  45．4  184．6  58．2  ¶7．6   42．1   榊．（1   2．リ   【4．l   

219．5   39．8  179．7  57．3  20．2   2fi．J   7†l．2   5．（う  ー（）．1   

21：ま，7   8．5  205．2  67．リ    29．6  ：うH．8   （う3．4   5．（i   2．j   

99．4 33．9  65，5  購．1  －2．5  1．6   16．4   ムl．9  47」   

67．0   18．4  48，（i  11．5  16，2   ：う」．9  －1：i．7  山（）．4  ・－1．1  

八
ロ
 
 
 

ー
正
真
）
。
 
 

も
ち
ろ
ん
、
他
面
で
は
ア
メ
リ
カ
は
非
米
先
進
諸
 
 

国
の
対
米
資
本
・
商
品
愉
〓
に
支
、
見
ら
れ
て
、
現
代
 
 

資
本
、
主
義
的
雇
用
政
策
を
実
施
し
う
る
関
係
に
あ
り
、
 
 

双
方
利
益
し
相
互
依
存
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
 
 

で
あ
っ
て
、
こ
の
ば
あ
い
の
米
－
非
米
諸
国
間
係
は
 
 

古
典
的
帝
国
、
主
義
的
収
奪
－
披
収
奪
関
係
に
あ
る
わ
 
 

け
で
は
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 
 

五
〇
－
六
〇
年
代
に
は
ア
メ
リ
カ
は
一
回
的
規
模
の
 
 
 

ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
展
開
し
た
。
七
〇
年
代
の
い
わ
ば
 
 
 

過
渡
期
を
へ
て
、
八
〇
年
代
に
は
ア
メ
リ
カ
は
、
外
部
 
 
 

の
外
国
資
本
と
外
部
の
工
業
性
感
力
の
輸
入
取
込
み
を
 
 

不
可
欠
要
因
と
し
前
提
条
件
と
し
て
、
他
界
経
済
関
係
 
 
 

の
な
か
で
、
世
界
的
規
模
で
の
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
強
 
 
 

行
し
た
。
一
回
的
・
自
立
的
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
展
開
 
 
 

が
も
は
や
成
立
ち
が
た
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
 
 
 

八
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
現
代
資
本
主
義
と
同
園
 
 
 



第29表  

米資本  米 国 の 民 間 賛 成  

の流骨一   

（－）   賛 塵（l）  の情椒  米債梯   

1970  －9．3   0．9  －1〔），2  －7．6   －1．1   －1．（）  －（）．6   

1971  －12．5   0，5  －12．9  －7、6   －1．1   3．い  1，2   

1972  －14，5  －1．6  …12．9  －7，7   －り．6   －3．5  －1，1   

1973  －22．9  －2．5  －2り．4  －11．4   uO．7   －6．（）  －2，4   

1974  －34．7   －1．1  －33．6  －9．1   －1．9  19．5  －3，2   

1975  欄39．7   －4．3  一二i5，4  －14．2   岬6．2  －13，5   －1．4   

1976  －5l．3  －6，8  －44，5  Ⅵ11．9   －8．9  －21．4  －2」う   

1977  －34．8  －4．1  －30．7  －11．9   w5．5   －11．」  －1，9   

1978  －61．1   －：う．9  －57．2  ”16．1   －3．6  －33．7  －：う．9   

1979  －66．1   －4．9  ∬61．2  【25．2   ¶4．7   －26．2  －5．0   

198り  ー牒7．tI  岬13．3  －73．7  →19．2   －3．6  －46．8  －4．0   

1981  －114，1  －10．3  －1り3．9  －9．6   －5．7   －84，2  －4．3   

1982  －122．3  －11．1  －111．2   1．U   －8．（）  －111．l   6．8   

1983  －58．9  －6．2  －52．7  －4．9   －6．8  ¶29．9  －11．1   

1984  －29．2  －0．6  －20．6  ¶10．9   －4．8  －11．1   6．2   

1985  －34．1   －6．7  －27．4  －13．4   －7．5   一l．3  －5．2   

1986  －91．1   －1．7  －89．4  －17．1   4．3  －60．り  －8．0   

1987  －62．4   10．2  －72．6  －27．2   －5．3  －42．1   2．0   

1988  －92．7   －0．9  －91．8  －15．4   Ⅳ7．8  －56．3  －12．1   

1989  －114．9  －24．0  －9（1．9  －29．（）  －22．1  －51」i   11．4   

1990  －56．3   0．1  －56．5  －32．7  －28．8   －7．5  ｝2．5   

1991  －62．2   9．2  －71．4  －27．1  〝45．（）   鼎4．8   5．5   

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
 
（
Ⅳ
）
 
 

棚 公的準備賛塵とその他の政府資産の合批  

（出所）S．C．B．，June1992，pp．78－79．  

中
心
の
世
界
資
本
、
主
義
は
そ
れ
以
前
に
比
し
て
歴
史
的
 
 
 

に
脆
弱
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

第
二
節
 
ア
メ
リ
カ
の
純
債
務
国
化
 
 

1
 
対
外
債
務
の
累
増
 
 

も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
流
入
外
国
資
本
は
経
済
 
 
 

的
に
無
償
・
無
料
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
 
 
 

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
元
利
払
い
の
履
行
が
義
務
付
け
ら
 
 
 

れ
た
対
外
債
務
で
あ
り
、
輸
入
外
国
資
本
に
よ
る
ア
メ
 
 
 

リ
カ
の
国
際
収
支
赤
字
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
 
「
債
務
に
 
 
 

よ
る
支
払
い
」
 
と
い
わ
れ
て
い
る
理
由
で
あ
る
。
 
 

前
述
の
よ
う
に
八
〇
年
代
に
、
ア
メ
リ
カ
は
 
「
世
界
 
 
 

の
貯
蓄
を
借
り
ま
く
り
」
、
国
際
資
本
の
他
界
最
大
の
借
 
 

手
国
に
な
っ
た
。
八
〇
－
八
六
年
間
に
、
対
米
流
人
外
 
 
 

国
資
本
は
年
平
均
一
一
〇
四
億
ド
ル
、
流
入
額
か
ら
流
 
 
 

出
額
を
差
し
引
い
た
対
米
純
資
本
流
入
高
は
年
平
均
三
 
 

五
三
億
ド
ル
に
の
ぼ
っ
て
い
る
（
第
2
9
表
参
照
）
。
同
額
 
 

相
当
分
が
年
々
ア
メ
リ
カ
の
対
外
純
債
務
と
な
っ
て
積
 
 

八
一
 
 
 



八
二
 
 
 

み
増
し
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
ア
メ
リ
カ
の
対
外
債
務
残
高
（
外
国
の
民
間
部
門
及
び
公
的
部
門
の
在
米
資
産
残
 
 

高
）
は
一
挙
に
激
増
し
た
。
同
債
務
残
高
は
、
八
〇
年
末
の
五
〇
〇
八
億
ド
ル
が
八
五
年
末
に
は
一
兆
〇
六
一
一
億
ド
ル
、
八
六
年
末
に
 
 

は
一
兆
三
四
一
一
億
ド
ル
ヘ
、
こ
の
間
二
・
七
倍
も
膨
張
し
、
八
六
年
に
は
同
国
G
N
P
の
三
丁
七
％
相
当
に
達
し
て
い
る
（
第
3
0
表
 
 

参
照
）
。
八
六
年
末
の
対
外
債
務
残
高
の
内
訳
は
、
外
国
公
的
部
門
資
産
一
八
・
〇
％
、
外
国
民
間
部
門
資
産
八
二
・
〇
％
、
さ
ら
に
後
者
 
 

の
う
ち
直
接
投
資
一
六
・
四
％
、
財
務
省
証
券
及
び
そ
の
他
証
券
投
資
二
九
・
八
％
、
米
銀
行
債
権
三
三
・
七
％
、
非
米
銀
行
債
権
二
・
 
 

〇
％
の
割
合
で
、
民
間
証
券
投
資
と
民
間
米
銀
行
債
権
の
残
高
が
全
体
の
六
三
・
五
％
と
圧
倒
的
比
率
を
し
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ア
 
 

メ
リ
カ
の
対
外
資
産
残
高
か
ら
対
外
債
務
残
高
を
差
引
い
た
純
資
産
残
高
は
、
一
気
に
食
い
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
同
国
の
純
資
産
残
高
 
 

は
、
八
一
年
末
に
一
四
〇
九
億
ド
ル
に
の
ぼ
っ
て
い
た
の
が
、
八
四
年
末
に
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
、
そ
し
て
八
五
年
末
に
は
逆
に
一
一
一
 
 

四
億
ド
ル
の
負
債
超
過
（
純
債
務
）
、
八
六
年
末
に
は
同
じ
く
負
債
超
過
二
六
七
八
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
（
簿
価
評
価
ベ
ー
ス
に
よ
 
 

る
）
。
八
六
年
末
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
対
外
純
債
務
残
高
は
一
一
〇
七
倍
ド
ル
、
メ
キ
シ
「
二
〇
一
七
億
ド
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
四
八
九
億
ド
ル
 
 

な
ど
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ら
の
重
債
務
途
上
諸
国
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
八
五
年
末
時
点
で
世
界
最
大
の
純
債
務
保
有
 
 

国
に
転
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
一
九
八
五
年
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
は
世
界
最
大
の
債
務
国
と
な
り
、
そ
の
年
だ
け
で
一
〇
〇
〇
 
 

億
ド
ル
以
上
と
い
う
ブ
ラ
ジ
ル
の
債
務
総
額
を
し
の
ぐ
借
入
れ
を
行
っ
た
…
…
世
界
の
最
富
裕
国
が
、
五
年
の
う
ち
に
一
世
紀
に
わ
た
る
 
 

傾
向
を
逆
転
し
、
世
界
最
大
の
僚
務
国
と
な
っ
た
」
（
R
．
G
．
G
i
宮
口
竜
．
C
i
t
．
前
掲
訳
、
三
三
八
東
）
。
も
し
、
時
価
評
価
ベ
ー
ス
（
保
有
金
 
 

は
年
末
の
金
市
場
価
格
で
、
直
接
投
資
は
当
該
年
時
点
の
再
取
得
コ
ス
ト
で
再
評
価
）
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
純
債
務
国
化
は
八
六
年
 
 

に
、
市
場
価
格
ベ
ー
ス
（
食
は
金
市
場
価
格
、
直
接
投
資
は
当
該
年
時
点
の
現
地
株
式
市
場
価
格
で
再
評
価
）
に
よ
れ
ば
、
八
七
年
に
、
 
 

簿
価
評
価
ベ
ー
ス
の
ケ
ー
ス
よ
り
も
ー
、
二
年
後
に
ズ
レ
込
む
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ア
メ
リ
カ
が
巨
額
な
対
外
債
務
を
積
み
 
 
 



第38表 アメリカの対外資産・負債残高（1980～88年）  

（単位：10億ドル）  

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 

年末  1980  1981  1982  1983  1984  1985  1986  1987  1988   

米国の純資産残高   1（）6．3  140，9  136．7  89．0  3．3  －111．4  －267．8  －378．3  －532，5   

米国の在外資産  607．1  719．6  824．8  873．5  895．9  949．7  1，073．3  1，169．7  1，253．7   

公的準備費献金・州銅貨等）   26．8  30．1  34．n  33．7  34．9  43．2  48．5  45．8  47．8   
その他の政府資慮   63．8  68．7  74．6  79．5  84．8  87．6  89．5  88．5  85．5   

民間資産  516．6  620．9  716．2  760．2  776．1  818．9  935．3  1，035．4  1，120．4   

直接投資  215．4  228．3  207．8  207．2  211，5  230．3  259．8  308．0  326．9   

外国証券  62．7  63．2  75．3  83．4  88．9  112．2  131，7  146．7  156．8   

非鉄行部門の債権   34．7  35．9  28．6  35．1  30」  29．（）  36．4  31．2  32．9   

米銀行の債権   203．9  293．5  404．6  434．5  445．6  447．4  507．3  549．5  6り3．8   

外国の在米賛塵  500，8  578．7  688．1  784．5  892．6  1，061．1  1．341．1  1，548．0  1，786，2   

公的鵬（粗甘沌討柑闇櫓等1   176．1  1と川．4  1とミ9．1  194．5  199．3  2〔）2．7  241，9  28ニi．6  322．1   

民間資慮  324．8  39臥3  498．9  590．0  693．3  858．4  1．099．2  1，264．ヰ  1，464．1   

庇撲投資  83．0  108．7  1封．7  137．1  164．6  1とi4．6  22り」  271．8  328．9   

財務省証券  16．1  18．5  25．8  33．8  58．2  83，6  91．5  78」う  96．6   

その他米証券  74．1  75．1  93，（）  113．8  127．3  206．2  308．8  こilj．3  393．6   

非銀行部門の債権   ：うり．4  30．6  27．5  26．9  31．0  29．5  26．9  29．4  35．5   

粗鉄行の構権   121．1  165．4  228．（）  27とi．3  312．2  354．5  451．6  54り．6  6〔19，5   

米国の純資産残高  
傭  379．6  359．4  364．0  285．0  164，0  64．3  －7j．1  －135．‥  －：州6．n  

ヤ  

（「持場価格評イ睨  
258．5  224．1  11l，0  64．5  14．6  仙42．2  －15r）．6   

（出所）Eco，Rep．ofthe Presi．．1989，p．429，1990，p．409，備考はS．C．B．，June1991，  

P．26．   

ノヽ  



八
田
 
 
 

増
し
っ
づ
け
た
結
果
、
八
〇
年
代
後
準
則
に
世
界
最
大
の
純
情
務
・
情
金
城
高
大
囲
に
転
落
し
た
の
に
は
変
り
な
い
。
「
八
〇
隼
代
の
資
本
 
 

流
人
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
は
牲
群
島
大
の
債
務
国
に
転
じ
た
…
…
ア
メ
リ
カ
の
八
七
年
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
レ
シ
オ
（
＝
拙
 
 

資
収
支
支
払
い
繊
／
財
・
サ
ー
ビ
ス
輸
山
攣
は
二
〇
％
、
八
七
年
末
の
対
外
債
汚
残
高
の
名
目
G
N
P
比
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
輸
山
裾
比
 
 

は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
四
％
、
三
六
一
％
」
に
達
し
、
「
数
字
の
上
で
は
中
南
米
や
中
南
米
を
含
め
た
重
債
務
国
と
ほ
ぼ
等
し
い
も
の
と
な
っ
て
 
 

い
る
」
 
（
経
企
庁
『
世
界
経
済
自
書
昭
和
6
3
年
版
』
、
一
七
一
頁
）
。
八
〇
年
代
後
半
期
に
お
け
る
純
対
外
債
務
国
へ
の
転
落
は
、
節
一
次
大
 
 

戦
勃
発
時
の
一
九
山
四
年
に
純
債
権
国
に
転
じ
て
以
降
〓
貰
し
て
対
外
純
資
産
を
蓄
積
し
、
世
界
最
大
の
純
対
外
債
権
団
と
し
て
の
地
位
 
 

を
恒
常
的
に
維
持
し
っ
づ
け
て
き
た
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
二
〇
世
紀
経
済
史
上
兼
曽
有
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
 
 

2
 
国
際
収
支
構
造
の
実
質
的
破
綻
 
 

▲
1
－
 
 
 

か
か
る
ア
メ
リ
カ
の
純
対
外
債
務
国
化
1
投
資
収
益
収
支
の
感
化
は
、
輿
に
只
ご
と
で
は
な
か
っ
た
。
 
 
 

Ⅲ
 
純
債
務
国
化
即
投
資
収
益
収
支
赤
字
化
で
は
な
い
。
投
資
収
益
収
支
は
、
対
外
資
産
に
よ
る
利
子
・
配
当
受
取
り
か
ら
対
外
債
務
 
 
 

へ
の
利
子
・
配
当
支
払
い
を
差
引
い
た
残
高
で
あ
り
、
受
取
り
と
支
払
い
の
両
者
の
収
益
率
が
同
等
値
に
な
る
必
然
性
が
な
い
か
ら
で
 
 
 

あ
る
 
（
ア
メ
リ
カ
の
ば
あ
い
は
、
対
外
直
接
投
資
と
民
間
金
融
資
産
投
資
に
関
し
て
は
対
外
資
産
収
益
率
が
対
外
免
償
収
益
率
を
上
回
 
 
 

り
、
政
府
部
門
の
金
融
資
産
投
資
に
関
し
て
は
逆
に
村
外
資
産
収
益
率
が
対
外
負
債
収
益
率
を
下
回
る
傾
向
が
あ
り
、
さ
ら
に
米
銀
行
 
 
 

の
対
外
資
産
額
は
過
大
評
価
、
米
国
対
外
債
務
残
高
は
過
少
評
価
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
石
見
徹
他
編
、
前
掲
、
一
三
五
－
 
 

三
八
頁
参
照
）
。
 
 

と
は
い
、
え
、
純
債
務
ス
ト
ッ
ク
の
累
増
は
遅
か
れ
早
か
れ
フ
ロ
ー
と
し
て
の
投
資
収
益
収
支
の
逆
調
を
伴
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
 
 
 

い
。
じ
じ
つ
同
国
の
投
資
収
益
収
支
の
黒
字
幅
は
八
一
年
の
三
二
九
倍
ド
ル
を
ピ
ー
ク
に
し
て
八
五
年
に
は
二
〇
六
億
ド
ル
、
八
九
年
 
 
 



に
一
三
七
億
ド
ル
へ
急
激
に
減
少
し
、
九
四
年
に
は
つ
い
に
九
三
億
ド
ル
の
赤
字
に
転
化
し
て
い
る
（
E
c
〇
．
R
e
p
．
〇
f
t
h
e
P
r
e
s
i
．
↓
－
悪
声
 
 

p
．
〕
u
N
）
。
 
 
 

第
一
に
、
投
資
収
益
収
支
項
目
は
、
貿
易
収
支
項
目
と
並
ぶ
一
国
の
国
際
収
支
上
？
モ
薯
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
一
九
世
紀
中
葉
自
由
 
 

主
義
期
の
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
古
典
的
帝
国
主
義
期
の
ド
イ
ツ
は
、
貿
易
収
支
が
赤
字
で
あ
り
、
そ
れ
を
投
資
収
益
収
支
の
黒
字
が
補
填
し
、
 
 

な
お
残
る
剰
余
分
が
対
外
投
資
に
振
向
け
ら
れ
る
国
際
収
支
構
造
で
あ
っ
た
。
低
開
発
植
民
地
の
 
「
典
型
国
」
 
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
の
ば
あ
 
 

〔
り
こ
 
 

い
は
、
逆
に
投
資
収
益
収
支
が
赤
字
で
、
そ
れ
を
貿
易
収
支
の
黒
字
が
カ
バ
ー
し
て
国
際
収
支
が
バ
ラ
ン
ス
化
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
し
 
 

た
が
っ
て
貿
易
収
支
赤
字
の
う
え
に
投
資
収
益
収
支
が
悪
化
な
い
し
赤
字
化
し
た
ば
あ
い
、
そ
れ
は
一
国
の
国
際
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
決
定
 
 

的
な
破
綻
に
つ
な
が
ら
ぎ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
じ
つ
さ
い
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
、
巨
額
な
貿
易
収
支
赤
字
に
投
資
収
益
収
支
の
 
 

悪
化
が
重
な
っ
た
結
果
、
膨
大
か
つ
恒
常
的
な
経
常
収
支
赤
字
勘
定
に
な
り
、
八
二
－
八
五
年
間
に
年
平
均
六
九
七
億
ド
ル
、
八
六
－
九
 
 

【
リ
J
V
 
 

O
年
間
に
年
平
均
一
二
八
二
億
ド
ル
と
い
う
底
抜
け
の
巨
大
経
常
赤
字
を
記
録
す
る
に
至
っ
て
い
る
 
（
E
c
〇
．
R
e
p
．
〇
f
t
h
e
P
r
e
s
i
」
票
声
申
 
 
 

〕
∽
N
よ
り
算
出
）
。
 
 
 

偽
 
イ
ギ
リ
ス
の
一
八
六
一
－
六
五
年
問
の
国
際
収
支
主
要
項
目
の
年
平
均
値
は
 
（
単
位
百
万
ポ
ン
ド
）
、
貿
易
収
支
 
〓
）
瓦
六
・
 
 
 

八
、
海
運
収
入
 
（
＋
）
 
三
四
・
一
、
投
資
収
益
収
支
 
（
十
）
 
二
一
・
八
、
そ
の
他
貿
易
外
収
支
 
（
十
）
 
二
五
ニ
ー
で
、
経
常
収
支
は
l
一
 
 

二
・
〇
の
黒
字
。
こ
の
間
の
対
外
投
資
残
高
の
純
増
は
一
一
〇
・
一
。
ド
イ
ツ
の
一
九
一
〇
－
一
四
年
間
の
主
要
収
支
項
目
の
年
平
均
 
 
 

値
 
（
単
位
億
マ
ル
ク
）
 
も
、
貿
易
収
支
 
（
ニ
ー
三
・
七
、
投
資
収
益
を
中
心
と
す
る
貿
易
外
収
支
 
（
＋
）
 
二
〇
・
六
で
、
経
常
収
支
 
 

は
 
（
＋
）
 
七
・
〇
の
黒
字
。
 
 

イ
ン
ド
の
国
際
収
支
 
（
一
八
九
九
－
一
九
〇
三
年
間
年
平
均
、
単
位
百
万
ポ
ン
ド
）
 
は
、
貿
易
収
支
 
（
十
）
 
二
九
・
八
、
貿
易
外
収
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
 
（
Ⅳ
）
 
 
 



八
六
 
 

支
（
こ
一
九
・
六
（
利
子
（
こ
八
⊥
ハ
、
運
賃
・
保
険
（
こ
四
・
六
、
本
国
費
等
各
種
送
金
二
こ
六
・
四
）
、
金
銀
輸
出
入
（
こ
 
 
 

八
・
四
で
、
経
常
収
支
は
∵
八
の
票
字
。
以
上
宮
崎
躍
一
他
編
『
近
代
国
際
経
済
要
覧
』
、
東
大
出
版
会
、
一
九
八
一
年
、
八
〇
、
九
 
 
 

五
頁
、
山
田
秀
雄
『
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
経
済
史
研
究
』
、
岩
波
書
店
、
山
九
七
一
年
、
二
八
頁
よ
り
。
 
 
 

㈱
 
周
知
の
よ
う
に
、
経
常
収
支
は
、
貿
易
収
支
と
貿
易
外
収
支
（
投
資
収
益
収
支
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
・
政
府
サ
ー
ビ
ス
収
支
）
 
お
よ
 
 
 

び
移
転
収
支
か
ら
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ば
あ
い
、
貿
易
外
収
支
の
う
ち
の
民
間
サ
ー
ビ
ス
収
支
の
黒
字
（
知
的
所
有
権
使
用
料
、
保
隕
・
 
 
 

金
融
サ
ー
ビ
ス
、
建
設
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
等
）
は
移
転
収
支
の
赤
字
（
政
府
贈
与
・
政
府
年
金
等
移
転
、
民
間
 
 
 

海
外
送
金
）
と
政
府
サ
ー
ビ
ス
収
支
の
赤
字
（
海
外
軍
事
支
出
等
）
で
相
殺
さ
れ
る
関
係
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
国
の
貿
易
赤
字
は
 
 
 

投
資
収
益
収
支
の
貸
手
で
補
填
さ
れ
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
に
あ
っ
た
。
 
 
 

第
二
に
、
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の
恒
常
的
か
つ
巨
額
な
貿
易
・
経
常
収
支
赤
字
は
、
資
本
収
支
項
目
の
黒
字
（
外
資
輸
入
）
 
で
賄
わ
れ
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
そ
の
上
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
は
八
〇
年
代
央
以
降
膨
大
な
純
対
外
債
務
残
高
を
抱
え
込
み
、
そ
の
 
 

対
外
債
務
の
元
利
払
い
も
対
外
借
金
（
外
資
輸
入
）
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
重
大
で
あ
る
。
つ
 
 

ま
り
フ
ロ
ー
と
し
て
の
経
常
支
払
い
分
が
経
常
受
取
り
分
を
上
回
っ
て
、
純
収
入
が
恒
常
的
に
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
 
 

ら
ず
、
他
方
で
は
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
巨
額
な
純
情
金
残
高
を
抱
え
込
み
、
フ
ロ
ー
と
し
て
の
収
入
欠
損
の
埋
め
合
せ
と
ス
ト
ッ
ク
と
L
て
 
 

の
既
存
借
金
の
支
払
い
の
枚
方
を
と
も
に
新
規
借
入
金
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
サ
ラ
金
地
獄
」
的
窮
状
に
陥
込
ん
で
し
ま
 
 

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
債
務
返
済
能
力
に
関
す
る
対
外
信
用
喪
失
懸
念
や
ド
ル
為
替
リ
ス
ク
が
 
 

当
然
な
が
ら
高
ま
り
、
外
国
民
間
資
本
の
対
米
流
入
が
減
退
す
る
必
然
性
が
生
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
じ
つ
さ
い
に
は
、
為
替
接
機
や
金
利
 
 

差
を
求
め
る
短
資
移
動
等
の
撹
乱
的
要
園
、
為
替
レ
ー
ト
変
軌
に
た
い
す
る
直
接
投
資
の
鈍
感
性
や
ド
ル
の
国
際
通
俵
と
し
て
の
地
位
、
 
 
 



投
資
収
益
収
支
尻
黒
字
の
一
定
期
間
の
残
存
な
ど
の
諸
要
因
も
あ
っ
て
、
た
だ
ち
に
外
国
民
間
資
本
の
流
入
途
絶
が
生
じ
た
わ
け
で
は
な
 
 

い
が
、
と
も
か
く
ア
メ
リ
カ
の
八
〇
年
代
後
半
期
の
純
債
務
固
化
を
嶋
い
に
し
て
そ
れ
以
降
、
外
同
民
間
資
本
の
対
米
流
人
は
基
本
的
に
 
 

大
幅
に
制
限
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
立
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
じ
じ
つ
外
国
の
民
間
対
米
証
券
投
資
（
財
務
省
証
券
も
含
む
）
 
は
 
 

八
七
年
以
降
大
幅
に
縮
小
し
、
九
〇
年
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い
る
（
前
掲
第
2
9
表
参
照
）
。
ア
メ
リ
カ
に
有
利
な
内
外
金
利
格
差
が
あ
 
 

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
為
替
美
技
の
恐
れ
か
ら
対
米
公
社
債
投
資
が
激
減
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
他
外
国
民
間
の
在
米
鈍
行
預
金
等
 
 

債
権
や
民
間
対
米
直
接
投
資
も
そ
れ
ぞ
れ
八
七
年
、
八
九
年
を
ピ
ー
ク
に
し
て
そ
れ
以
降
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
「
八
六
年
か
ら
八
八
年
 
 

始
め
に
か
け
て
は
、
ド
ル
安
や
金
利
上
昇
局
面
で
明
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス
へ
の
懸
念
が
発
焦
す
る
な
か
で
、
民
間
資
金
の
証
券
投
資
が
減
 
 

少
し
」
た
。
外
国
資
本
の
対
米
流
人
は
「
外
国
政
府
の
公
的
資
金
と
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス
の
恐
れ
が
比
較
的
少
な
い
直
接
投
資
へ
と
シ
 
 

フ
ト
し
た
」
（
経
企
庁
『
世
界
経
済
白
書
昭
和
6
3
年
版
』
、
二
七
頁
）
。
だ
が
、
そ
の
民
間
直
接
投
資
も
八
〇
年
代
末
に
縮
小
に
向
か
い
、
 
 

九
一
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
直
接
投
資
収
支
が
出
超
に
変
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
ア
メ
リ
カ
の
民
間
資
本
収
支
の
黒
字
は
八
五
年
の
一
〇
四
 
 

七
億
ド
ル
か
ら
九
〇
年
に
は
わ
ず
か
六
〇
億
ド
ル
へ
傾
向
的
に
縮
小
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
結
果
的
に
み
て
、
八
六
年
以
降
の
ド
ル
為
替
 
 

レ
ー
ト
の
低
落
は
、
外
国
の
対
米
投
資
・
対
米
資
本
流
人
が
萎
縮
し
た
こ
と
の
反
映
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
三
に
、
た
し
か
に
そ
の
他
民
間
資
本
取
引
ル
ー
ト
以
外
に
外
国
公
的
部
門
資
本
の
対
米
流
人
ル
ー
ト
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
外
回
 
 

公
的
部
門
に
よ
る
対
米
公
的
金
融
・
公
的
資
本
の
流
人
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
・
経
常
収
支
赤
字
が
巨
大
化
し
た
 
 

ば
あ
い
に
は
同
対
米
公
的
金
融
で
は
制
度
的
に
処
理
・
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
七
〇
年
代
末
に
じ
じ
つ
現
実
に
暴
露
さ
れ
 
 
 

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
純
債
務
国
化
－
投
資
収
益
収
支
の
悪
化
は
、
①
ア
メ
リ
カ
の
経
常
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
破
壊
し
た
、
②
外
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 
 



八
八
 
 

国
民
間
資
本
の
対
米
流
人
を
制
限
し
た
－
し
た
が
っ
て
八
〇
年
代
前
半
期
の
よ
う
な
経
常
収
支
赤
字
を
資
本
収
支
の
黒
字
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
 
 

ス
す
る
関
係
は
破
綻
し
た
し
③
し
か
も
外
国
公
的
資
本
の
流
人
に
は
狭
い
限
界
が
あ
っ
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
構
造
 
 

の
実
質
的
破
綻
に
つ
な
が
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
外
国
民
間
資
本
の
大
量
輸
入
に
依
存
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
総
需
要
拡
張
政
策
と
内
需
主
導
型
経
済
発
展
を
運
 
 

営
・
実
現
し
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
結
局
対
外
的
に
、
ア
メ
リ
カ
の
純
債
務
国
へ
の
転
落
そ
れ
に
伴
う
同
国
国
際
収
支
構
造
の
じ
じ
っ
上
の
 
 

破
綻
に
帰
結
し
た
。
そ
し
て
そ
の
国
際
収
支
構
造
の
破
綻
は
、
じ
つ
さ
い
に
八
五
年
央
以
降
に
お
け
る
不
断
の
ド
ル
暴
落
の
危
機
の
形
を
 
 

と
っ
て
具
体
的
に
発
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

貿
易
・
経
常
収
支
ル
ー
ト
か
ら
大
量
の
ド
ル
が
対
外
流
出
す
る
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
資
本
勘
定
お
よ
び
金
融
勘
定
ル
ー
ト
を
通
ず
る
ド
 
 

ル
の
対
米
還
流
は
限
定
的
で
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
一
方
的
な
ド
ル
の
売
り
だ
け
が
残
り
、
需
給
の
恒
常
的
ア
ン
バ
ラ
ン
 
 

ス
か
ら
、
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
の
構
造
的
な
低
落
傾
向
が
生
じ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
有
力
非
米
先
進
諸
国
に
よ
る
協
調
的
為
替
市
場
介
入
 
 

や
金
利
調
整
等
政
策
協
調
－
そ
れ
で
辛
じ
て
ド
ル
価
値
が
維
持
さ
れ
、
ド
ル
暴
落
の
発
現
が
抑
止
さ
れ
て
い
る
－
の
足
並
み
の
乱
れ
な
ど
 
 

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
切
っ
掛
け
に
な
っ
て
直
ち
に
ド
ル
暴
落
の
危
機
が
現
実
に
爆
発
し
か
ね
な
い
状
況
に
立
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
 
 

に
、
一
九
八
五
年
央
に
い
わ
ゆ
藩
1
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ク
」
－
同
年
央
に
ア
メ
リ
カ
の
純
債
務
圏
化
転
落
の
事
実
が
明
ら
 
 

か
に
な
っ
て
、
外
国
資
本
の
対
米
流
人
の
持
続
不
可
能
（
ア
ン
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）
な
い
し
途
絶
化
の
懸
念
と
そ
れ
に
と
も
な
う
ド
 
 

ル
暴
落
の
現
実
化
の
恐
怖
が
朝
野
に
広
が
り
、
と
く
に
「
ア
メ
リ
カ
の
政
策
担
当
者
た
ち
に
『
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ク
』
と
 
 

｛
－
－
 
 

で
も
呼
べ
る
よ
う
な
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
」
（
竹
中
平
蔵
、
前
掲
、
二
八
頁
）
事
件
－
が
、
八
七
年
一
〇
月
に
は
ド
ル
・
株
価
・
債
権
価
 
 

T
エ
 
 

格
の
ト
リ
プ
ル
安
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ィ
」
シ
ョ
ッ
ク
が
起
り
、
ド
ル
暴
落
 
の
角
威
か
ら
ア
メ
リ
カ
経
済
お
よ
び
世
界
経
済
が
震
撼
し
 
 
 



た
。
 
 
 

㈲
 
こ
の
時
、
ア
メ
リ
カ
の
「
『
対
外
赤
字
↓
対
外
借
り
入
れ
』
が
も
は
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
な
い
と
す
る
な
ら
…
…
将
来
の
い
ず
れ
か
 
 
 

の
時
点
で
ド
ル
の
信
認
が
崩
壊
し
、
ド
ル
暴
落
と
そ
れ
に
よ
る
不
況
が
到
来
す
る
」
で
あ
ろ
う
（
同
、
二
七
頁
）
と
信
じ
ら
れ
て
、
「
サ
 
 
 

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
問
題
」
 
へ
の
深
刻
な
危
機
感
が
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
為
政
者
や
有
識
者
た
ち
の
間
に
広
が
っ
た
。
 
 
 

㈲
 
ア
メ
リ
カ
の
公
定
歩
合
の
引
上
げ
（
八
七
年
九
月
四
日
）
と
西
ド
イ
ツ
連
銀
に
よ
る
協
調
的
金
利
政
策
の
拒
否
と
金
利
引
上
げ
〓
 
 
 

○
旦
ハ
旦
及
び
米
商
務
省
の
月
間
貿
易
収
支
統
計
の
発
表
（
同
年
八
日
の
米
貿
易
収
支
の
悪
化
の
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
一
〇
 
 
 

月
一
凹
日
）
を
契
機
に
し
て
、
一
〇
月
一
九
日
（
月
曜
且
に
ア
メ
リ
カ
株
佃
の
暴
落
（
前
日
比
二
二
・
六
％
の
下
落
）
と
債
権
価
格
 
 
 

の
下
落
が
生
じ
、
引
き
続
い
て
ド
ル
為
替
相
場
の
急
落
（
一
〇
月
一
六
日
の
一
ド
ル
＝
一
閃
二
円
か
ら
八
七
年
末
に
一
ド
ル
＝
一
二
三
 
 
 

円
へ
低
下
）
が
起
っ
た
。
そ
の
根
底
に
は
、
八
五
年
九
月
の
G
5
全
息
以
後
も
ほ
と
ん
ど
改
善
を
み
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
と
財
 
 
 

政
の
巨
額
な
「
双
子
の
赤
字
」
と
同
国
の
対
外
純
ポ
ジ
シ
ョ
ン
亜
花
の
事
実
が
あ
っ
た
。
「
今
回
の
株
価
暴
落
の
基
礎
に
は
ド
ル
安
が
あ
 
 
 

っ
た
」
、
「
ド
ル
の
下
落
が
債
券
価
格
の
下
落
を
生
み
、
イ
ン
フ
レ
予
想
の
高
ま
り
を
生
む
…
…
そ
れ
が
件
の
下
落
を
生
む
と
い
う
ト
リ
 
 
 

プ
ル
安
を
つ
く
り
出
す
環
境
」
が
あ
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
吉
富
膵
「
株
価
暴
準
ド
ル
暴
落
の
意
味
と
世
界
経
済
」
『
経
セ
 
 
 

ミ
増
刊
株
価
暴
落
・
ド
ル
暴
落
と
口
本
経
済
』
、
一
九
八
八
年
、
三
頁
）
。
「
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ィ
」
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
『
経
セ
ミ
』
 
 
 

同
、
B
I
S
恵
t
h
A
n
n
u
巴
R
e
p
O
r
t
東
京
銀
行
調
査
部
訳
『
国
際
金
融
レ
ポ
ー
ト
，
8
8
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
）
、
石
井
莱
椅
子
『
政
 
 
 

策
協
調
の
経
済
学
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
〇
年
）
、
第
4
章
、
宮
崎
義
一
『
ド
ル
と
円
』
宕
波
新
書
、
一
九
八
八
年
）
、
第
Ⅰ
 
 
 

章
、
経
企
庁
『
世
界
経
済
白
書
昭
和
6
3
年
版
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
八
八
竺
、
な
ど
参
帽
…
。
 
 
 

ド
ル
の
暴
落
な
い
し
瓦
填
は
、
た
ん
な
る
ド
ル
基
軸
通
貨
中
心
の
国
際
通
貨
体
制
の
崩
壊
と
そ
れ
に
伴
う
国
際
金
融
・
貿
易
の
破
滅
的
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
 
 
 



九
口
 
 
 

混
乱
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
①
ア
メ
リ
カ
の
国
内
イ
ン
フ
レ
の
高
進
と
不
況
深
化
に
よ
る
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
的
 
 

経
済
ク
ラ
ッ
シ
ュ
、
②
広
範
な
低
開
発
途
上
諸
国
の
村
外
国
家
破
産
、
③
世
界
信
用
恐
慌
、
④
日
本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
も
ま
き
込
ん
だ
他
 
 

界
的
規
模
の
世
界
同
時
不
況
と
い
う
世
界
資
本
主
義
全
体
の
経
済
破
綻
に
発
展
す
る
、
つ
ま
リ
ド
ル
暴
落
↓
ア
メ
リ
カ
・
世
界
経
済
の
崩
 
 

（
バ
こ
 
填
と
い
う
危
機
を
含
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
S
・
マ
リ
ス
や
C
・
F
・
バ
ー
グ
ス
テ
イ
ン
、
W
・
ク
ラ
イ
ン
等
が
説
く
よ
う
 
 

な
そ
う
し
た
「
ハ
ー
ド
・
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
、
実
際
に
起
こ
り
う
る
か
ど
う
か
は
将
来
の
こ
と
で
、
正
確
に
予
断
し
う
る
 
 

も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
ド
ル
の
崩
落
が
ア
メ
リ
カ
を
含
む
世
界
資
本
主
義
全
体
の
シ
ス
テ
ム
瓦
解
へ
発
展
す
る
危
機
の
蓋
然
性
が
あ
る
 
 

の
は
否
定
で
き
な
い
。
八
八
－
九
一
年
間
に
一
時
的
に
ア
メ
リ
カ
の
「
双
子
の
赤
字
」
が
改
善
方
向
に
向
っ
た
事
実
を
背
景
に
L
て
、
そ
 
 

の
後
「
ハ
ー
ド
・
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
ク
ラ
ッ
シ
ュ
回
避
の
可
能
性
を
見
込
む
楽
観
論
が
台
頭
し
て
い
る
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
の
純
対
外
偵
 
 

〓
－
】
 
 

務
残
高
は
い
ぜ
ん
と
し
て
累
増
す
る
一
方
で
、
客
観
的
に
は
事
態
は
よ
り
深
刻
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
巨
額
の
ア
メ
リ
カ
の
経
常
赤
字
 
 

が
ド
ル
下
落
を
起
こ
さ
ず
に
無
限
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
続
け
る
と
い
う
保
障
は
な
い
」
、
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
問
題
が
い
ぜ
ん
と
し
て
 
 

解
決
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
ハ
ー
ド
エ
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
危
機
も
…
…
消
え
去
っ
て
は
い
な
い
…
…
市
場
の
ド
ル
に
対
す
る
信
認
が
揺
ら
 
 

い
だ
時
、
そ
れ
が
ハ
ー
ド
エ
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
ら
な
い
保
障
」
は
な
い
 
（
石
井
菜
穂
子
、
前
掲
、
一
三
六
1
四
二
頁
）
 
の
で
あ
る
。
 
 
 

㈱
 
ド
ル
暴
落
に
よ
り
、
①
「
米
国
で
は
、
輸
入
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
…
…
な
ど
を
通
じ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し
…
…
同
時
に
 
 
 

長
期
金
利
は
、
資
本
流
人
の
減
少
や
予
想
イ
ン
フ
レ
率
の
上
昇
を
反
映
し
て
高
騰
し
…
…
そ
の
結
果
景
気
後
退
が
始
ま
り
、
イ
ン
フ
レ
 
 
 

と
不
況
の
同
時
発
化
、
す
な
わ
ち
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
陥
る
」
。
も
し
そ
こ
で
不
況
対
策
と
し
て
国
内
通
貨
が
増
発
さ
れ
れ
ば
、
よ
 
 
 

り
い
っ
そ
の
国
内
イ
ン
フ
レ
の
加
速
化
、
ド
ル
の
下
落
、
資
本
の
流
出
が
避
け
が
た
く
な
る
。
②
「
日
本
と
西
独
は
、
大
幅
な
円
高
、
 
 
 

マ
ル
ク
骨
同
と
米
国
の
寮
気
後
退
と
い
う
二
つ
の
外
来
的
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
輸
出
が
減
少
し
、
不
況
に
陥
る
。
そ
の
結
果
、
米
、
日
、
 
 
 



欧
を
中
心
と
す
る
世
界
同
時
不
況
が
発
生
す
る
」
。
③
「
こ
の
た
め
中
南
米
を
小
心
と
す
る
債
綺
累
積
国
は
…
…
債
務
の
利
払
い
や
元
金
 
 

返
済
の
不
雁
行
に
陥
る
」
。
④
そ
れ
に
と
も
な
い
「
米
国
の
銀
行
は
…
…
倒
産
が
増
え
、
信
刑
恐
慌
が
発
生
す
る
…
…
米
国
に
信
用
恐
慌
 
 

が
起
こ
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
連
鎖
反
応
を
起
こ
し
、
世
界
的
規
模
の
信
周
恐
慌
に
発
展
」
す
る
 
（
鈴
木
淑
夫
『
世
界
の
巾
の
日
本
経
済
と
 
 

金
融
』
、
束
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
七
牛
、
一
七
八
－
七
九
頁
）
。
 
 

「
ド
ル
の
下
落
に
は
ず
み
が
つ
く
に
つ
れ
て
…
…
外
国
の
対
米
投
資
意
欲
が
す
っ
か
り
干
か
ら
び
て
し
ま
」
 
い
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
 
 

「
金
利
は
上
昇
し
て
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
導
く
」
。
他
方
同
時
に
「
物
価
上
昇
率
は
倍
加
」
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
ド
ル
の
急
激
な
低
下
と
 
 

物
価
上
昇
の
中
で
の
不
況
と
い
う
異
常
な
組
み
合
わ
せ
が
出
現
‥
‥
‥
失
業
率
は
一
〇
％
を
超
え
る
」
。
そ
し
て
「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
ハ
ー
 
 

ド
エ
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
よ
り
、
「
ア
メ
リ
カ
以
外
の
O
E
C
D
諸
国
」
の
 
「
成
長
率
は
、
急
激
に
落
ち
、
失
業
率
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
 
 

一
四
％
以
上
ま
で
増
大
し
う
る
」
。
「
発
展
途
上
国
に
と
っ
て
は
…
…
一
九
八
一
～
八
三
年
の
債
務
危
機
の
再
演
と
な
」
リ
、
世
界
経
済
 
 

全
体
の
経
済
危
機
へ
発
展
す
る
 
（
S
．
M
a
r
r
i
s
も
p
．
C
i
t
．
も
一
Ⅰ
半
丁
戻
i
i
i
」
別
掲
訳
、
x
㍍
已
で
舛
㍍
雲
1
i
i
頁
）
。
 
 

刑
 
ア
メ
リ
カ
の
対
外
純
債
務
残
高
 
（
時
価
評
価
ベ
ー
ス
）
 
は
、
八
七
年
末
の
一
一
一
億
ド
ル
か
ら
九
〇
年
末
二
五
一
一
倍
ド
ル
、
九
 
 
 

四
年
末
に
は
六
八
〇
八
億
ド
ル
へ
膨
張
し
、
九
四
年
の
同
国
年
間
輸
出
領
五
〇
二
五
億
ド
ル
の
一
・
四
倍
、
九
四
年
の
同
国
G
D
P
の
 
 

九
・
八
％
相
当
に
達
し
て
い
る
 
（
E
c
〇
．
R
e
p
．
〇
f
t
h
e
P
r
e
s
i
」
重
器
も
．
〕
篭
）
。
こ
の
ま
ま
で
推
移
す
れ
ば
今
世
紀
本
に
は
同
偶
の
純
対
外
 
 

債
務
残
高
が
一
兆
ド
ル
を
突
破
す
る
の
は
必
至
と
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
対
外
純
債
務
拡
大
の
持
続
、
永
続
的
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
 
 
 

可
能
性
、
ド
ル
暴
落
の
危
機
と
い
う
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
問
題
は
ア
メ
リ
カ
経
済
に
と
っ
て
死
重
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

第
l
ニ
節
 
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
政
策
の
限
界
 
 
 

か
く
て
一
九
八
〇
年
代
後
半
期
と
い
う
特
定
時
点
と
特
定
条
件
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
政
策
は
現
実
的
に
行
詰
っ
て
し
ま
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
 
（
Ⅳ
）
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九
二
 
 

っ
た
。
第
一
に
、
そ
こ
で
も
し
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
拡
大
が
強
行
さ
れ
れ
ば
、
ド
ル
崩
壊
－
ア
メ
リ
カ
経
済
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
世
界
経
済
の
 
 

破
滅
的
混
乱
に
発
展
す
る
危
険
性
が
よ
り
高
ま
る
。
第
二
に
、
ド
ル
の
暴
落
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
ド
ル
の
対
外
散
布
 
 

の
抑
制
し
た
が
っ
て
貿
易
・
経
常
収
支
の
赤
字
削
減
が
必
須
に
な
り
、
そ
し
て
貿
易
・
経
常
赤
字
削
減
の
た
め
に
は
ア
メ
リ
カ
国
内
の
総
 
 

需
要
の
引
締
め
が
不
可
欠
か
つ
基
本
的
方
策
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
需
要
の
引
締
め
を
欠
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
改
善
は
全
 
 

く
の
尻
抜
け
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
の
国
内
産
業
が
空
洞
化
・
弱
体
化
し
、
国
内
供
給
力
が
相
対
的
に
欠
乏
し
て
い
る
 
 

以
上
、
国
内
需
要
を
圧
縮
す
る
以
外
に
さ
し
あ
た
り
貿
易
・
経
常
収
支
の
赤
字
を
削
減
す
る
方
法
が
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
 
 

は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
外
で
一
般
に
も
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
た
と
え
ば
わ
が
国
の
作
中
氏
は
「
ハ
ー
ド
・
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
 
 

ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
回
避
し
、
「
ド
ル
・
レ
ー
ト
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
問
題
…
…
を
解
決
す
る
た
め
に
」
は
、
「
ア
メ
リ
カ
経
常
収
支
赤
字
の
 
 

最
大
の
要
因
で
あ
る
財
政
赤
字
を
縮
小
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
竹
中
平
蔵
、
前
掲
、
四
七
重
と
主
張
し
、
ま
た
S
・
マ
リ
ス
も
、
 
 

ド
ル
の
暴
落
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
財
政
赤
字
を
削
減
す
る
こ
と
だ
け
が
…
…
唯
一
の
確
か
な
道
で
あ
」
り
、
「
ア
メ
リ
カ
 
 

の
構
造
的
財
政
赤
字
は
、
一
九
九
〇
年
ま
で
に
は
ゼ
ロ
に
縮
小
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
（
S
．
M
a
r
r
i
s
｝
O
p
．
C
i
t
．
も
．
Ⅰ
註
l
已
ま
別
掲
訳
、
畏
当
）
 
 

琵
払
舛
頁
）
と
政
策
提
言
し
て
い
る
。
非
米
先
進
諸
国
が
、
ド
ル
維
持
の
た
め
の
国
際
政
策
協
調
の
第
一
義
的
交
換
条
件
と
し
て
、
同
じ
見
 
 

地
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
た
い
し
て
財
政
赤
字
の
圧
縮
を
一
貫
し
て
求
め
て
い
る
理
由
で
あ
る
。
 
 
 

戦
後
ア
メ
リ
カ
経
済
の
基
軸
で
あ
る
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
政
策
に
た
い
す
る
対
外
的
制
約
は
、
五
〇
－
六
〇
年
代
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
 
 

際
収
支
赤
字
の
ド
ル
残
高
決
済
を
制
度
的
に
保
障
す
る
I
M
F
体
制
に
よ
っ
て
、
七
〇
年
代
と
八
〇
年
代
に
は
、
フ
ロ
ー
ト
制
に
も
と
づ
 
 

く
ド
ル
の
伸
縮
的
下
落
と
外
国
公
的
部
門
の
ド
ル
買
い
・
米
国
債
買
い
お
よ
び
フ
ロ
ー
ト
制
を
前
擢
に
す
る
外
国
民
間
資
本
の
対
米
流
入
 
 

に
よ
っ
て
、
現
実
的
に
回
避
さ
れ
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
対
外
的
枠
組
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
は
需
要
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長
政
策
を
一
 
 
 



賞
し
て
追
求
し
、
内
需
主
導
型
経
済
成
長
を
実
現
し
、
同
国
経
済
中
心
に
主
導
さ
れ
て
戦
後
資
本
主
義
世
界
全
体
が
経
済
発
展
を
つ
づ
け
 
 

え
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
八
〇
年
代
後
半
期
以
降
に
は
、
新
た
に
対
外
債
務
累
積
問
題
が
入
り
込
み
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
債
務
 
 

累
積
－
純
債
務
団
化
－
ド
ル
危
機
の
発
現
と
い
う
国
際
金
融
関
係
の
壁
に
達
者
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
拡
大
は
対
外
的
に
 
 

き
つ
く
制
約
さ
れ
ぎ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
拡
大
に
対
応
す
る
ア
メ
リ
カ
の
国
内
生
産
力
基
 
 

盤
が
、
国
内
産
業
「
空
洞
化
」
 
の
た
め
に
失
わ
れ
て
い
た
。
し
か
も
対
外
純
資
産
の
食
い
潰
し
と
純
債
務
国
化
へ
の
転
落
に
よ
っ
て
、
輸
 
 

入
外
資
取
入
れ
の
カ
バ
ー
に
よ
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
基
本
的
に
消
滅
し
、
ド
ル
暴
落
－
「
ハ
ー
ド
‥
7
ン
デ
ィ
ン
グ
」
ク
ラ
ッ
シ
ュ
発
現
の
 
 

危
機
の
促
迫
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
国
内
紙
需
要
の
圧
縮
が
強
制
さ
れ
、
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
拡
大
に
粋
が
は
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
 
 

あ
る
。
そ
の
さ
い
そ
の
他
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
が
、
巨
額
な
財
政
赤
字
を
つ
み
重
ね
て
 
（
八
∵
会
計
年
度
か
ら
八
八
年
度
ま
で
の
連
邦
 
 

累
積
赤
字
は
一
兆
三
三
八
七
億
ド
ル
）
、
財
政
破
綻
を
も
た
ら
し
た
結
果
、
財
政
再
建
の
面
か
ら
財
政
支
出
の
削
減
が
要
請
さ
れ
て
い
た
事
 
 

情
、
も
あ
っ
た
。
 
 
 

戦
後
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
、
管
理
通
貨
制
を
基
礎
に
す
る
現
代
国
家
的
な
総
需
要
管
理
政
策
を
基
軸
と
し
て
成
立
ち
、
展
開
し
て
い
 
 

た
。
そ
れ
ゆ
え
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
政
策
拡
大
の
制
約
は
、
ま
さ
し
く
戦
後
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
発
展
の
限
界
を
画
し
、
そ
の
意
味
で
戦
後
 
 

ア
メ
リ
カ
の
内
需
主
導
・
依
存
型
経
済
の
実
質
的
破
綻
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
一
九
二
九
年
恐
慌
勃
発
以
降
ほ
ぼ
一
貫
し
て
 
 

追
求
さ
れ
て
き
た
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
政
策
＝
国
家
に
よ
る
市
場
保
障
政
策
が
歴
史
的
に
行
詰
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
経
済
政
策
の
根
本
的
転
換
 
 

と
経
済
体
質
の
変
換
が
は
か
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
縫
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅳ
）
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